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意見を言ってくれる人を大切に
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
会長　田中　宏

歳を取るほど、地位が高くなればなるほど、

人は意見を言われることを苦痛に感じることが

あります。

イエスマンを自分の周りに置きたがるリーダー
は組織を衰退させ、意見を言ってくれる人を周
りに置くことができる組織は活性化します。
つまり、リーダーは意見が言える雰囲気を作

ることが大切ですし、意見を言われてもそれを

受け入れる度量が必要です。

私が30歳半ばの頃、乳腺関係で全国の学会

や講演で飛び回っていたころ、乳腺超音波に関

する認定講習会を受講した時のことです。もち

ろんその時、私は生徒として受講していたので

すが、受講している時に強い違和感を抱いたの

を記憶しています。その感じた違和感について、

自分なりに分析しました。

これまで、講演などで教える立場にいた自分

が、教わるという立場に違和感を感じたのです。

つまり、人として横柄になりかけていたという
ことに気付かされました。
また乳腺の検査に対して自信と強いこだわり

を持ってモダリティを担当させていただいてい

たころは、現行の運用方法を変えるのに強い抵

抗感を覚えたことがあります。つまり、自分が
進歩を止めていたことに気付かされました。
私は猛省し、自分を戒め修正しました。

著名な先生が、勉強会や学会で受講される時、

とても真摯に聴講されている場面を多々拝見し

たことがあります。

人格的に尊敬できる方は、普段は教える立
場でも、ある分野で自分よりも知識を有する人
から教わる時は、相手を先生として敬い、自分
の知識を素直に高めることができるものです。
では、意見を言いやすくする雰囲気はどのよ

うに作るのか。私は会議、または個人的にも

「どう思う？」「どうしたらよい？」
を口癖にしています。すると、自分にはない

発想が意外に多かったことに気付かされます。

そうすることで、自然に意見を言ってくれる雰

囲気に変わります。

もちろん、提案通りに進めるときもあります

が、そうでないときもあります。自分の意見を

通す場合には、必ず理由を説明し、納得しても

らいます。つまり説明責任です。その最終決断

は自分が責任を持つことは言うまでもありません。

人は歳をとるほど、偉くなるほど、人の意見
は聞かなくなり、成長が止まり、さらにはイエ
スマンを周りに置き、組織を衰退させます。そ
の横柄になりかけている自分の心にアンテナを
立て、周りの意見に耳を傾けるように心掛ける
ことで、人は成長し続け、組織も活性化します。
それは、もしかすると、友人関係、家庭内で

も同じかもしれません。
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会 告

第11回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
定期総会のお知らせ

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
会長　田中　宏

日　　時：2022年６月12日（日）　14：00から
総会会場：埼玉会館　4A会議室
　　　　　〒330-8518　さいたま市浦和区高砂3-1-4　　（TEL）048-829-2471

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　記　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
第1号議案　2021年度　事業報告（案）
第2号議案　2021年度　決算報告（案）
第3号議案　2021年度　監査報告
第4号議案　名誉会員の承認
第5号議案　その他
2021年度　補正予算　　　　報告
2022年度　事業計画・予算　報告

【特別講演】講　師：（公社）埼玉県診療放射線技師会 会長　田中　宏
　　　　　 テーマ：「凡人が生きる10の知恵」

　新型コロナウイルス感染症の感染予防および飛散防止の観点から、会員の皆さまの健康と
安全を第一に考え、可能な限り委任状提出による出席をお願い致します。
　ご理解とご協力を重ねてお願い致します。　　　

　なお、ご意見・ご質問などはメールにてご連絡ください。
　　＊総会資料につきましては会誌5月268号、決算関係はホームページをご覧ください。

お問い合せ先

（公社）埼玉県診療放射線技師会　　総務担当　常務理事　　今出克利
k-imade@sart.jp

※お詫び
　「第11回　定期総会　について」の保護シール内に記載されていた自宅電話番号および勤務
先電話番号の市外局番について、最初の「0」が脱字をしておりましたことをお詫び致します。
なお、埼玉県診療放射線技師会データベースは「0」を付けたものが保存されております。
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第11回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会定期総会

次　　第

開 会 の 辞
会 長 挨 拶
来 賓 挨 拶
表 彰
総会運営委員会報告
議 長 選 出
総 会 職 員 任 命
議 事
報 告

第1号議案　2021年度　事業報告（案）
第2号議案　2021年度　決算報告（案）
第3号議案　2021年度　監査報告
第4号議案　名誉会員の承認
第5号議案　その他
2021年度　補正予算　　　　報告
2022年度　事業計画・予算　報告

閉 会 の 辞
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第11回公益社団法人
埼玉県診療放射線技師会定期総会

2021年度事業報告（案）
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2021年度事業報告（案）

１．総括
2021年度は昨年度に習得したWebによる新たな

手段を使いこなし、まだ検討の余地はあるものの、安
定した会議や勉強会、学術大会が開催できました。他
学会でも新型コロナウイルス感染症のまん延状況によ
りハイブリッドで現地へ参加した方からは、「セッショ
ン終了後のディスカッションなどで本音トークが聞け
る」などのリアルな意見も聞くことができました。今
後は新型コロナウイルス感染症が終息した後でもハイ
ブリッド型は続きますが、やはり現地開催が主体とな
ると予想されます。
昨年度も書かせていただきましたが、これまでの対

象者は埼玉県内を想定していましたが、今後は全国の
診療放射線技師が対象となります。しかしながら、ア
ピール力にまだ工夫が必要であることも分かりました
ので、今後は力を入れていきたいと思います。
2021年10月から放映された「ラジエーションハウ

スⅡ～放射線科の診断レポート」では、大いに盛り上
がりました。平均視聴率は10.71％（最高11.7％）
であり、社会全体で診療放射線技師の認知度が上がっ
たことはとても喜ばしいことです。コロナ禍での医療
職種の活躍も重なり、診療放射線学科志望の高校生が
増えたことは私たちにとって大きな喜びでもありまし
た。私たち先輩診療放射線技師は、将来診療放射線技
師を目指す優秀な後輩たちのために、思う存分に活躍
できる環境と社会制度を作る義務があります。
2021年10月1日施行の診療放射線技師法改正につ

いては、静脈注射をはじめとする多数の行為が可能と
なりました。施設の事情はありますが、私たちの業務
に反映させ、医師の負担軽減および医療全体の公衆衛
生の向上に向けて努力する必要があります。これらの
制度改革には行政とより一層の連携が必要であり、多
くの会員の皆さまに理解をしていただく必要があると
考えます。
コロナ禍の中で、ご協力を頂きました会員の皆さま、

会務に果敢に挑戦してくれた理事・委員・支部役員・
関係者の皆さまに心から感謝申し上げます。

名誉会員の承認
本会へ多大な貢献があった会員として山本英明氏、

田中武志氏を名誉会員に推薦させていただきました。

ご審議の程、よろしくお願い申し上げます。
会員の育成
埼玉では以前から、講師育成に取り組んでまいりま

した。埼玉の会員が、他学会、他県技師会などで活躍
をしております。近年では国際学会へ発表する診療放
射線技師が増えてきており、今後は技師会としてバッ
クアップを行い、人材の育成に取り組んでまいります。
役員の育成
技師会で学び育った人材が各施設でリーダーシップ

を発揮し、さらに人材育成をしていただくことは技師
会の役目でもあります。他職種と多くの関わりあいを
持ち役員の成長につなげてまいります。

１）総務
入会促進事業の一つであるフレッシャーズセミナー

は新型コロナウイルス感染拡大の影響により、会場型
での開催が困難となったため、e-ラーニング形式で
開催致しました。参加者からは学習時間を自由に選べ
るなどおおむね好評で県内外から多数ご参加いただき
ました。今後も会員入会促進事業として継続していき
たいと考えております。
永年勤続表彰事業は、日本診療放射線技師会より委

託されている50年・30年の対象者を選出し返信いた
だいた会員の方々を日本診療放射線技師会に推薦致し
ました。表彰は2021年東京開催の第37回日本診療放
射線技師学術大会にて表彰されました。埼玉県診療放
射線技師会の40年・20年永年勤続表彰は、対象者と
なる会員の方々を選出し、表彰委員会での承認をへて
当会定期総会にて表彰予定です。
恒例となりました年初の「新春の集い」「役員研修会」

は、新型コロナウイルス感染拡大のため中止となりま
した。今年度は、いろいろな行事が新型コロナウイル
ス感染症のため例年通りとは行きませんでしたが、い
ずれの事業におきましても入会促進また会員の福利厚
生の事業として開催形式にこだわらず今後も継続して
いきたいと考えております。

２）学術
今年度も新型コロナウイルスの感染状況を考慮し、

学術ナイトセミナー・DR計測セミナー・救急セミ
ナー・乳腺セミナー・MRI基礎講習会についてはオン
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ライン方式で開催しました。各種認定講習会および認
定試験に関しては、2年間開催できずにいましたが、
学術委員会として会員の皆さまに研さんするための環
境を提供することも必要と考え、受講および受験方法
など検討を重ねて今年度よりオンライン方式にて再開
することができました。オンラインでの認定試験は初
めての試みでしたが、大きなトラブルもなく開催でき
ました。しかし、まだいくつか課題も残っているため
引き続き検討し、感染状況に関わらず継続的に開催し
てまいります。
また、近年医療業界でもAI（Artifi cial Intelligence）

技術が取り入れられつつあり、われわれ診療放射線技
師も知識を持ち、共存していく時代になることが考え
られます。そこで今年度はAI講習会を開催し、技術
を身近に感じ興味を持てるような内容にて開催しまし
た。
第35回埼玉県診療放射線技師学術大会についても、

会場参加とオンライン参加のハイブリッド方式におけ
る開催を予定していましたが、感染状況の拡大により
オンライン方式における開催となりました。今回は一
部のセッションについて、オンデマンド配信を行うこ
とで学術大会の内容をより多くの会員へ提供できたこ
とは、オンライン方式を積極的に取り入れてきたこと
による成果であり、次回以降も配信を行う予定となっ
ております。
今後の学術大会や各種講習会の開催において、会場

参加とオンライン参加を併用するハイブリッド方式に
よる開催の需要が高まることも想定し、多くの会員の
皆さまに参加していただける環境を整備して行きたい
と考えています。

３）編集・情報
会誌「埼玉放射線」を計4号発刊しました。編集・

情報活動は本会活動の中でも、重要な事業と考えてい
ます。
会誌「埼玉放射線」は、2014年から発行回数が年

4回となりましたが、その分、内容をさらに充実させ
ることへ力を注ぎました。
Webサイトについては、診療放射線技師向け情報

提供や講習会などの申し込みの他、「診療放射線技師
として必要な情報はなるべく掲載する」という方針の
下、多岐にわたる情報を発信しました。また県民の方
が閲覧しても有益なよう、医療被ばくについての解説
や、放射線検査の紹介など、放射線診療に関する正確

な情報を、専門家の立場から分かりやすく提供しました。
これらWebサイトの他、定期的に会員向けメール

マガジンの配信を行いました。Webサイトやメール
マガジンは即時性の高い情報提供手段と考えています。
今後は、会員のために充実した魅力ある技師会・会

誌になるよう務めていきたいと考えます。

４）公益
2021年度本会公益活動として、従来行ってきた、

･  埼玉県各支部の医療画像展でのパネルを使用した
放射線検査や治療などの説明とパンフレットの配布

･ 各支部医療画像展での超音波式骨密度の無料測定
･ 放射線特別授業 
は、新型コロナウイルス感染拡大防止の観点から、中
止せざるを得ませんでした。
･ ホームページからの被ばく相談（実績18件
2022/02/05）は継続して行っております。

･ 被ばく相談事例検討会ではWeb開催を実施するだ
けでなく、新たに、放射線被ばくに関する講習会を
開催しました。
次年度も、従来の活動を踏襲するだけでなく、新し

い生活様式を取り入れた公益活動について、熟考しな
がら活動を行っていく所存です。

２．事業遂行評価
１．職業人としての質の向上
（１）学術大会・認定講習会・セミナーの定期開催

ア．埼玉県診療放射線技師学術大会の開催 ◎
イ．埼玉県診療放射線技師支部合同秋季大会 〇
ウ．胸部撮影認定講習会 〇
エ．上部消化管検査認定講習会 〇
オ．フレッシャーズセミナー（SARTセミナー）

 ○
カ．放射線技術部門マネジメント・セミナー

（医療安全、接遇・クレーム、医療経営、人
材育成） △

キ．CT認定講習会 ○
ク．MRI基礎講習会 ○
ケ．乳腺セミナー ○
コ．DR計測セミナー ○
サ．救急撮影ケーススタディー ○

（日本救急撮影技師認定機構との共催）
シ．読影力向上のための講習会 △

（支部開催セミナー）
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ス．AI（Artifi cal　Intelligence）関連講習会の
開催 △

（２）会員講師の育成と体制づくり
（３）他県診療放射線技師会や他団体との合同講習会

企画推進
ア．関東甲信越診療放射線技師学術大会への協力

 △
イ．日本診療放射線技師全国大会への協力 ○
ウ．埼玉県医師会主催事業への支援 ○
エ．埼玉臨床画像研究会への協力 △
オ．日本放射線技術学会関東部会との合同企画
 ○
カ．日本診療放射線技師会との合同開催企画 △
キ．各認定機構との合同企画（埼玉開催の推進）

 △

２．組織運営に関わる事業
（１）行政との連携 ○
（２）入会促進事業の強化 ○

３．公益目的事業
（１）学術情報の提供　刊行誌「埼玉放射線」の発刊

 ○
（２）市民公開講座の開催 △
（３）地域自治体主催事業への参画 △
（４）医療画像展の開催と支援 △
（５）県民向けホームページの充実 ○
（６）医療被ばく相談の迅速な対応 ○
（７）中学高校における特別授業の担務 △

４．編集・情報
（１）本会会誌「埼玉放射線」の充実 ○
（２）診療放射線技師向けホームページの充実

ア．各講習会、セミナー、イベントなどの迅速な
広報 ○

イ．学術データベースの充実 ◎
（３）メールマガジンの有効利用 ○

５．その他
（１）他医療職種団体との連携 ○
（２）日本診療放射線技師会・他県技師会への協力
 ○

2021年度各事業報告
１．総務事項報告
（１）2021年度役員は次の通りである。

役 職 名 氏　　名 担　　　　当
会 長 田中　　宏
副 会 長 富田　博信

同 潮田　陽一
監　　事 堀江　好一

同 浅野　克彦
常務理事 今出　克利 総　務

同 八木沢英樹 総　務
同 城處　洋輔 学　術
同 中根　　淳 学　術
同 佐々木　健 公　益
同 清水　邦昭 編　集・情　報

理　　事 肥沼　武司 財　務
同 近藤　敦之 学　術
同 滝口　泰徳 学　術
同 吉田　　敦 編　集・情　報
同 紀陸　剛志 公　益
同 双木　邦博 総　務・第一支部
同 大西　圭一 総　務・第二支部
同 市川　隆史 総　務・第三支部
同 大野　　渉 総　務・第四支部
同 矢崎　一郎 総　務・第五支部
同 茂木　雅和 総　務・第六支部

（２）会議開催状況
ア．総会
第10回公益社団法人埼玉県診療放射線技師会総会

を2021年6月13日（日）、埼玉会館において会員30
人出席、有効委任状提出695人、合計725人にて開催
した。総会では2020年度事業報告案、2020年度決
算報告案、2020年度監査報告、および名誉会員の承
認などについて審議し決議した。
イ ．理事会は下記の通り8回開催し、重要案件につい
て審議し決議した。
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理事会開催状況

年　月　日 開　催　場　所
1 2021.05.27 ZoomによるWeb開催
2 2021.06.13 同
3 2021.07.01 同
4 2021.09.02 同
5 2021.10.07 同
6 2021.11.04 同
7 2022.01.06 同
8 2022.03.03 同

ウ ．常務理事会は下記の通り3回開催し、理事会への
提案議題の審議ならびに決定事項について処理した。

常務理事会開催状況

年　月　日 開　催　場　所
1 2021.04.01 ZoomによるWeb開催
2 2021.12.02 同
3 2021.02.03 同

エ．その他
連絡会議ならびに予算会議を開催、会務の重要事項

について審議立案し、必要事項を調整しこれを処理し
た。
連絡会議

年　月　日 開　催　場　所
1 2021.05.20 ZoomによるWeb開催
2 2021.06.24 同
3 2021.08.26 同
4 2021.10.28 同
5 2021.12.23 同
6 2022.02.24 同

予算会議
年　月　日 開　催　場　所

１ 2022.02.03 常務理事会内（Web）
全国会長会議

年　月　日 開　催　場　所
１ 2022.01.21 Web

関東甲信越会長会議
年　月　日 開　催　場　所

１ 2021.07.02 Web
北関東地域会長会議

年　月　日 開　催　場　所
1 2021.06.23 Web
2 2021.11.21 Web

（３）各委員会開催状況
各委員会開催状況は別表の通りである。

委　　員　　会　　名 開　催　年　月　日
総 会 運 営 委 員 会 2022.05.12
編 集 情 報 委 員 会 2021.09.09

2021.11.19
学 術 委 員 会 2021.06.29

2021.08.12
2021.09.21
2021.10.25
2021.11.24
2021.12.01
2022.01.26

公 益 委 員 会 2021.07.14
2021.12.07

放 射 線 特 別 授 業
運 営 委 員 会

公益委員会と合同

表彰委員会
年　月　日 開　催　場　所

１ 2021.07.21 Web
２ 2022.01.06 Web
３ 2022.01.30 Web

（４）各種委員会名簿
ア．表彰委員会

役　　職　　名 氏　　　名
委　　員　　長 藤間　英雄
委　　　　　員 橋本　里見　　小島　精一

同 渡辺　　弘　　田中　　宏
同 富田　博信　　潮田　陽一
同 今出　克利　　八木沢英樹
同 平野　雅弥

イ．医療画像展実行委員会（秩父会場）　
新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の影響

により中止
ウ．医療画像展実行委員会（浦和区会場）
新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の影響

により中止
エ．医療画像展実行委員会（川越会場）　
新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の影響

により中止
オ．医療画像展実行委員会（越谷市会場）
新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の影響

により中止
カ．医療画像展実行委員会（深谷会場）
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新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の影響
により中止
キ．医療画像展実行委員会（伊奈町会場）
新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の影響

により中止
ク．医療画像展実行委員会（春日部会場）
新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の影響

により中止
ケ．医療画像展実行委員会（行田会場）
新型コロナウイルス（COVID-19）感染症の影響

により中止
コ．編集・情報委員会

役　　職　　名 氏　　　　　名
委　　員　　長 清水　邦昭
副　委　員　長 吉田　　敦
委　　　　　員 肥沼　武司　　潮田　陽一

同 宮崎　雄二　　八木沢英樹
同 大友　哲也　　渡部　伸樹
同 堀越　隆之　

サ．学術委員会

役　　職　　名 氏　　　　　名
委　　員　　長 城處　洋輔
副　委　員　長 中根　　淳　　近藤　敦之

同 滝口　泰徳
委　　　　　員 今出　克利　　寺澤　和晶

同 土田　拓治　　佐々木　健
同 伊藤　寿哉　　大根田　純
同 亀山　枝里　　妹尾　大樹
同 浅見　純一　　吉澤　孝郁
同 戸澤　僚太　　新島　正美

シ．公益委員会

役　　職　　名 氏　　　　　名
委　　員　　長 佐々木　健
副　委　員　長 紀陸　剛志
委　　　　　員 志藤　正和　　内海　将人

同 石田　仁子　　石川　里紗
同 大河原侑司　　佐藤　克哉
同 宮崎　千晶　　嶋崎　恭介
同 坂庭　琴美

ス．総務・財務委員会

役　　職　　名 氏　　　　　名
委　　員　　長 今出　克利
副　委　員　長 八木沢英樹　　潮田　陽一

委　　　　　員 肥沼　武司
同 双木　邦博　　大西　圭一
同 市川　隆史　　大野　　渉
同 矢崎　一郎　　茂木　雅和
同 田中　達也　　矢部　　智
同 佐々木　剛　　岡田　尚也
同 福田　　栞　　戸澤　　茜

セ．総会運営委員会

役　　職　　名 氏　　　　　名
委　　員　　長 矢部　　智
委　　　　　員 石田　貴志　　三島　裕介

同 瀬川麻衣子　　増渕　康太
同 矢部　　智　　野口　裕輔

ソ.総会実行委員会

役　　職　　名 氏　　　　　名
委　　員　　長 田中　　宏
副　委　員　長 富田　博信　　潮田　陽一
委　　　　　員 今出　克利　　八木沢英樹

同 城處　洋輔　　中根　　淳
同 清水　邦昭　　佐々木　健

（５）表　彰（敬称略）
叙勲瑞宝双光章受賞

橋本　里見、山本　英明
保健衛生知事表彰

芦葉　弘志
公衆衛生功労知事表彰

中山　　進、庭田　清隆、今出　克利
公衆衛生事業功労者（財）日本公衆衛生協会会長表彰

土田　拓司、双木　邦博
（公社）日本診療放射線技師会表彰
永年30年勤続者表彰（17人、敬称略）

江原　敏彦、梶　　功治、草間　勇一、
小林　博文、近藤　和彦、白石　雄一、
田中　　宏、土谷　弘光、寺澤　和晶、
萩元　　孝、平野　雅弥、丸山　一幸、
村田　優子、持田　雅明、山口　　明、
渡邉　城大、渡部　進一

（公社）埼玉県診療放射線技師会表彰
永年20年40年勤続表彰対象者は総会当日に報告致し
ます。

（６）物故者　なし
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（７）会員の動向（2022年2月15日現在）

項　　　　目 会　員　数
2020年度末 会員数 1,381人
2021年度 新入会者数 19人

同 再入会者数 3人
同 転入者数 2人
同 転出者数 3人
同 退会者数 8人

2021年度末 会員数 1,394人

（８）2021年度賛助会員18社（順不同）
シーメンスヘルスケア株式会社
GEヘルスケア・ジャパン株式会社　
キヤノンメディカルシステムズ株式会社 
株式会社三田屋製作所
富士フイルムヘルスケア株式会社　
株式会社メディカル・サービスT&K
コノカミノルタジャパン株式会社
カイゲンファーマ株式会社
富士フイルムメディカル株式会社
日本メジフィジックス株式会社
株式会社フィリップス・ジャパン
バイエル薬品株式会社
富士フイルム富山化学株式会社
株式会社サイカンシステム
島津メディカルシステムズ株式会社
株式会社東日本メディカル．
株式会社ドクターネット
株式会社アゼモトメディカル

２．学術教育活動報告
（１）第5回学術ナイトセミナー

ステップアップのためのワンポイントアドバイス
講　　師： 吉澤　孝郁、戸澤　僚太、浅見　純一、

新島　正美
日　　時：2021年10月27日（水）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：29人

（２）第6回DR計測セミナー
講　　師：堀切　直也、戸澤　僚太
日　　時：2021年11月11日（木）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催 
参 加 者：16人

（３）AI（Artifi cial Intelligence）講習会

講　　師：中根　　淳、平野　雅弥、渡部　大志
日　　時：2021年11月18日（木）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：29人

（４）第19回胸部認定講習会
講　　師： 滝口　泰徳、曽根　達也、笹原　重治、

森　　一也、戸澤　僚太、佐々木　健
日　　時：2021年12月5日（日）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催 
参 加 者：20人

（５）第12回CT認定講習会
講　　師： 富田　博信、染野　智弘、八木沢英樹、

寺澤　和晶、中根　　淳、城處　洋輔
日　　時：2021年12月12日（日）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：18人

（６）CT認定試験
日　　時：2022年1月8日（土）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：12人
認 定 者：A認定　該当者なし

　　　　　　B認定　嶋崎　恭介、中村　英明、
　　　　　　　　　　岡野　　翼、宮本　桃子
（７）救急セミナー

講　　師：井田　　篤、大根田　純、野々浦成美
日　　時：2022年1月12日（水）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催 
参 加 者：19人

（８）乳腺セミナー
講　　師：山田　智子、新島　正美、坂井　香澄
日　　時：2022年1月16日（日）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催 
参 加 者：22人

（９）第19回上部消化管検査認定講習会
講　　師： 浅見　純一、志田　智樹、伊藤　寿哉、

池田　圭介、今出　克利、大森　正司
日　　時：2022年1月23日（日）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：12人

（10）胸部認定試験
日　　時：2022年1月30日（日）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：11人
認 定 者： A認定　該当者なし
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B認定　 大塚　虹歩、輪島　健大、
白石　健吾、上野　真帆、
吉田　寛将、鈴木愛理沙、
中村　亮太、中里　　奨

（11）上部消化管検査認定試験
日　　時：2022年2月6日（日）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：18人
認 定 者： A認定　該当者なし

B認定　中村　隆行、澤田　英二
（12）MRI基礎講習会

講　　師： 池田　欣正、細井　慎介、坂口　功亮、
近藤　敦之

日　　時：2022年2月12日（土）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：46人

（13）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会
日　　時：2022年3月20日（日）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催 
参加申込：224人

３．編集・情報　活動報告
（１）編集活動報告

2021年度の編集活動として、会誌「埼玉放射線」
を第69巻263号から第69巻266号まで、計4回発刊
致しました。
第69巻1月263号では、第34回SART 学術大会抄

録集、誌上講座：「放射線治療における水吸収線量計
測の基本のキホン」～その2～。特集：第33回SART 
学術大会　終了後抄録集、ブラッシュアップセミナー

「一般撮影におけるディジタル画像の最適化を目指す」
～コニカミノルタ ユーザー～、「ディジタル画像の最
適化を目指す」～FUJIFILM ユーザー～、「ディジタ
ル画像の最適化を目指す」～Canon ユーザー～、学
術委員会企画「臓器別に考える～下肢動脈～」～下肢
動脈疾患の基礎～、「下肢動脈MRIの撮像法」～各撮
像法の原理と注意点～、「下肢動脈のCT」～当院の
撮影法や画像処理～、「臓器別に考える～下肢動脈～」
～下肢動脈疾患の治療について～。
第69巻5月264号では、誌上講座：「放射線治療に

おける水吸収線量計測の基本のキホン」～その3～、
特集：第34回SART 学術大会後抄録集、第10回定期
総会資料など。
第69巻7月265号では、誌上講座：「電離放射線障

害防止規則改正への対応」、技術解説：株式会社千代
田テクノル、　株式会社　島津製作所、キヤノンメディ
カルシステムズ株式会社、GE Healthcare Japan株
式会社、株式会社フィリップス・ジャパンの5社、第
10回定期総会資料など。
第69巻10月266号では、誌上講座：「脊髄再生医

療リハビリテーションにおける当院の対応と診療放射
線技師・臨床検査技師の関わり」、特集：2020年度　
支部合同勉強会　抄録集、技術解説：富士フイルム富
山化学株式会社、バイエル薬品株式会社などを掲載致
しました。

（２）情報活動報告
ア「会員向けHP」
1）学術案内（19件）
2）巻頭言（4件）263～266号まで
3）会誌（4件）260～263号まで
4）お知らせ（40件）

イ「一般向けHP」
1）「会誌・バックナンバー」260～263号まで

ウ「メールマガジン配信」
1）配信7件（no.106からno.112まで）
2） 登録14件

４．新春の集い
新型コロナウイルスの感染拡大により開催中止とし

た。

５．財務報告　
決算関係報告は総会にて行います。

６．公益活動　
（１）医療画像展

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
（２）被ばく相談　

ホームページにて18件（現在2022/02/05）
（３）放射線特別授業　

新型コロナウイルス感染拡大防止のため中止
（４）被ばく相談事例検討会

講　　師：佐藤　克哉、石田　仁子、内海　将人
日　　時：2022年2月22日（火）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：26人

（５）放射線被ばくに関する講習会
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講　　師： 鈴木　賢昭、野中　孝志、大河原侑司、
嶋崎　恭介、北山　早苗、佐々木　健、
多田　将

日　　時：2022年2月19日（土）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：34人

７．支部報告
第一支部
支部理事　　双木　邦博
監　　事　　宮澤　浩治　
役　　員　　八木沢英樹　　野々浦成美
　　　　　　福田　　栞　　小野寺衣里
　　　　　　戸澤　僚太　　内藤　完大
　　　　　　小泉　秀一　　菊地　優貴
　　　　　　鎌田　靖男　　安田　一平
　　　　　　酒井　利幸　　佐藤夏都美

（１）支部役員会
日　　時：2021年9月9日（木）19：00～
場　　所：ZoomによるWeb開催
役　　員：8人
内　　容： 新役員紹介、浦和区健康まつり、勉強会内容、

支部合同勉強会、今後の活動について
（２）第1回支部勉強会

日　　時：2021年12月14日（火）19：00～
場　　所：ZoomによるWeb開催
参加人数：40人
内　　容：

（ア）メーカー講演
「キヤノンメディカルシステムズ株式会社
 情報提供（CT／MRI AI技術のご紹介）」
 萩原　友基、張　つぼみ、穴見　和寛
（イ）一般演題
「当院でのMRIにおけるAiCEを用いた臨床応用」
 さいたま市立病院　渡邊　真澄
「ディープラーニングCT画像再構成技術AiCE
 （Advanced Intelligent Clear-IQ Engine）特性
 ～Aquilion PrimeSP 80列～」
 JCHO埼玉メディカルセンター　八木沢英樹

第二支部
会　長（支部理事）　大西　圭一
会　計　　　　　　　大西　圭一　　
役　員　　　　　　　三島　裕介

第三支部
会　長（支部理事）　市川　隆史
副会長　　　　　　　高橋　将史
会　計　　　　　　　瀨川麻衣子
監　事　　　　　　　今井　　昇
役　員　　　　　　　栗原　良樹　　小玉　和寿
　　　　　　　　　　安部　健志　　堰　　祐一

（１）第1回　支部役員会
日　　時：2021年4月23日（金）18：45～20：00
会　　場：埼玉医科大学病院　放射線会議室
参加人数：5人
内　　容：2021年度事業日程について

（２）第1回　第三支部勉強会
日　　時：2021年7月2日（金）18：30～20：00
場　　所：COVID-19感染対策でZoomにて開催
内　　容：救急撮影時のポイント
技師講演
･ CT一般撮影
　埼玉医科大学国際医療センター　書上　　誠
･MRI
　埼玉医科大学国際医療センター　宮崎　裕也
参加人数：95人

（３）第2回　支部役員会
日　　時：2021年11月15日（月）20：00～20：45
場　　所：COVID-19感染対策でZoom会議
内　　容：今年度の状況説明と勉強会の開催に関して
参加人数：6人

（４）第2回　第三支部勉強会・総会
日　　時：2022年3月18日（金）18：30～19：30
場　　所：COVID-19感染対策でZoomにて開催
内　　容：「胸部認定取得に向けた読影の基礎」
　　　　 埼玉医科大学総合医療センター中央放射

線部
　　　　白石　健吾

参加人数：14人
（５）第3回　支部役員会

日　　時：2022年3月18日（金）19：30～20：00
場　　所：COVID-19感染対策でZoom会議
内　　容： 役員交代による申し送り・次年度運営に

関して
参加人数：8人

第四支部
会　長（支部理事）　大野　　渉
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副会長　　　　　　　柏瀬　義倫
会　計　　　　　　　高井　太市
役　員　　　　　　　大谷　智則　　増渕　康太
　　　　　　　　　　田中　智大　　横田　文克
　　　　　　　　　　柏瀬　義倫
監　事　　　　　　　山田　伸司　　

（１）支部合同勉強会
日　　時：2021年5月22日（土）13：30～
総合司会：羽生総合病院　大野　渉
講演内容：
1.若手への教育方法　～一般撮影編～

･ファシリテーター
白岡中央総合病院　木村　千尋
丸木記念福祉メディカルセンター　柳下　友明

･演者
さいたま赤十字病院　池野　裕太
上尾中央総合病院　　仲西　一真 

2.これってウチの施設だけ?!教育方法の再検討
埼玉県済生会栗橋病院　内海　将人 

3.診療放射線技師の業務拡大と講習会について
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会副会長　兼　
日本診療放射線技師会副会長　富田　博信

4.大人の ズムり場（Zoom）
そこが知りたかった技師会~現役理事とガチトー
ク~
･ 司会　上尾中央総合病院　茂木　雅和
･ ディスカッサント
久我山病院　　　　　　　 柴　　俊幸
済生会川口総合病院　　　 森　　一也
白岡中央総合病院　　　　 石田　仁子
かわぐち心臓呼吸器病院　 竹本　直哉
深谷赤十字病院　　　　　 石川　里紗

･ 講師
所沢ハートセンター　　　 大西　圭一
上尾中央総合病院　 佐々木　健
JCHO埼玉メディカルセンター 八木沢英樹

参 加 者： 62人
（２）医療画像展（秩父市保健センターまつり）

日　　時：2021年6月6日（日）10：00～14：00
場　　所：秩父市保健センター
内　　容： 骨密度測定、パネル展示、スーパーボー

ル釣り、被ばく相談など
※コロナウイルスの影響で中止

（３）2021年度　第四支部　納涼会

※コロナウイルスの影響で中止
（４）第2回　第四支部勉強会

日　　時：2021年9月30日（木）19：00～21：00
内　　容： 「フィリップスMRIのAI Solution」　
（株）フィリップス・ジャパン　森脇　聡　氏
「MRIと人工知能」　　　　　　　　　　　　　　
シーメンスヘルスケア（株） 大澤　勇一　氏
「最新画像処理技術SynergyDriveのご紹介」　
富士フイルムヘルスケア（株）久野　勝之　氏
「キヤノンMRIによるArtifi cial Intelligence（AI）
の活用」
キヤノンメディカルシステムズ（株）萩原　友基　
氏
「GE-MRI装置におけるAI技術の実践」　
GEヘルスケア・ジャパン（株）吉野　要　氏
参加者：69人

（５）第2回　第四支部役員会
日　　時：2021年9月30日（木）21：00～21：30
内　　容：忘年会、勉強会、健康祭り
参 加 者：7人

（６）医療画像展（深谷市福祉健康まつり）
場　　所：深谷ビックタートル・深谷市総合体育館
内　　容： 骨密度測定、パネル展示、スーパーボー

ル釣り、被ばく相談など
※コロナウイルスの影響で中止

（７）第3回　第四支部勉強会
日　　時：2022年1月20日（木）19：00～20：30
内　　容：「Philips CT最新技術」　　
（株）フィリップス・ジャパン　草山　裕介　氏
「もっと知りたい肺疾患　ちょこっとCOVID-
19」　
小川赤十字病院　原口　絵美
「COVID-19診断へのMiniIPの利用～チーム力
はマキシマム～」
小川赤十字病院　清水　美季

参 加 者：59人
（８）第3回　第四支部役員会

日　　時：2022年1月20日（木）20：30～21：00
内　　容：健康祭り、監査会、総会
参 加 者：7人

（９）2021年度　第四支部　忘年会　
場　　所：マロウドイン熊谷
※コロナウイルスの影響で中止

（10）医療画像展（行田健康フォーラム2022）
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場　　所：教育文化センターみらい
内　　容： 骨密度測定、パネル展示、スーパーボー

ル釣り、被ばく相談など
※コロナウイルスの影響で中止

（11）2021年度　第四支部監査会
日　　時：2022年2月24日（木）19：00～
参 加 者：8人

（12） 第4回第四支部勉強会・2021年度第四支部総
会

日　　時：2022年3月17日（木）19：00～
講演内容：「シーメンスCT最新情報」
シーメンスヘルスケア（株） 大澤　勇一　氏　
定期総会

参 加 者：25人
（13）第4回　第四支部役員会

日　　時：2022年3月17日（木）20：30～21：00
参 加 者：7人

第五支部
支部理事　　矢崎　一郎
支部役員　　岩井　悠二　
　　　　　　鈴木　　孝　　石原　優希
　　　　　　矢部　　智　　村本　圭祐
　　　　　　金子　初穂　　中嶋　幸孝
　　　　　　矢作　悠馬　　町永　　努　　
　　　　　　加藤　広一　　
　　　　　　長坂　　純　　中村　優志　　
　　　　　　曽根　昌弘　　駒崎　和弘

（１）情報交換会
定期的に開催していた情報交換会はコロナウイルス

感染拡大防止のため中止
（２）医療画像展

コロナウイルス感染拡大防止のため中止

第六支部
会　長（支部理事）　茂木　雅和
副会長　　　　　　　仲西　一真
監　事　　　　　　　尾形　智幸　　山口　　明
学　術　　　　　　　安川　紘平　　飯島　　竜
　　　　　　　　　　池野　裕太　　小野寺将真
広　報　　　　　　　吉井　　肇　
編　集　　　　　　　佐越　美香
総　務　　　　　　　小屋　　匠　　野口　裕輔
　　　　　　　　　　木村　千尋　　茂木健太郎

会　計　　　　　　　大川斗喜也　　牧　　隆史
（１）第1回　支部役員会

日　　時：2021年4月23日（金）
場　　所：Web
参 加 者：12人

（２）2020年度　支部合同勉強会
日　　時：2021年5月22日（土）13：30～
場　　所：Web

（３）第六支部2021年度技術交流会
※ 新型コロナウイルス（COVID-19）の影響によ
り中止

（４）第六支部納涼会
※ 新型コロナウイルス（COVID-19）の影響によ
り中止

（５）2021年度　第六支部第一回定期講習会
日　　時：2021年8月31日（火）
場　　所：Zoom 
参 加 者：130人
内容：
【プログラム】　
Web講習会を受けるためのZoomの使用方法につ
いて（仮）
 上尾中央総合病院　茂木　雅和

【症例報告】
症例1　急性期脳梗塞
 上尾中央総合病院　坂庭　琴美
症例2　心筋梗塞
 彩の国東大宮メディカルセンター　保坂隆之介
症例3　大動脈解離
 上尾中央総合病院　嶋崎　恭介
症例4　胆嚢・胆管炎
 白岡中央総合病院　山﨑　大和
症例5　外傷症例
 さいたま赤十字病院　岡田　尚也

（６）第2回　支部役員会
日　　時：2021年9月9日（木）19：00～
場　　所：Web
参 加 者：13人

（７）忘年会
※ 新型コロナウイルス（COVID-19）の影響によ
り中止

（８）第3回　支部役員会
日　　時：2022年1月13日（木）
場　　所：Web
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参 加 者：14人
（９）支部会計監査

日　　時：2022年2月4日（金）
場　　所：Web
参 加 者：5人

（10） 第六支部定期総会及び第二回定期講習会
日　　時：2022年3月10日（木）19：00～
場　　所：Zoom（Web開催）
参 加 者：20人
内容：【告示研修について】

『概要』 上尾中央総合病院　茂木　雅和
『告示研修を受講して』
 さいたま赤十字病院　大川斗喜也 

９．研究会活動
（１）埼玉医用乳房画像研究会活動報告
ア．第1回埼玉乳房画像研究会講習会
日　　時：2021年6月2日（水）19：00～21：00
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
内　　容：
ポジショニングの実践とリアルタイムディスカッショ
ン
 熊谷生協病院　新島　正美
 熊谷総合病院　亀山　枝里
参 加 者：29人

イ．第2回埼玉乳房画像研究会講習会
日　　時：2021年11月26日（金）19：00～21：00
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
内　　容：マンモグラフィの読影法
1部：講義 埼玉県立がんセンター　辻村明日香
2部：症例検討　
 埼玉県済生会川口総合病院　高橋　美香

参 加 者：30人
ウ．第77回画像の向こうの患者をみよう勉強会
（症例検討会）
日　　時：2022年2月24日（木）19：00～21：00
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
内　　容：症例検討会
MMG　さいたま赤十字病院　　舘沼理保奈
US　　 埼玉協同病院　　　　　佐藤夏都美
MRI　　埼玉県立がんセンター　辻村明日香
病理　　さいたま赤十字病院　　山田　智子
参 加 者：16人

エ．第3回埼玉乳房画像研究会講習会

日　　時：2022年3月27日（日）9：00～12：00
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
内　　容：
講義１　　品質管理の基礎　線量管理
 さいたま赤十字病院　舘沼理保奈
講義２　　 マンモグラムによる乳腺密度分類評価に

関する研究
 埼玉県済生会川口総合病院　土田　拓治
特別講演　 我が診療放射線技師生涯に一片の悔いな

し～乳腺診療との関わりから～
 さいたま赤十字病院　尾形　智幸
参 加 者：14人

（２）2021年度　埼玉消化管撮影研究会活動報告
ア．第60回埼玉消化管撮影研究会
講　　師：志田　智樹、大森　正司
日　　時：2021年7月10日（土）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：63人

イ．第61回埼玉消化管撮影研究会
講　　師：小林　茂幸、志田　智樹、大森　正司
日　　時：2021年12月22日（水）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：75人

ウ．第62回埼玉消化管撮影研究会
講　　師：池田　圭介、浅見　純一、大森　正司
日　　時：2022年3月25日（金）
場　　所：Zoomを利用したオンライン開催
参 加 者：50人
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2020年度（公社）埼玉県診療放射線技師会理事会審議事項
1 ．AI（artifi cial intelligence）講習会について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-1）承認
2 ．名誉会員の承認について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-2）承認
3 ．2020年度永年勤続表彰対象者について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-3）承認
4 ．2020年度決算について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-4）承認
5 ．2020年度監査報告（案）について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-5）承認
6 ．新入会員の承認について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-6）承認
7 ．2021・2022年度　会長、副会長、常務理事の選任について、審議し承認した。（議案書番号：理-7）承認
8 ．相談役の選任について、審議し承認した。（議案書番号：理-8）承認
9 ．新入会員の承認について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-9）承認
10． 2021年度第19回上部消化管検査認定講習会および認定試験の開催について、資料をもとに審議し承認した。

（議案書番号：理-10）承認
11．DR計測セミナーの開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-11）承認
12．2021年度救急セミナーの開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-12）承認
13．第12回CT認定講習会の開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-13）承認
14．第5回SART学術ナイトセミナーの開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-14）承認
15．第19回胸部認定講習会の開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-15）承認
16．乳腺セミナーの開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-16）承認
17． 第35回埼玉県診療放射線技師学術大会の開催と大会テーマ選定について、資料をもとに審議し承認した。（議

案書番号：理-17）承認
18．新入会員の承認について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-18）承認
19．倉庫2F内装修繕について、審議し承認した。（議案書番号：理-19）承認
20． 第35回SART学術大会　特別講演で「元読売巨人軍槙原寛己選手」企画について、資料をもとに審議し承認

した。（議案書番号：理-20）承認
21． 第35回SART学術大会　特別講演で「五月女康作　先生」企画について、資料をもとに審議し承認した。（議

案書番号：理-21）承認
22． 第35回SART学術大会の会場におけるWeb環境検証について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：

理-22）承認
23．第35回SART学術大会の参加費について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-23）承認
24． 第2回SART被ばく相談事例検討会の開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-24）承

認
25． 本会広報手段として、SNS発信の運用および規定案の承認について、資料をもとに審議し承認した。（議案書

番号：理-25）承認
26． 埼玉県診療放射線技師会ホームページの更新費用（3か月間）について、資料をもとに審議し承認した。（議

案書番号：理-26）承認
27．新入会員の承認について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-27）承認
28．会誌e-bookの見積りについて、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-28）承認
29．倉庫2F内装修繕について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-29）承認
30． 2022年度診療放射線技師のためのフレッシャーズセミナー（第23回SARTセミナー）の開催について、資料

をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-30）承認
31．2022年、2023年の会誌作成業者の決定について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-31）承認
32．2021年度役員研修会の開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-32）承認
33．放射線被ばくに関する講習会の開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-33）承認
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34．MR基礎講習会の開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-34）承認
35．新入会員の承認について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-35）承認
36．SARTホームページの掲載回数について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-36）承認
37．第11回（2022年度）定期総会開催について、審議し承認した。（議案書番号：理-37）承認
38．2022年事業計画（案）について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-38）承認
39．2022年度表彰推薦について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-39）承認
40． 埼玉県診療放射線技師会　永年勤続表彰対象者（20年・40年）の承認について、資料をもとに審議し承認した。

（議案書番号：理-40）承認
41．2022年度支部合同勉強会　Web開催について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-41）承認
42． 2022年度埼玉県診療放射線技師会予算案について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-42）承

認
43．新入会員の承認について、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-43）承認
44． 第24回秩父市保健センターまつりに参加し医療画像展の開催に際し、予算案の承認および骨密度測定装置の

貸出しについて、資料をもとに審議し承認した。（議案書番号：理-44）承認

総
会
資
料

埼玉放射線・Vol.70　No.2　2022 122（17）



総会資料

2022年度事業計画
コロナ終息後の飛躍

学会・講習会運営の新たなスタイル
世界的なコロナ禍となり2年がたった。当初はここ

まで長引くとは考えてなく、2020年度は学会や講習
会の中止や延期を余儀なくされた。2021年度では
Web開催、Webを併用したハイブリッド型の手法
を私たちは手に入れることができた。半面、実際に現
地参加した参加者からは、情報収集やディスカッショ
ンは、Webよりも現地参加の方がよりリアリティの
ある情報が得られるという意見も聞かれた。
今後、新型コロナウイルス感染症がどのような形で

いつぐらいに終息するかは分からないが、専門家から
は、感染力が強く毒性が低いオミクロン株は終息の兆
しではないかという見方もある。
2022年度は、予測がつかない感染ピークを前提に

して学会、講習会の開催を止めずに常に前進あり続け
たい。

タスクシフト・シェアについて
2021年10月1日より、タスクシェアによる業務拡

大に関する医療法改正があったことはご承知かと思
う。予測のつかないコロナ禍で、講習会開催が思うよ
うに企画ができず、会員の皆さまにはご迷惑をお掛け
している。今後は講習会が開催され多くの診療放射線
技師が受講することで、医療現場においてタスクシェ
アが徐々に浸透していくであろう。地域や病院により
さまざまな運用はあると思うが、医師の負担軽減を実
現し、国民医療の向上に大きく寄与するものと確信し
ている。
2022年度は、告示研修を診療放射線技師の皆さま

により理解をいただき推進していきたい。

横方向への飛躍
私たち公益社団法人は県民または国民の公衆衛生の

発展のためにさまざまな公益や学術活動をしている。
一部に会員のための事業も行っているが、活動の半分
以上は公益活動が求められている。
診療放射線技師の分野で飛躍することも大切である

が、自分たちの垣根を越えて積極的な活動を行い、社
会から評価を頂くことは、本来の公益法人として重要
な事業である。例えば、他の医療団体との連携や、学

校教育、地域活動、行政的な事業で飛躍することは社
会から評価され、必要とされることは社会的地位の向
上に直結するものと確信している。
2022年度は、より横方向への飛躍と社会的に評価

される職業を目指したい。

１．職業人としての質の向上
（１）学術大会・認定講習会・セミナーの定期開催

ア．埼玉県診療放射線技師学術大会の開催
イ．埼玉県診療放射線技師支部合同秋季大会
ウ．胸部撮影認定講習会
エ．上部消化管検査認定講習会
オ．フレッシャーズセミナー（SARTセミナー）
カ．放射線技術部門マネジメント・セミナー

（医療安全、接遇・クレーム、医療経営、人
材育成）

キ．CT認定講習会
ク．MRI基礎講習会
ケ．乳腺セミナー
コ．DR計測セミナー
サ．救急撮影ケーススタディー

（日本救急撮影技師認定機構との共催）
シ．読影力向上のための講習会

（支部開催セミナー）
ス．AI（Artifi cal Intelligence）関連講習会の開

催
セ．オンラインセミナー、学会の充実およびデジ

タル化
ソ．業務拡大2015年統一講習会の継続および告

示研修開催への協力
タ．オンライン会議の推進

（２）会員講師の育成と体制づくり
（３）他県診療放射線技師会や他団体との合同講習会

企画推進
ア．関東甲信越診療放射線技師学術大会への協力
イ．日本診療放射線技師全国大会への協力
ウ．埼玉県医師会主催事業への支援
エ．埼玉県臨床検査技師会への協力
オ．日本放射線技術学会関東部会との合同企画
カ．日本診療放射線技師会との合同開催企画
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キ．各認定機構との合同企画（埼玉開催の推進）

２．組織運営に関わる事業
（１）行政との連携
（２）入会促進事業の強化
（３）会員データベースの再構築

３．公益目的事業
（１）学術情報の提供　刊行誌「埼玉放射線」の発刊
（２）市民公開講座の開催
（３）地域自治体主催事業への参画
（４）医療画像展の開催と支援
（５）県民向けホームページの充実
（６）医療被ばく相談の迅速な対応
（７）中学高校における特別授業の担務

４．編集・情報
（１）本会会誌「埼玉放射線」の充実
（２）診療放射線技師向けホームページの充実

ア．各講習会、セミナー、イベントなどの迅速な
広報

イ．学術データベースの充実
（３）e-book事業の推進
（４）メールマガジンの有効利用

５．その他
（１）他医療職種団体との連携
（２）日本診療放射線技師会・他県技師会への協力
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公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　定款

平成24年４月１日制定
平成27年５月30日改正

第１章　総　則
（名　称）
第１条　この法人は、公益社団法人埼玉県診療放射
線技師会と称する。

（事務所）
第２条　この法人は、主たる事務所を埼玉県さいた
ま市に置く。

第２章　目的及び事業
（目　的）
第３条　この法人は、診療放射線技師の職業倫理を
高揚するとともに、診療放射線学の向上を図り、
もって地域保健医療の向上及び県民の健康の保持
増進に寄与することを目的とする。

（事　業）
第４条　この法人は、前条の目的を達成するために、
次の事業を行う。
（１）県民への放射線医療に関する知識の普及啓

発事業
（２）診療放射線学及び診療放射線技師の職業倫

理高揚に関する研修会、研究会、講習会など
の開催

（３）放射線管理と医療被曝の適正化に関する事
業

（４）診療放射線学に関する調査、研究、情報提
供及び指導

（５）前各号に掲げる事業に関する図書、印刷物
等の刊行

（６）その他この法人の目的を達成するために必
要な事業

２　前項の事業は、埼玉県内にて行うものとする。

第３章　会　員
（種　別）
第５条　この法人に次の会員を置く。
（１）正会員　診療放射線技師及び診療エックス

線技師であってこの法人の事業に賛同して入
会した個人

（２）名誉会員　この法人に特に功労のあった正
会員のうち、理事会の推薦を受け総会の承認
を得た個人

（３）賛助会員　正会員の資格を有しないもので、
この法人の事業に賛同して、理事会の承認を
得た個人又は団体

２　前項の会員のうち正会員及び名誉会員をもっ
て、一般社団法人及び一般財団法人に関する法律
上の社員とする。

（会員の資格の取得）
第６条　この法人の会員になろうとする者は、理事
会の定めるところにより申し込みをし、その承認
を受けなければならない。

（経費の負担）
第７条　この法人の事業活動に経常的に生じる費用
に充てるため、会員になった次年度から毎年、会
員は、総会において別に定める額を支払う義務を
負う。ただし、自己の療養又は親族の介護、育児
その他やむを得ない事情により、診療放射線技師
又は診療エックス線技師として現に業務に従事し
ていない期間が継続して１年以上経過している正
会員については、総会において別に定める基準に
従って経費を支払う義務を免除することができ
る。

２　名誉会員は、前項における経費を負担すること
を要しない。
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（任意退会）
第８条　会員は、理事会において別に定める退会届
を提出することにより、任意にいつでも退会する
ことができる。

（除　名）
第９条　会員が次のいずれかに該当するに至ったと
きは、総会の決議によって当該会員を除名するこ
とができる。
（１）この定款その他の規則に違反したとき。
（２）この法人の名誉を傷つけ、又は目的に反す

る行為をしたとき。
（３）その他除名すべき正当な事由があるとき。

（会員資格の喪失）
第10条　前２条の場合のほか、会員は、次のいず
れかに該当するに至ったときは、その資格を喪失
する。
（１）第７条の支払義務を２年以上履行しなかっ

たとき。
（２）総会員が同意したとき。
（３）当該会員が死亡、又は解散したとき。

第４章　総　会
（構　成）
第11条　総会は、正会員及び名誉会員をもって構
成する。

２　前項の総会をもって一般社団法人及び一般財団
法人に関する法律上の社員総会とする。

（権　限）
第12条　総会は、次の事項について決議する。
（１）会員の除名
（２）理事及び監事の選任又は解任
（３）理事及び監事の報酬などの額に関する事項
（４）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減

計算書）の承認
（５）定款の変更
（６）解散及び残余財産の処分
（７）その他総会で決議するものとして法令又は

この定款で定められた事項

（開　催）
第13条　総会は、定時総会として毎事業年度終了
後３箇月以内に１回開催するほか、必要がある場
合に開催する。

（招　集）
第14条　総会は、法令に別段の定めがある場合を
除き、理事会の決議に基づき会長が招集する。

２　正会員及び名誉会員の議決権の10分の１以上
の議決権を有する会員は、会長に対し、総会の目
的である事項及び招集の理由を示して、総会の招
集を請求することができる。

（議　長）
第15条　総会の議長は、当該総会において出席会
員の中から選出する。

（議決権）
第16条　総会における議決権は、会員１名につき
１個とする。

（決　議）
第17条　総会の決議は、正会員及び名誉会員の議
決権の過半数を有する会員が出席し、出席した当
該会員の議決権の過半数をもって行う。

２　前項の規定にかかわらず、次の決議は、正会員
及び名誉会員の半数以上であって、正会員及び名
誉会員の議決権の３分の２以上に当たる多数を
もって行う。
（１）会員の除名
（２）監事の解任
（３）定款の変更
（４）解散
（５）その他法令で定められた事項

３　理事又は監事を選任する議案を決議するに際し
ては、候補者ごとに第１項の決議を行わなければ
ならない。理事又は監事の候補者の合計数が第
20条に定める定数を上回る場合には、過半数の
賛成を得た候補者の中から得票数の多い順に定数
の枠に達するまでの者を選任することとする。
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（議事録）
第18条　総会の議事については、法令で定めると
ころにより、議事録を作成する。

２　議長及び出席した理事は、前項の議事録に記名
押印する。

第５章　役員等
第19条　この法人に、次の役員を置く。
（１）理事　　15名以上20名以内
（２）監事　　２名以内

２　理事のうち１名を会長とし２名を副会長、６名
を常務理事とする。

３　前項の会長をもって一般社団法人及び一般財団
法人に関する法律上の代表理事とし、副会長及び
常務理事をもって同法第91条第１項第２号の業
務執行理事とする。

（役員の選任）
第20条　理事及び監事は、総会の決議によって選
任する。

２　理事会は、会長、副会長及び常務理事を選定及
び解職する。会長の選定及び解職をする場合にお
いて、理事会は、総会にこれを付議した上で、そ
の決議の結果を参考にすることができる。

（理事の職務及び権限）
第21条　理事は、理事会を構成し、法令及びこの
定款で定めるところにより、職務を執行する。

２　会長は、法令及びこの定款で定めるところによ
り、この法人を代表し、その業務を執行し、副会
長及び常務理事は、理事会において別に定めると
ころにより、この法人の業務を分担執行する。

３　会長、副会長及び常務理事は、毎事業年度に４
箇月を超える間隔で２回以上、自己の職務の執行
の状況を理事会に報告しなければならない。

（監事の職務及び権限）
第22条　監事は、理事の職務の執行を監査し、法
令で定めるところにより、監査報告を作成する。

２　監事は、いつでも、理事及び使用人に対して事
業の報告を求め、この法人の業務及び財産の状況
の調査をすることができる。

（役員の任期）
第23条　理事の任期は、選任後２年以内に終了す
る事業年度のうち最終のものに関する定時総会の
終結の時までとする。

２　監事の任期は、選任後２年以内に終了する事業
年度のうち最終のものに関する定時総会の終結の
時までとする。

３　補欠として選任された理事又は監事の任期は、
前任者の任期の満了する時までとする。

４　理事又は監事は、第19条に定める定数に足り
なくなるときは、任期の満了又は辞任により退任
した後も、新たに選任された者が就任するまで、
なお理事又は監事としての権利義務を有する。

（役員の解任）
第24条　理事及び監事は、総会の決議によって解
任することができる。

（役員の報酬等）
第25条　理事及び監事に対して、総会において定
める総額の範囲内で、総会において別に定める役
員の報酬などの支給の基準に従って算定した額を
報酬等として支給することができる。

（相談役）
第26条　この法人に、任意の機関として、１名以
上３名以下の相談役を置く。

２　相談役は、次の職務を行う。
（１）会長の相談に応じること。
（２）理事会から諮問された事項について参考意

見を述べること。
３　相談役の選任及び解任は、理事会において決議
する。

４　前条の規定は、相談役の報酬等について準用す
る。

第６章　理事会
（構　成）
第27条　この法人に理事会を置く。
２　理事会は、すべての理事をもって構成する。
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（権　限）
第28条　理事会は、次の職務を行う。
（１）この法人の業務執行の決定
（２）理事の職務の執行の監督
（３）会長、副会長及び常務理事の選定及び解職

（常務理事会）
第29条　この法人に常務理事会を置く。
２　常務理事会は、会長、副会長及び常務理事を
もって構成する。

３　常務理事会は、次の職務を行う。
（１）この法人の業務運営の年間計画案を策定し、

理事会に提出すること。
（２）業務の適正を確保するために必要な体制の

運用及び改善についての意見を理事会に提出
すること。

（招　集）
第30条　理事会及び常務理事会は、会長が招集す
る。

２　会長が欠けたとき又は会長に事故があるとき
は、副会長が理事会及び常務理事会を招集する。

（決　議）
第31条　理事会の決議は、決議について特別の利
害関係を有する理事を除く理事の過半数が出席
し、その過半数をもって行う。

２　前項の規定にかかわらず、一般社団法人及び一
般財団法人に関する法律第96条の要件を満たし
たときは、理事会の決議があったものとみなす。

（議事録）
第32条　理事会の議事については、法令で定める
ところにより、議事録を作成する。

２　出席した会長及び監事は、前項の議事録に記名
押印する。

第７章　資産及び会計
（事業年度）
第33条　この法人の事業年度は、毎年４月１日に
始まり翌年３月31日に終わる。

（事業計画及び収支予算）
第34条　この法人の事業計画書、収支予算書、資
金調達及び設備投資の見込みを記載した書類につ
いては、毎事業年度の開始の日の前日までに、会
長が作成し、理事会の承認を受けなければならな
い。これを変更する場合も、同様とする。

２　前項の書類については、主たる事務所に、当該
事業年度が終了するまでの間備え置き、一般の閲
覧に供するものとする。

（事業報告及び決算）
第35条　この法人の事業報告及び決算については、
毎事業年度終了後、会長が次の書類を作成し、監
事の監査を受けた上で、理事会の承認を受けなけ
ればならない。
（１）事業報告
（２）事業報告の附属明細書
（３）貸借対照表
（４）損益計算書（正味財産増減計算書）
（５）貸借対照表及び損益計算書（正味財産増減

計算書）の附属明細書
（６）財産目録

２　前項の承認を受けた書類のうち、第１号、第３
号、第４号及び第６号の書類については、総会に
提出し、第１号の書類についてはその内容を報告
し、その他の書類については承認を受けなければ
ならない。

３　第１項の書類のほか、次の書類を主たる事務所
に５年間備え置き、一般の閲覧に供するとともに、
定款、正会員及び名誉会員の名簿を主たる事務所
に備え置き、一般の閲覧に供するものとする。
（１）監査報告
（２）理事及び監事の名簿
（３）理事及び監事の報酬などの支給の基準を記

載した書類
（４）運営組織及び事業活動の状況の概要及びこ

れらに関する数値のうち重要なものを記載し
た書類

（公益目的取得財産残額の算定）
第36条　会長は、公益社団法人及び公益財団法人
の認定等に関する法律施行規則第48条の規定に
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基づき、毎事業年度、当該事業年度の末日におけ
る公益目的取得財産残額を算定し、前条第３項第
４号の書類に記載するものとする。

第８章　定款の変更及び解散
（定款の変更）
第37条　この定款は、総会の決議によって変更す
ることができる。

（解　散）
第38条　この法人は、総会の決議その他法令で定
められた事由により解散する。

（公益認定の取消し等に伴う贈与）
第39条　この法人が公益認定の取消しの処分を受
けた場合又は合併により法人が消滅する場合（そ
の権利義務を承継する法人が公益法人であるとき
を除く。）には、総会の決議を経て、公益目的取
得財産残額に相当する額の財産を、当該公益認定
の取消しの日又は当該合併の日から1箇月以内に、
公益社団法人及び公益財団法人の認定などに関す
る法律第５条第17号に掲げる法人又は国若しく
は地方公共団体に贈与するものとする。

（残余財産の帰属）
第40条　この法人が清算をする場合において有す
る残余財産は、総会の決議を経て、公益社団法人
及び公益財団法人の認定等に関する法律第５条第
17号に掲げる法人又は国若しくは地方公共団体
に贈与するものとする。

第９章　公告の方法
（公告の方法）
第41条　この法人の公告は、電子公告により行う。
２　事故その他やむを得ない事由によって前項の電
子公告をすることができない場合は、官報に掲載
する方法により行う。

第10章　支　部
（支　部）
第42条　この法人に、理事会の定めるところによ
り支部を置く。

２　支部は第34条の事業計画書に基づき、当該支
部に関する事業を執行する。

３　支部は第20条第１項の規定により、総会で理
事を選任するにあたり、理事候補者の推薦をする
ことができる。

附　則
１　この定款は、一般社団法人及び一般財団法人に
関する法律及び公益社団法人及び公益財団法人の
認定等に関する法律の施行に伴う関係法律の整備
等に関する法律第106条第１項に定める公益法人
の設立の登記の日から施行する。

２　この法人の最初の会長は小川 清とする。
３　一般社団法人及び一般財団法人に関する法律及
び公益社団法人及び公益財団法人の認定などに関
する法律の施行に伴う関係法律の整備などに関す
る法律第106条第１項に定める特例民法法人の解
散の登記と公益法人の設立の登記を行ったとき
は、第34条の規定にかかわらず、解散の登記の
日の前日を事業年度の末日とし、設立の登記の日
を事業年度の開始日とする。
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公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　諸規程

会費規程
第１条　この規程は、公益社団法人埼玉県診療放射線
技師会（以下「本会」という。）定款第７条の規定
に基づき、会費の納入に関し、必要な細則を定める
ものとする。

第２条　会費は次のとおりとする。
正会員 年額9,000円
賛助会員（個人） 年額9,000円
賛助会員（法人） 年額25,000円

第３条　前条の会費は、毎事業年度における合計額の
30％以上を当該事業年度の公益目的事業に使用する。

第４条　会員は、毎事業年度、９月30日までに、会費
年額の全額を納付しなければならない。

第５条　定款第７条第１項ただし書きの規定により、
会費の免除の取扱いを受けようとする者は、所定の
申請書を添えて、毎年度、本会に申請するものとす
る。

第６条　この規程の改廃は、理事会の決定を経て総会
の承認を得るものとする。

附　則
この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施行
する。
この規程は、平成28年６月18日から施行する。

役員等の報酬並びに費用に関する規程
（目　的）
第１条　この規程は、公益社団法人埼玉県診療放射線
技師会（以下「本会」という。）定款第25条に基づ
き、役員の報酬等及び費用に関し必要な事項を定め
ることを目的とする。

（定　義）
第２条　この規程において、次の各号に掲げる用語の
意義は、当該各号に定めるところによる。
（１）役員　理事及び監事をいう。
（２）役員等　役員及び会長から指名を受けた会員

をいう。
（３）報酬等　公益社団法人及び公益財団法人の認

定等に関する法律第５条第13号に規定する報酬

等であって、次条及び第４条に規定するもの
をいう。

（４）費用　職務の遂行に伴い発生する交通費、通
勤手当、旅費（宿泊費を含む。）及び手数料等の
経費をいう。

（報酬の額及び支給の方法）
第３条
理事の報酬は、理事会及び常務理事会の出席１回に
つき2,000円を上限とし、理事会で決定する。

２　監事の報酬は、年額111,370円を上限として、監
事が協議して定める額とする。

３　前２項の規定にかかわらず、当該役員が報酬を辞
退した場合は支給しない。

４　報酬は、四半期ごとに現金で支給する。ただし、
当該役員から支給の方法について書面による申し出
があるときは、当該申し出に従って支給するものと
する。

（講師及び原稿執筆謝金）
第４条　役員等が会長よりセミナー、研修会若しくは
シンポジウムなどの会合における講師を委嘱された
とき又は原稿執筆を委嘱されたときは、別に定める
「役員等への講師及び原稿執筆謝金の支払に関する
規程」に基づき講師謝金又は執筆謝金を支給する。

（費　用）
第５条　本会は、役員等がその職務の遂行に当たって
負担した費用については、これを請求のあった日か
ら遅滞なく支払うものとし、また前払いを要するも
のについては前もって支払うものとする。

２　前項の費用は、現金で支払うものとする。ただし、
当該役員から支給の方法について書面による申し出
があるときは、当該申し出に従って支払うものとする。

（公　表）
第６条　この規程をもって、公益社団法人及び公益財
団法人の認定等に関する法律第20条第１項の規定に
より報酬等の支給の基準として公表するものとする。

総
会
資
料

埼玉放射線・Vol.70　No.2　2022 130（25）



総会資料

（改　正）
第７条　この規程は、総会の議決によらなければ改正
することができない。

（補　則）
第８条　この規程の実施に関し必要な事項は、会長が
理事会の承認を得て、別に定めるものとする。

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

１　この規程は、平成25年５月25日から施行する。

役員等への講師及び原稿執筆謝金の支払に関する規程
（本会主催の講師謝金）
第１条　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会（以下
「本会」という。）の役員等が、本会の主催する講演
会、セミナー又はこれに類する会合（以下「講演会
等」という。）の講師を務めたときは、その謝金とし
て、１回につきその時間が30分以内のときは5,568
円、１時間以内のときは11,137円を、１時間を超える
ときは22,274円を支払うものとする。

（原稿執筆謝金）
第２条　役員等が、本会の発行する定期刊行物又は書
籍の原稿を当会員または日本診療放射線技師会会員
が執筆したときは、1,000字毎に2,500円を限度とし
て執筆謝金を支払うことができる。但し、１回の限
度額を20,000円とする。

（支払い方法）
第３条　前２条の謝金は、当該講演又は入稿の後速や
かに現金で支払うものとする。ただし、当該役員等
から支給の方法について書面による申し出があると
きは、当該申し出に従って支給するものとする。

（会員以外の者への謝金）
第４条　診療報放射線技師以外の者が本会の発行する
定期刊行若しくは書籍の原稿を執筆したときは、第
２条に定める金額に100分の50を乗じた額を加算し
て支給する。

（改　正）
第５条　この規程は、総会の議決によらなければ改正
することができない。

（補　則）
第６条　この規程の実施に関する必要な事項は、会長
が理事会の承認を経て、別に定めるものとする。

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

１　この規程は、平成25年５月25日から施行する。
１　この規程は、平成30年６月18日から施行する。

講師謝礼に関する規程
（目　的）
第１条　この規程は、公益社団法人埼玉県診療放射線
技師会（以下「本会」という。）が主催する診療放
射線技師または診療エックス線技師を主な対象者と
した、職業倫理高揚及び診療放射線学の向上に関す
る研修会、研究会、講習会等（以下、「研修会等」
という）の講師への謝礼について必要な事項を定め
ることを目的とする。

（謝礼の支払い）
第２条　謝礼は、研修会等１回ごとに、講師１人につ
き55,685円を上限として支払うものとする。

（旅　費）
第３条　講師には、その自宅又は勤務地から研修会等
の会場まで公共交通機関を使用した場合における交
通費相当額を支給する。ただし、研修会等の会場の
近辺に公共交通機関が存在しない等交通不便地の場
合は、講師の自宅又は勤務地から当該会場に最も近
い鉄道の駅までの交通費相当額に、当該駅から会場
まで距離1kmごとに300円を乗じて得た額を加算し
て支給する。

（支給の方法）
第４条　謝礼及び旅費の支給日は研修会等の終了後と
し、支給方法は所得税その他法令の規定に基づき控
除すべき金額を控除し、その残額を現金又は当該講
師の指定する銀行口座に振り込む方法により支給す
る。
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（適用除外）
第５条　この規程は、本会の会員が研修会等の講師を
勤めた場合には適用しない。

２　本会の会員が研修会等の講師を勤めた場合の謝礼
及び旅費に相当する金員の支給は、役員等への講師
及び原稿執筆謝金の支払に関する規程に基づき支給
するものとする。

（改　正）
第６条　この規程の改廃は、理事会の議決により行う。

（補　則）
第７条　この規程の実施に関する必要な事項は、会長
が理事会の承認を経て、別に定めるものとする。

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

１　この規程は、平成25年５月８日から施行する。

旅費および日当等支払規程
（趣　旨）
第１条　この規程は、委員会（編集委員会、学術委員
会その他理事会の議決に基づき設置した委員会その
他の組織をいう。以下同じ。）の会務（当該委員会の
会議及び当該委員会の所掌する事務に関する活動で
あって、会長の許可を得たものをいう。以下同じ。）
のために出張する当該委員会の構成員に支給する旅
費及び日当について定めるものとする。

（旅　費）
第２条　旅費は当該旅行のための移動方法の別にかか
わらず、旅行開始場所から会務実施場所までの往復
の旅程について、公共交通機関を用いて旅行した場
合に生じる額を支給する。ただし、当該旅行の区間
に公共交通機関による移動が不能な区間が含まれる
ときは、当該移動が不能な区間の旅費は、距離1km
ごとに300円を乗じて得た額を支給するものとする。

第３条　会務に従事した場合は、当該委員会の構成員
に日当を支給する。

２　前項の日当は、会務１日につき1,000円とする。た
だし、会長が理事会の議決を経て定めたものについ
ては2,000円とする。

第４条　旅費及び日当のほか、会務に関する学術大会、
講習会等の開催及びその準備に係る役務費、消耗品

費その他の経費であって委員会の構成員が立て替え
たものは別に弁償する。

第５条　経費は、その都度現金により支払う。ただし、
当該委員会の構成員から支給の方法について書面に
よる申し出があるときは、当該申し出に従って支給
するものとする。

（改　廃）
第６条　この規程の改廃は、理事会の議決により行う。

附　則
この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施行
する。

会員の登録等に関する規程
第１条　この規程は、公益社団法人埼玉県診療放射線
技師会（以下「本会」という。）定款第５条第１項、
第６条及び第８条に基づいて、会員の入退会に関す
る細部手続について必要事項を定めることを目的と
する。

第２条　本会に入会しようとする者は、診療放射線技
師及び診療エックス線技師でなければならない。た
だし、賛助会員はこの限りではない。

第３条　本会に入会を希望する者は、所定の入会申込
書を会長に提出するものとする。

第４条　理事会は、入会申込書に基づいてその諾否を
審査し、入会承認を決定するものとする。

第５条　入会を承認したときは、会員原簿に登録する
とともに、速やかに入会年月日を本人に通知するも
のとする。

２　入会を否認したときは、その理由を付して本人に
通知するものとする。

第６条　会員の資格は、理事会が承認した日に始まり
資格喪失した日に終わる。ただし、定款第10条（１）
の要件が発生したときは、理事会の承認を経て資格
を停止し、出版刊行物送付等を制限することがある。

第７条　会員は、入会申込書記載の住所、氏名、勤務
先に変更を生じたときは、速やかに届け出るものと
する。

第８条　会員は次の特典を享受することができる。
（１）本会が保有する会議室を優先して利用すること

ができる。
（２）本会が刊行する会誌を無料で配布を受けること

ができる。
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（３）メーリングリストに登載し、メール等による情
報提供を受けることができる。

（４）本会が主催、共催する研修会、セミナー等に割
引料金で参加することができる。

第９条　会員が退会しようとするときは、理由を付し、
退会届を本会に届け出るものとする。

第10条　この規程の改廃は、理事会の議決にて行う。

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

１　この規程は、平成24年12月５日から施行する。

役員選出規程
第１章　総　則

第１条　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会の役員
の選出は、定款第21条に基づき、この規程により行
うものとする。

第２章　選挙管理委員会
第２条　役員を選出するときは、理事会の承認を得て、
選挙管理委員会を設けるものとする。

第３条　選挙管理委員会は、正会員のなかから選出し
て構成し、委員長は互選とする。

２　役員及び選挙の立候補者は、選挙管理委員にはな
れない。

第４条　選挙管理委員会は、次の業務を行う。
（１）選挙の公示
（２）役員の立候補者届の受理、資格審査及び立候

補者氏名の公示
（３）投票及び開票の管理ならびに当選の確認
（４）総会において選挙結果の報告
（５）その他選挙管理に必要な事項
第５条　選挙管理委員の任期は２年とする。

第３章　役員の選挙
第６条　理事、監事に立候補しようとする個人、又は
推薦しようとする支部は、所定の様式により選挙管
理委員会に届け出るものとする。ただし、推薦の場
合は本人の同意を必要とする。

第７条　立候補又は推薦の届出締切りは、総会の２か
月前とする。

第８条　選挙は、立候補届のあった者について、総会
に出席した会員によって行うものとする。

第９条　投票は、出席会員の無記名投票により行うも

のとする。
第10条　投票は、次の順序によって行う。
（１）理事
（２）監事
第11条　当選者は、それぞれ有効投票数を得た者か
ら、高点順に定める。

第４章　無投票当選
第12条　各選挙を通じ、締切日を経過しても立候補者
が役員定数を超えないときは、総会において無投票
により当選者を定めるものとする。

第５章　異議申し立て
第13条　選挙に関する異議は、選挙終了後14日以内
に選挙管理委員会に文章をもって申し立てることが
できる。

第６章　立候補ならびに当選の取消
第14条　役員立候補者が、選挙公報など選挙に関わ
る事項について、重大な虚偽の申告を行ったことが
明らかになった場合は、選挙管理委員会の決議によ
り立候補または当選を取り消すことができる。

第15条　この規程の改廃は、理事会の議決にて行う。

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

総会運営規程
第１条　この規程は、公益社団法人埼玉県診療放射線
技師会の総会運営を民主的かつ能率的に運営するこ
とを目的として定める。

第２条　前条の目的を達成するために、総会運営委員
会を設けるものとする。

第３条　前条の委員会は、正会員のなかから６名の委
員を選出して構成し、委員長は互選とする。

第４条　総会運営委員会は、総会の付議に基づき、次
のことを協議し、その承認を得て運営する。

（１）議長団の選出の方法
（２）議事日程及び進行
（３）総会出席会員の資格審査
（４）その他総会運営について必要な事項
第５条　この規程の改廃は、理事会の議決にて行う。
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附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

表彰規程
（目　的）
第１条　この規程は、公益社団法人埼玉県診療放射線
技師会（以下「本会」という。）定款第４条の事業
を遂行するにあたり、顕著な功績のあった者の表彰
に関する事項と、関係団体からの推薦依頼に関する
諸条件について定める。

（条　件）
第２条　表彰の対象となる者は、次の各号に該当する
ことを条件とする。

（１）本会に15年以上在籍し、かつ会費を完納して
いる者

（２）その他、会長が適当であると認めた者

（種　類）
第３条　表彰に関する分類は次のとおりとする
（１）功労賞　本会に多大な貢献があった者、または

本会役員の在任期間が４年以上を有している者
（２）学術奨励賞　保健医療に関する研究、発明、

発見、考案を行った者
（３）学術新人賞　研究発表を積極的に行った概ね

30歳未満の正会員
（４）叙勲、関係団体表彰候補
（５）永年勤続者

ア　20年以上放射線業務に従事した者
イ　40年以上放射線業務に従事した者

（６）特別賞　他の模範となる善行があった者

（推　薦）
第４条　受賞者の推薦は正会員又は名誉会員が行う。

（選　考）
第５条　選考は表彰委員会が行い、委員会は会長、副
会長、総務常務理事、および会長委嘱者５名の計10
名で組織する。なお、会長委嘱者と委員長は役員外
とする。

（決　定）
第６条　表彰委員会は選考結果を理事会に答申し、決
定は理事会にて行う。その他表彰に関する必要な事

項についても理事会において決定する。

（内　容）
第７条　表彰は表彰状と副賞を授与するものとする。

（実　施）
第８条　表彰の実施は総会時に行うものとする。

（改　廃）
第９条　この規程の改廃は理事会の議決にて行う。

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

１　この規程は、平成25年２月６日から施行する。

表彰規程細則
（表彰の実施）
第１条　表彰に関わる旅費、交通費は旅費規程の対象
外とする。

２　表彰者ならびに表彰の概要を本会会誌に掲載し広
報する。

（予　算）
第２条　表彰に関する予算は当該年度の予算から充当
する。

（表彰枠）
第３条　表彰の種類に関わる表彰枠は次のとおりとす
る。

（２）学術奨励賞　若干名
（３）学術新人賞　若干名

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

１　この規程は、平成25年２月６日から施行する。

互助規程
第１条　この規程は、公益社団法人埼玉県診療放射線
技師会会員の相互扶助を図るために定めたものであ
る。

第２条　前条の目的を達成するために、次の各号の事
業を行う。

（１）会員に対する死亡弔慰金の給付
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第３条　死亡弔慰金の金額は20,000円とする。
第４条　正会員の死亡退会の連絡を受けた場合、内容
審査のうえ速やかに関係理事を通じて該当会員の遺
族に給付金を支給するものとする。

第５条　この規程に定めるもののほか、必要な事項は
理事会において決定するものとする。

第６条　この規程の改廃は、理事会の議決にて行う。

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

委員会設置規程
（目　的）
第１条　この規程は、公益社団法人埼玉県診療放射線
技師会（以下「本会」という。）の運営に必要な委員
会の設置基準を定め、本規定をもって定款第４条に
基づく事業を、会長の指示に基づき能率的に遂行す
るための組織を整えることを目的とする。

（委員会の種別）
第２条　この規程に基づく委員会は、常設委員会及び
特別委員会とする。

２　常設委員会は、本会の管理業務又は定例の事業を
担当するものとし、次の各号のとおりとする。

（１）総務･財務委員会
（２）学術委員会
（３）編集･情報委員会
（４）公益委員会
３　特別委員会は、本会の運営上臨時に派生する問題、
又は特別の事業の必要に応じ、会長が理事会の議決
を経て、これを設けるものとする。

（構成及び選任）
第３条　前条の各委員会は、委員長、副委員長及び、
若干名の委員により構成される。

２　前条第２項各号に規定する常設委員会における委
員長への就任は、会長の指名により、常務理事が、
これを分掌する。

３　前条第３項に規定する特別委員会の委員長は、会
長の指名に基づき、全理事のなかからこれを選任し
理事会にて承認する。

４　各委員会の副委員長は、当該委員長の指名に基づ
き、全理事のなかから選出し、理事会において承認
の上、会長がこれを委嘱する。

５　各委員会の委員は、正会員又は名誉会員から当該
委員長が推挙し、会長が委嘱する。

（職　務）
第４条　委員長は、当該委員会を代表し、その事務を
総理する。

２　各委員は、当該委員長の求めにより、随時招集さ
れる所属委員会に出席し、付議事項の審議を行う他、
委員長を補佐し、本会の事業計画の実行、又は問題
の解決に努めなければならない。

３　委員長に不測の事態が起きた場合は、副委員長が
その職務を代行する。

（委員会）
第５条　各委員会は、当該委員長が随時招集する。
２　各委員長は、委員会が開催される毎に、以下の内
容について、簡潔明瞭な報告書（議事録）を作成し、
これを会長及び、総務担当の常務理事（常務理事）
に提出しなければならない。

（１）付議された事項
（２）その審議内容
（３）審議結果

（理事会への報告）
第６条　各委員長及び、各委員長により分担指名され
た副委員長は、担当する管理業務又は事業の企画及
び実施状況を理事会に報告しなければならない。

（規程の変更）
第７条　この規程の改廃は理事会の議決にて行う。

（雑　則）
第８条　この規程に定めるもののほか、状況により必
要な事案が発生した場合は、会長が理事会に諮り定
めるものとする。

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

１　この規程は、平成26年９月４日から施行する。
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研究会設置規程
（目　的）
第１条　この規程は、公益社団法人埼玉県診療放射線
技師会（以下「本会」という。）定款第４条に基づき
本会に研究会を設置する場合の手続きを定め、学術
研究活動の促進を目的とする。

（定　義）
第２条　この規程でいう研究会とは、前条に掲げた目
的を達成するための学術研究を目的とする組織をい
う。

（設置申請）
第３条　この規程に従い研究会の設立をしようとする
正会員又は名誉会員は、研究会設置申請書（様式—
研１）を会長に提出し、理事会の承認を得なければ
ならない。

（承認基準）
第４条　前条により研究会の設立承認をする場合、次
の基準を満たしていなければならない。

（１）学問領域としての専門性と主体性、かつ社会性
が認められること

（２）当該研究会の活動により県民が利益を得られる
こと

（３）本会が認可する研究会の幹事及び主たる構成
員は本会会員であること

（解散及び廃止）
第５条　研究会は、研究会解散届（様式—研２）を会
長に提出し、自主的に解散することができる。

２　理事会は前項のほか、前条の基準を満たさないと
判断した場合、研究会を廃止することができる。

（名　称）
第６条　研究会は、その名称とともに本会研究会であ
ることを称することができる。

（活　動）
第７条　研究会は、目的を達成するために自主的に活
動するものとし、概ね次の活動を行う。

（１）研究会を開催する
（２）研究成果を学術大会等に発表する

（報　告）
第８条　研究会は、毎年の活動状況を総会に報告する。

（助　成）
第９条　本会は、認可した研究会の発展向上を図る目
的で、研究会からの申請により、理事会の承認を得
て、助成を行うことができる。

２　助成の規模及び方法は別途理事会で定める。

（規程の改廃）
第10条　この規程の改廃は理事会の議決にて行う。

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

技師会センター運営規程
第１条　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会（以下
「本会」という。）技師会センターは埼玉県診療放射
線技師会事務所及び会議室で構成する。

第２条　この規程は、技師会センターの運用について
規定する。

第３条　技師会センターの管理責任者は会長とする。
会長はセンターの業務管理者を指名し、業務管理者
がセンター運営業務を行う。

２　重要事項については理事会において審議する。
第４条　業務管理者はセンターの運営に関する全ての
責任を有する。

（会議室の利用）
第５条　次に掲げる各号に適合する場合、会長の許可
を得て技師会センターを利用することができる。

（１）理事が主催する全ての会議、委員会、講習会
等

（２）本会会員が所属する団体で、会長が認めた会
議等

（３）その他、会長が特に認めた会議、講習会等

（使用手続）
第６条　前条のうち（1）に該当する場合を除き使用す
る者は、使用責任者を定め、別に定める「技師会セ
ンター使用許可申請書」を３週間前までに、所定の
使用料金を添えて提出し、会長の許可を得なければ
ならない。
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（使用の優先）
第７条　使用は本会事業に関するものを優先し、第５
条の順とする。

（使用料及び使用時間）
第８条　使用料及び使用時間は、第５条の（１）に該
当する場合を除き、下記の規定によるものとする。

２　使用時間の区分及び使用料は次に定めるとおりと
する。

（１）09：00～12：00　　　2,000円
（２）13：00～17：00　　　2,000円
（３）18：00～21：00　　　2,000円
（４）09：00～17：00　　　4,000円
（５）13：00～21：00　　　4,000円
（６）09：00～21：00　　　5,000円
第10条　使用責任者は重大なる過失による使用中の
火災設備等の毀損事故に対して責任を有するものと
する。

第11条　この規程の改廃は、理事会の決議により行
う。

附　則
１　この規程は、公益社団法人の設立登記の日から施
行する。

理事の職務権限規程
（目　的）
第１条　この規程は、公益社団法人埼玉県診療放射線
技師会（以下「本会」という。）定款第21条に基づ
き、本会の理事の職務権限を定め、公益社団法人と
しての業務の適法、かつ効率的な執行を図ることを
目的とする。

（定　義）
第２条　この規程において、理事とは、理事並びに代
表理事たる会長並びに、業務執行理事たる副会長及
び常務理事をいう。

（法令等の遵守）
第３条　理事は、法令、定款及びこの法人が定める規
範、規程等を順守し、誠実に職務を遂行し、協力し
て、定款に定める本会の目的の遂行に寄与しなけれ
ばならない。

（理　事）
第４条　理事は、理事会を組織し、法令及び定款の定
めるところにより、本会の業務の執行の決定に参画
する。

（会　長）
第５条　会長の職務権限は、別表に掲げるもののほか、
次のとおりとする。

（１）代表理事として本会を代表し、その業務を執行
する。

（２）理事会を招集し、議長としてこれを主宰する。
（３）毎事業年度に４箇月を超える間隔で２回以上、

自己の職務の執行の状況を理事会に報告する。

（副会長）
第６条　副会長の職務権限は、別表に掲げるもののほ
か、次のとおりとする。

（１）会長を補佐し、本会の業務を執行する。
（２）会長に事故あるとき又は欠けたときは、会長の

業務執行に係る職務を代行する。
（３）毎事業年度に４箇月を超える間隔で２回以上、

自己の職務の執行の状況を理事会に報告する。

（常務理事）
第７条　常務理事の職務権限は、別表に掲げるものの
ほか、次のとおりとする。

（１）理事会が決める担当業務を分掌し、執行する。
（２）副会長に事故あるとき又は欠けたときは、副会

長の業務執行に係る職務を代行する。
（３）毎事業年度に４箇月を超える間隔で２回以上、

自己の職務の執行の状況を理事会に報告する。

（細　則）
第８条　この規程に定めるもののほか、この規程の実
施に必要な事項は、理事会の決議により別に定める
ことができる。

（改　廃）
第９条　この規程の改廃は、理事会の議決にて行う。

附　則
この規程は、平成24年12月５日から施行する。
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別　表
理事の職務権限

決　裁　事　項
決　裁　権　者

会　長 副会長 常務理事
事業計画及び予算の案の作成に関すること ○
事業報告及び決算の案の作成に関すること ○
人事及び給与制度の立案に関すること ○
重要な使用人以外の者の任用に関すること ○
出張に関すること ○
契約の締結 ○
支出
　一件 20 万円以上（理事会承認が必要） ○
　一件 20 万円未満 ○
　一件  5 万円以下 ○ ○

別　紙 

選挙立候補届

　　現住所

　　氏名　　　　　　　　　　　　年齢

　　勤務先名および住所

　　　　年　月　日執行の
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会（理事・監事）
選挙に立候補します。

　　上記の通りお届けします。
　　　　　　　年　月　日
　　氏名　　　　　　　　　　　　　　　印

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会選挙管理委員長　殿

選挙候補者推薦届

　　候補者住所

　　氏名　　　　　　　　　　　　年齢

　　勤務先名および住所

　　　　年　月　日執行の
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会（理事・監事）
選挙に上記の者を推薦します。

　　　　　年　月　日
推薦者氏名　　第○支部代表 印

（理事・監事）候補への推薦を受諾いたします。
　　　　　年　月　日
　　　　候補者署名 印

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会選挙管理委員長　殿
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様式－研１                                      　
研究会設置申請書

　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日 　
　　
　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　会長　　　　　　　　殿                       　
　　　　　　　　　　○○ 研究会               　
　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　印  　

　規程の定めるところにより、下記のとおり
研究会の設置を申請します。

記                         　
　　１　研究会の名称                              　
　　２　代表者、役員等の名前                      　
　　３　連絡先                                    　
　　４　研究会構成員－別添名簿のとおり
　　（本会会員と他の区別がわかるような名簿）
　　５　研究分野、内容（具体的に）
　　６　研究会履歴                                　
　　７　助成申請の有無                            　

様式－研２                                        　
研究会廃止届

　　　　　　　　　　　　　　　　年　月　日
　                                                  　
　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　会長　　　　　　　　殿                         　
　                                                  　
　　　　　　　　　　○○ 研究会               　
　　　　　　　　　　代表者　　　　　　　印  　
　                                                  　

　規程の定めるところにより、下記のとおり
研究会の廃止を届けます。

記                           　
　　１　研究会の名称                                  　
　　２　代表者、役員等の名前
　　３　連絡先                                        　
　　４　廃止の理由                                    　
　　５　廃止の年月日        
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お 知 ら せ

埼玉県診療放射線技師会　
電子ブックシステムのお知らせ
　当会では、1954年からの会誌を電子ブック化（e-book）することになりました。
　現在は、2000年まで閲覧できるようになっておりますが、順次拡大していく予定です。
　当会ホームページ内、「埼玉県診療放射線技師会　電子ブックシステム」にアクセス（または、
下記URL、QRコード）していただき、ログインID・パスワードを入力の上、ご覧いただけます。
　閲覧のためのパスワードは毎年変更する予定となっており、今後、会員の皆さまには会誌
でご案内させていただきます。

アクセスURL：https://e-books.sart.jp/sart/login.html

2022年用
ログインID：sart_e-book2022
パスワード：sart_member2022

ログインIDを入力

パスワードを入力
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お 知 ら せ

（公社）埼玉県臨床検査技師会主催の講習会を
診療放射線技師が会員価格で受講ができます。
　このたび、職能団体のチーム医療を目的として、（公社）埼玉県診療放射線技師会と（公社）
埼玉県臨床検査技師会で、お互いが企画する講習会を会員価格で受講することができる取り
決めを行いましたのでお知らせ致します。
　これまで職能団体の役員同士の交流はありましたが、会員同士の交流の機会はあまりあり
ませんでした。最近では、診療放射線技師が心電図や血液データなどに興味を持ち、臨床検
査技師の方が画像に興味を持っていると聞きます。そこでお互いの会員レベルの学術的交流
を目的として企画致しました。
　今後は、他職種との学術的な交流を深めるきっかけになればと考えております。
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お 知 ら せ

埼玉県診療放射線技師会　メールマガジンのご案内
　当会では、イベントや勉強会情報があるときに、不定期でメールマガジンを配信しております。
　登録数は徐々に増えてきておりますが、まだまだ少ない状況です。
　そこで、今回このようなページを企画致しました。ご覧の皆さまには、ぜひ当会ホームページよりメー
ルマガジンにご登録いただけますようお願い申し上げます（お名前とメールアドレスだけで登録で
きます）。

以下、No.93 で配信したメールマガジンの例です。多くの皆さまの登録をお待ちしております。

【埼放技メールマガジン】No.93
▼編集情報委員会からのお知らせ▼

―━―━―━―━―━―━―━―━―━
埼放技メールマガジンのご利用ありがとうございます。

学術案内などの日程を埼玉県診療放射線技師会HPに掲載しております。
http：//www.sart.jp/

―━―━―━―━―━―━―━―━―━
第35回日本診療放射線技師学術大会（埼玉県開催）
開催日：2019年９月14日（土）から16日（月・祝）
会場：大宮ソニックシティ

◆�━【近日開催イベント・お知らせのご案内】━�◆
平成31年４月16日（火）締め切り　告示（2019・2020年度　役員選挙について）

【支部】http：//www.sart.jp/radiotech/branch/　からお進みください。
平成31年１月24日（木）第四支部勉強会のお知らせ
平成31年１月24日（木）第五支部情報交換会のお知らせ

【学術案内】http：//www.sart.jp/radiotech/information/　からお進みください。
平成31年１月25日（金） 第１回SART 学術ナイトセミナー～本当に理解している？ DR、CT の撮

影条件と線量管理～
平成31年１月26日（土）平成30年度胸部認定試験開催のお知らせ
平成31年１月26日（土）第６回サイコメ実臨床セミナー「災害医療」一緒に学びませんか！
平成31年２月 ２日（土）第29回埼玉県大腸がん検診セミナー
平成31年２月 ２日（土）地元開催の全国大会で研究成果を発表しよう～研究発表支援セミナー～
平成31年２月 ９日（土）日本放射線公衆安全学会　第28回講習会　プログラム

改正RI法における医療現場の対応の最終準備
平成31年２月15日（金）第43回SAITAMA MRI Conferenceご案内
平成31月２月22日（金）第75回埼玉CT Technology Seminar開催のご案内
平成31年２月24日（日）平成30年度SART TART支部合同勉強会骨軟部撮影セミナー2019

【埼放技メールマガジン】
アドレスの変更・削除などは、以下のアドレスへご連絡ください。mail_magazine2007@sart.jp
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お 知 ら せ

賛助会員さまへのお知らせ
編集情報委員会常務理事
清水　邦昭

会誌「埼玉放射線」への“技術解説・広告”のご依頼

日ごろから埼玉県診療放射線技師会へのご支援・ご協力ありがとうございます。
“2022年度賛助会員さま”の特典の１つに、会誌「埼玉放射線」に技術解説・広告掲載があ
ります。
会誌掲載投稿のお願いを申し上げます。詳細については以下に記します。

掲載内容：技術解説（製品紹介）A4　3頁 + 広告A4　1頁 = 計　4頁
会誌「埼玉放射線」発行月：１月・５月・７月・10月となります。

原稿締め切り：発行月１ヵ月前の第１月曜日までに電子メールでお送りください。
なお、掲載希望月は賛助会員さまでお決めいただき、あらかじめ電子メールにてお知らせく
ださい。
また、１企業さまにつき年度内に１回の掲載とさせていただきます。
（2022年７月・10月・2023年１月・５月発行月までに１回）

原稿詳細：以下に示します。

企画書および執筆要綱

埼玉放射線「技術解説（製品紹介）」
企画協力：（公社）埼玉県診療放射線技師会　会誌「埼玉放射線」

企画意図
　急速に進歩する医療業界においては、常に最新機器や医薬品・放射線被ばくの観点から、
施設や線量測定技術などの情報、今後の動向を探ることが重要である。広い視野を持った業
務遂行、被ばくに関する説明など、今後における業務の一助となることを目的とする。

対象読者
　「埼玉放射線」の読者である（公社）埼玉県診療放射線技師会の会員（診療放射線技師）、「埼
玉放射線」の配布先関係者（発行部数1490部）。
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お 知 ら せ

＜執筆要項＞

【執筆者】当会、賛助会員企業さま

１、本文「技術解説」A４　３頁
【本文】
・でき上がり（図表画像データ含む）
　◇左段22字×29行　右段22字×34行（1386字/頁）
【図表・画像データ】
・でき上がり
　◇本文約200字程度で換算をしてください。
　◇２段組の片側10行分を想定しております。
　◇大きな図表の場合は、600字程度（段抜き15行程度）。
【その他】
・納品は、MS-Wordのひな形に展開し、電子メールでお願い致します。
・可能であれば会社のロゴをお願い致します。
　◇会社のロゴは、広告原稿と別に取り扱いを致します。
　◇会社のロゴは、初頁２段組の片側５行分を想定しております。
【注意事項】
・ 技術的内容を含めてご執筆ください。自社製品の特徴など、宣伝を伴った文言を用いても

構いませんが、他社との比較を行う場合は、技術的な論拠に基づき、客観的な内容として
ください。

・商品名や型番は、本文内に表記してください。
・編集構成の都合上、体裁に関しましては、お任せください。
・入稿後に編集を行い、印刷原稿が組み上がった時点で、電子著者校正をお願い致します。
・図表・広告を含め、全て白黒印刷となります。

２、広告　A４　１頁
　本企画では、執筆料のお支払いなどはございません。ただし、A４版１頁の広告スペース
を無償にて提供致します（通常スポット広告A４版１頁で２万円）。
　広告原稿としては、「埼玉放射線」掲載上、違和感のない製品紹介を中心とした内容（一
般的な商業誌に掲載するものと同様の広告を想定）とし、特定イベント案内などの広告は、
ご遠慮ください。
【問い合わせ・納品先】（公社）埼玉県診療放射線技師会　編集情報委員会　清水　邦昭
　　　　　　　　　　　勤務先：深谷赤十字病院　放射線科
　　　　　　　　　　　E-mail：k-shimizu@sart.jp　TEL：048-571-1511
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お 知 ら せ

「メディカルオンライン学会誌無料閲覧サービスについて」
編集情報委員会
常務理事　清水　邦昭

　本会会員は、専用アカウント（ID／PW）を用いてメディカルオンライン無料閲覧サービ
スを受けることができるようになりました。

※ メディカルオンライン（Medical Online）とは、医学論文をダウンロード提供する医療
の総合ウエブサイト。医学文献の検索全文閲覧をはじめ、医薬品・医療機器・医療関連サー
ビスの情報を幅広く提供する、会員制の医学・医療の総合サイト。

サービスの内容： メディカルオンラインで掲載の本会会誌「埼玉放射線」（全文・アブスト
ラクト）、および他学会誌アブストラクトを無料で閲覧・検索することが
できます。

2022年度アカウントについて
＜～2023年３月末日まで有効＞

学会さま専用ID：1100007180-07
パスワード：6hrrh4uk

雑誌名：埼玉放射線
雑誌URL：http://mol.medicalonline.jp/archive/select?jo=ew2saita
貴会雑誌URLをクリックしますと、機関誌アーカイブ画面へ遷移します。
画面右側の会員認証欄に上記ID/PWご入力後、機関誌の閲覧が可能となります。
（添付：学会誌閲覧方法.pdfご参照）

＊重要　アカウントの更新・移行期間に関して

専用アカウントは、１個発行し、年度ごと（４月～３月）で変更致します。
次回は、2023年２月上旬に新アカウントを事務局さま（本Mailアドレス）へご案内致します。

＊メディカルオンラインでの検索は自由、アブストラクトは全誌閲覧可能です。

なお、埼玉放射線以外で全文ダウンロードボタンを押すと
「あなたは文献をダウンロードする権限がありません」と表示されます。
あらかじめご承知願います。
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お 知 ら せ

＊メディカルオンラインご利用に際してのお願い

一定時間内に論文を大量にダウンロードする事は、会員規約で禁止事項としています。

◆メディカルオンライン会員規約◆
http://www.medicalonline.jp/img/houjinkiyaku.pdf

※大量ダウンロードが発生した場合
そのご利用端末に対し、最大で１時間の利用停止措置の案内がメディカルオンラインより自
動配信されます。

配信後においてもさらに続きますと、メディカルオンラインのサーバーに必要以上の負荷が
掛かるため本会専用アカウントの利用停止に至る場合があります。

株式会社メテオ
コンテンツ部
東京都千代田区神田須田町2-7-3
TEL：03-5577-5877　FAX：03-5577-5878
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特集　

埼玉県内の核医学治療の現状

日本放射線公衆安全学会　諸澄　邦彦

１．はじめに
令和3年8月19日に「放射性医薬品を投与され

た患者の退出等について」（医政地発0819第1号）
と題する厚生労働省医政局地域医療計画課長通知
（以下「医政地発0819通知」）が発出された１）。
従来は、医療法施行規則第30条の15、また「放
射性医薬品を投与された患者の退出について」（平
成10年6月30日付け医薬安発第70号厚生省医薬
安全局安全対策課長通知　以下、「医薬安発第70
号通知」）２）に基づき放射線管理を行って来たが、
核医学治療（RI内用療法）の発展に対応できるよ
うに内容が見直された通知である。

核医学治療以外の放射線治療では外部照射や組
織内照射が行われている。放射線治療は増殖のた
めに分裂する細胞の能力を破壊するため、放射線
を照射されると健康な細胞も腫瘍細胞と同様に（そ
れぞれの細胞特性を利用し、健康な細胞への影響
は最小化しているが）破壊される。外部照射の標
準的な治療では、1週間に5日間照射され、それ
が5～7週間続けられる。組織内照射では、イリ
ジウム-192による多分割照射やヨード-125の
シードを用いた永久刺入法などが行われている。
それに対して核医学治療はRI内用療法とも言わ
れ、古くは1940年代から用いられて来たヨウ化
ナトリウム（I-131）カプセルを内服するなど、
放射性医薬品を体内に投与する放射線治療である
（図１）。

しかし、「RI内用療法」の実施は限られたもの
となっており、慢性的な入院待ちとなっている。
「RI内用療法」を専用の病室で行うように制限し
ているのは、医療法施行規則第30条の15の「患
者の入院制限」規定である。

図1：RI内用療法を専用で行う放射線治療病室

医療法施行規則第30条の15「患者の入院制限」

病院又は診療所の管理者は、診療用放射線照射
装置若しくは診療用放射線照射器具を持続的に体
内に挿入して治療を受けている患者又は診療用放
射性同位元素若しくは陽電子断層撮影診療用放射
性同位元素により治療を受けている患者を放射線
治療病室以外の病室に入院させてはならない。た
だし、適切な防護措置及び汚染防止措置を講じた
場合にあっては、この限りでない。

この放射性医薬品などにより治療を受けている
患者の入院については、他の患者や放射線診療従
事者などの放射線防護の観点から、原則、放射線
治療病室に入院することとされている。そして、
放射性医薬品を投与された患者が医療施設より退
出・帰宅する場合、公衆および自発的に患者を介
護する家族などが患者からの放射線を受けるこ
とになり、その安全性に配慮する必要がある３）。
医政地発0819通知は、医療法施行規則第30条の
15の「患者の入院制限」規定のただし書きに基づ
く特別な措置を講じた病室の入院について、これ
まで緊急時などの場合に使用されてきたのを、「・・
同項ただし書きに基づき、適切な防護措置及び汚
染防止措置を講じた場合には、一般病室等に入院
させることも可能・・」としており、考え方を明
示することで実質的には規制が緩和されている。
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今回の医政地発0819通知は、ルテチウムオキ
ソドトレオチド（Lu-177）の使用を念頭に置い
た通知であり、適切な防護措置および汚染防止措
置の具体的な内容については「医療放射線の適正
管理に関する検討会」（令和3年6月24日開催）
でも関係者間で議論され、関係学会で作成された
ガイドラインを踏まえた適切な対応を医療現場に
期待したものである４）。

２．埼玉県内の放射線治療の現況
放射線治療は照射方法の違いによって大きく2

種類に分けられる。外部照射と小線源治療であ
り、リニアックを用いた外部照射は、コンピュー
タの進歩によりIMRT（強度変調放射線治療）な
ど革新的な発展を遂げている５）。
一方、体内に放射線源を入れ内部からがんに放

射線を直接照射する小線源治療の現状はどうであ
ろうか。畑中星吾などの調査（2020年）では、
埼玉県内における小線源治療は、高・低線量率の
どちらも実施している施設は2施設、高線量率の
み実施は2施設、低線量率のみ実施は2施設、未
実施は16施設であった６）。

高線量率治療の実際の照射ではRALS（Remoto 
After Loading System）が用いられている。使
用されるガンマ線源は高線量率治療ではイリジウ
ム-192であり、この方法は、外部照射よりも集
中的にがん病巣に照射できること、治療期間が
短くて済むことなど大きなメリットがあるが、
2021年10月1日現在の小線源治療装置設置施設
名簿を見ると、埼玉県内の高線量率（HDR）治
療装置の設置は4施設に留まっている７）。

小線源治療には、子宮腔などの管腔内に放射線
源を入れて治療する腔内照射だけではなく、前立
腺がんや舌がんなどに対し、その組織に直接針を
刺し線源を入れて照射する組織内照射がある。こ
のような小線源治療には短期間に数回の比較的多
い線量をかける腔内照射による高線量率治療と、
線源を永久的に埋め込んで治療する組織内照射に
よる低線量率治療がある。低線量率治療ではヨウ
素-125シード線源永久挿入による前立腺がん密
封小線源療法が、早期前立腺がんに対する治療選

択肢のひとつとなっている。こちらも2007年8
月25日時点、県内で実施していたのは3施設であ
り、2021年12月時点でも4施設に留まっている。
新たに治療を開始する施設が少ないのは、ロボッ
ト支援前立腺全摘術が増加しているためとの分析
もある８）。

図２　組織内照射の一例

舌がんに対しては、舌の一部を切除する外科手
術が施行される例が多いが、味覚が損なわれ、涎
が続くなど手術後のQOL（生活の質）の低下は
避けられない。Cs-137針を舌の腫瘍部に刺入す
るのは、一見すると痛々しいものにも見えるが、
麻酔下で行われるので痛みを伴わず、その治療効
果には目を見張るものがある（図２）。

また病巣に直接刺入した針を抜けないように絹
糸で固定して連続照射するので、舌がんの場合は
5～7日間程度の入院が必要となる。

Cs-137針の糸通しと滅菌、そして腫瘍部位へ
針を刺す術者の手指の放射線被ばくは避けられな
い。また過去には小線源紛失事故も報告されてい
るので、これら一連の行為における放射線管理も
重要であるのは言うまでもない。

図３　小線源治療手術室
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３． 国内で利用可能な核医学治療とそ
の課題

わが国で保険診療として行われているRI内用
療法は、2022年3月末時点でも限られている（表
１）。

表１　日本で利用可能な核医学治療

1940年代から実施されているヨウ化ナトリウ
ム（I-131）を内服する甲状腺がんに対する治療
は、医療法施行規則の「患者の入院制限」により
放射線治療病室が必要となる。この施設基準だけ
でなく、2003（平成15）年に導入されたDPC
（Diagnosis Procedure Combination： 診断群
分類）では放射性医薬品カプセルの薬価が薬剤費
に包括されたことにより、核医学治療から撤退す
る病院が続いた。さらに2004（平成16）年には
独立行政法人制度の導入により、不採算部門であ
るRI治療病室を廃止する国立大学病院もあり、
2021（令和3）年時点で埼玉県内では2施設にま
で減少した９）。
また、がんの骨転移による疼痛に対する治療薬

として2007年に承認されたメタストロン（Sr-89）
は、製造上の問題により2019年2月で廃止となっ
た。さらにゼバリンインジウム（In-111）とゼ
バリンイットリウム（Y-90）静注セットも、イ
ブリツモマブ（抗体）原薬の製造に支障が生じ、
2020年9月現在供給停止となり、供給再開まで
に年単位の時間を要するとのことである10）。

一方、骨転移のある去勢抵抗性前立腺がんに対
する塩化ラジウム（Ra-223）は、国内で「ゾー
フィゴ」として2016（平成28）年に保険承認（1
回684,930円）された。この薬剤は、国内で初

めてのα線放出RI内用療法薬であり、これまで
整備されていなかったアルファ線放出製剤に対応
した被ばく管理マニュアルが、関連学会により実
施要綱「適正使用マニュアル」として策定され、
それに従った治療が行われている11）。この薬剤
は入院の必要がなく、外来治療が可能であるメ
リットは大きい。前立腺がんの放射線治療（Ra-
223）を相談できる病院として、埼玉県内では10
施設が検索できる。ただ原料であるアクチニウム

（Ac-227）は、核燃料物質であるトリウムを原
料として原子炉で製造する必要があるため、国際
的な輸出入規制があり、国内自給が困難な輸入製
剤である点が課題として残る。

そして今回のルテチウムオキソドトレオチド
（Lu-177）は、2021（令和3）年6月23日に薬
事承認、同年8月12日に薬価収載され、次期診療
報酬改定までの間は包括評価の対象外とし、出来
高算定（2,648,153円/回）となっている。薬事
承認に伴い発出された医政地発0819通知は、別
添の「放射性医薬品を投与された患者の退出に関
する指針」と併せて、「特別な措置を講じた病室
に係る基準、管理・運用及び行動規範に関するマ
ニュアル」が厚生労働省から発出されている４）。
また、日本アイソトープ協会では、安全取扱講習
会を開催している12）。

核医学治療は、患者の延命のみならず、生活の
質（QOL）も向上に大きく寄与するものである。
そして核医学治療の実施に当たり、放射性医薬品
を投与された患者が医療機関より退出・帰宅する
場合、公衆および自発的に患者を介護する家族等
が患者からの放射線を受けることになるので、そ
の安全性に配慮する必要がある。

４．核医学治療に求められる安全管理
核医学治療の導入と実施にあたり、実施病院な

どの医師、放射性医薬品の取り扱いおよび放射線
安全管理などに携わる診療放射線技師ならびに患
者の看護などに携わる看護師など医療関係者によ
るチーム医療による組織的取り組みが必要である。
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4-1 医療法に基づく届出等に係る手続き
核医学治療を実施する病院などは、医療法施行

規則第30条の8、同第30条の9および同第30条
の11に規定する使用室の構造設備などが、同第
30条の13～第30条の26に規定する基準に適合
していなければならない。通常の核医学検査を実
施している病院であれば、新たに核医学治療に用
いる放射性医薬品について医療法施行規則第24
条第8号に基づいた届出などに係る手続きを行う
必要がある。

ヨウ化ナトリウム（I-131）を内服する甲状腺
がんに対する治療では、同規則第30条の12に規
定する放射線治療病室への入院が必要になる。一
方、ルテチウムオキソドトレオチド（Lu-177）
の場合は、放射線治療病室ではなく、同規則第
30条の15のただし書きに規定されている「適切
な防護措置及び汚染防止措置」を講じた病室（以
下、特別な措置を講じた病室）を使用する場合に
は、当該病室の要件、基準及び患者の入院中にお
ける管理・運用を定める必要がある。

4-2 特別な措置を講じた病室の要件４）

医政地発0819通知に定める退出に係る基準を
満たすまで、投与患者を特別な措置を講じた病室
に入院させる場合、当該病室は以下の要件を満た
している必要がある。
１）当該病室以外に入院している患者が被ばくする

実効線量が3月間につき1.3ミリシーベルトを超
えないこと（医療被ばくを除く）。また、必要に
応じて、遮へい物を設ける等の措置を講じてい
ること。

２）当該病室を一時的な管理区域に設定すること。
３）当該病室における表面汚染密度は、核種ごとに

医療法施行規則別表第5に掲げる密度を超えない
こと。

４）当該病室は、トイレが設置された個室であること。
５）当該病室に汚染拡大を防止するために適切な措

置を講じていること。
６）当該病室の出入口付近の目につきやすい場所に、

関係する医療従事者以外の人がみだりに立ち入
らないための注意事項を掲げる等の措置を講じ
ていること。

７）投与患者からの医療従事者の被ばく低減のため、
当該病室内の出入口付近に、食事や薬剤等の受
け渡し等に利用できるテーブル等を用意すること。

８）オムツや導尿カテーテル等を使用している投与
患者においては、これらを当該病室内で適切に
保管しておくための措置を講じていること。

4-3 特別な措置を講じた病室の汚染防止措置４）

放射線安全管理などに携わる診療放射線技師と
患者の看護・介助などに携わる看護師は、投与患
者を当該病室に入院させる前に、当該病室に以下
のような汚染防止措置を講じておく。
１）床・壁などのうち、投与患者の尿等によって汚

染されるおそれのある場所をあらかじめ吸水性
ポリエチレンシートでカバーしておく。

２）当該病室内に放射性同位元素による汚染の検査
に必要なGM計数管式サーベイメータなどの放
射線測定器を備えておくこと。可能であれば、
当該病室の出入口付近に設置しておくこと。

３）当該病室において放射性同位元素の除染に必要
な器材をあらかじめ準備しておくこと。それら
の器材は、当該病室の出入口付近に設置してお
くこと。

４）当該病室内で投与患者が使用するスリッパ又は
運動靴を準備しておくこと。

５）オムツや導尿カテーテル等を使用している投与
患者に対しては、患者の状態から、通常のシー
ツの代わりにビニール製シーツの使用を考慮す
ること。

4-4  特別な措置を講じた病室における投与患者へ
の対応

当該病室に入院中の投与患者への対応は、原則
として、当該診療用放射性同位元素を用いた核医
学治療に関する教育研修を受けた医療従事者が実
施するのが望ましい。医療従事者などの被ばくを
低減させるため、投与患者との接触は、医療上ま
たは介護上必要な場合に限定し、可能な限り短時
間かつ距離をとって対応する必要がある。

例えば、ルテチウムオキソドトレオチド（Lu-
177）注射液を用いた国内臨床試験のデータによ
ると、本剤投与終了4時間後の投与患者の体表面
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から1メートルの距離における1cm線量当量率の
平均値は21.1μSv/hrであり、投与患者から1m
離れた位置で30分かけて説明を行った場合、こ
の間の医療従事者の被ばく線量は約8.7μSvと試
算されている。また、当該病室に入院している患
者対応として、投与患者から2m離れた位置で1
回10分間、1日5回接した場合、医療従事者の被
ばく線量は約3.6μSv/日と試算され、1mの距
離で接した場合は約14μSv/日と報告されてい
る４）。従って、本剤を投与された患者と接する場
合は、作業時間を短く、線源との距離をとり、遮
へいを設ける（外部被ばく防護の3原則）ことに
より被ばく軽減に努めなければならない。

4-5  核医学治療に係る放射線安全管理責任者の指
名と役割

核医学治療を実施する病院などの管理者は、放
射線安全管理研修会において、本治療に係る放射
線安全管理の専門知識を取得したと「認定」され
た医師の中から放射線安全管理責任者を指名する
必要がある。当該放射線安全管理責任者は、本治
療の指揮・監督に当たり、本治療に携わる医師な
どの関係者に対する教育研修の実施を指揮しなけ
ればならない。さらに病院などの管理者は、放射
線安全管理研修会において、本治療に係る放射線
安全管理の専門知識を取得したと「認定」された
診療放射線技師または看護師等の中から、病院な
どの状況に応じて放射線安全管理担当者を1人以
上指名することが望ましい。

５． ルテチウムオキソドトレオチド
（Lu-177）投与後の注意点

ルテチウムオキソドトレオチド（Lu-177）の
場合は、放射線治療病室ではなく「特別な措置を
講じた病室」への入院は可能となったが、本剤は
投与後、体液（主に血液）、尿および糞便に微量
の放射性物質が存在する可能性がある。特に腫瘍
に取り込まれなかった本剤のほとんどは腎・尿路
系から排泄され、投与後48時間後までは比較的
高レベルの放射能が尿中に検出されることが報告
されている13）。

それを受けて厚生労働省の「病室マニュアル」
では、主に腎排泄により速やかに尿中排泄される
診療用放射性同位元素にあっては、退出に係る基
準に満たすまでの期間、当該病室に入院している
投与患者の排泄などに関しては、以下のような対
応を求めている４）。
１）投与患者の糞便は、当該病室内のトイレに流す

ことができる。
２）投与患者の排尿は、患者の状態及び医療機関の

設備等を考慮した上で、管理区域内のトイレ、
医療法施行規則第30条の11第1項第2号の規定
により設ける排水設備に連結する措置を行った
当該病室内のトイレ、当該病室内に一時的に設
置した簡易トイレ又は蓄尿等により行う。

３）当該病室内に一時的に設置した簡易トイレや蓄
尿容器（排尿容器を介して蓄尿させる場合は排
尿容器についても）の周辺を吸水性ポリエチレ
ンシートで覆う等、十分な汚染防止措置を講じ
ておくこと。

４）簡易トイレや蓄尿容器の周辺に鉛遮へい体を置
く等、特に、隣室に対する放射線防護措置を講
じて置くことが望ましい。

５）投与患者の血液等の体液、排泄物又は嘔吐物等
に手や皮膚が触れた場合は、触れた箇所を直ち
に石けんで洗い、十分すすぐこと。

上記２）の項目で求めている「管理区域内のト
イレ、医療法施行規則第30条の11第1項第2号の
規定により設ける排水設備に連結する措置を行っ
た当該病室内のトイレ、当該病室内に一時的に設
置した簡易トイレ又は蓄尿等により行う」の記述
が、特別な措置を講じた病室の管理・運用で注意
しなければならない点である。

投与患者の排尿を蓄尿した容器を、吸水性ポリ
エチレンシートで覆うなど、十分な汚染防止措置
を講じた台車に乗せて管理区域内のトイレまで運
搬する対応などを困難視する声がある。現場で、
負担なく安全に実施する方策を模索する必要があ
るのではないだろうか。一方、固形状の廃棄物に
関しては、医療法施行規則第30条の12に規定す
る放射線治療病室の廃棄物管理と同様な管理を行
えば良いとの指摘もある（図４参照）。現場の放
射線管理を無理が生じないように実施できそうだ
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ろうか。
患者の排泄物の処理が放射線管理上の課題と

なっている。当該病室のトイレに排泄せず線源と
なる蓄尿容器を使用する場合は、病室内で遮へい
が必要になるだけでなく、運搬する看護師の被ば
く線量が増える以外に、重量物取り扱いの配慮も
必要となる。管理区域内の放射性排水設備を介し
た場合と、当該病室内のトイレを介して医療機関
全体の公共下水への排水を評価した報告などを参
考に、各施設で最適な放射線管理を検討する必要
がある14）。

核医学治療患者の放射線管理

1

種類別に分別した医療廃棄物外部線量率を記載した排出物

・約1週間経過後治療室からの退出基準
距離1mで30μSv/時間

図４　核医学治療患者の放射線管理

当該診療用放射性同位元素の退出基準を満たし
ていることを確認した後、投与患者の退出および
当該病室の指定解除に関する記録を作成・保管す
る。なお、放射性医薬品を投与された患者が医
療施設より退出・帰宅する場合、公衆および自
発的に患者を介護する家族などが患者からの放
射線を受けることになり、その安全性に配慮す
る必要がある。公衆および介護者について抑制
すべき線量の基準を、公衆については、1年間に
つき1mSv、介護者については、患者および介護
者の双方に便益があることを考慮して1件あたり
5mSvとして退出基準が定められている。具体的
には、①投与量に基づく退出基準、②測定線量率
に基づく退出基準、③患者ごとの積算線量計算に
基づく退出基準がある。

６．放射線治療病室管理加算の見直し
2018年の診療報酬改定の画像診断分野でのト

ピックは、「画像診断管理加算３」（300点）の新

設だった。放射線治療においても、放射性同位元
素内用療法管理料における骨転移のある去勢抵抗
性前立腺がんに対するもの（2,630点）の新設が
あった。

2020年の診療報酬改定では、密封小線源治療
の腔内照射の高線量率イリジウム照射の点数が
10,000点から12,000点に、併せて画像誘導密
封小線源治療加算で300点から1,200点に増点さ
れた。放射性同位元素内用療法管理料の１から４
の項目は、放射性同位元素内用療法を行い、かつ
計画的に治療を行った場合、月1回に限り算定で
きるもので、５については放射性同位元素を投与
した日に限り算定できる（表２）。

表２　放射性同位元素内用療法管理料

放射性同位元素内用療法管理料は、非密封放射
性同位元素の内用療法を受けている患者の継続的
な管理を評価するもので、患者に対し放射性同位
元素内用療法の内容について説明・指導した場合
に算定できるものである。

2022年の診療報酬改定では、算定要件に厚生
労働大臣が定める施設基準に適合しているものと
して保険医療機関が地方厚生局長などに届け出た
病室において、治療上の必要があって放射線治療
病室管理が行われた入院患者について、所定点数
に加算できることになった（表３）。

放射線治療病室管理加算についての要件および
評価が見直されたのは、2021年に承認されたル
テチウムオキソドトレオチド（Lu-177）の薬事
承認に留まらず、質の高い放射線内用療法の提供
を推進する観点から今後が期待される。
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表３　放射線治療病室管理加算の見直し

７．まとめ
現在国内では、甲状腺がんのI-131治療、有痛

性骨転移に対するSr-90疼痛緩和療法、Ｂ細胞
性リンパ腫に対するY-90放射性免疫療法、去勢
抵抗性前立腺がんの骨転移治療のRa-223に加え
て、悪性神経内分泌腫瘍に対するLu-177の内用
療法が可能である。最近は、前立腺がんPMSA
（prostate specifi c membrane antigen）に対
する内用療法の報告がある。Ra-223は骨転移部
位のみがターゲットで、多臓器転移を有する患者
には適用されないが、PMSAに対する内用療法で
は多臓器転移患者も対象となる15）。

一般的に放射線治療病室の採算性は良くない上
に、2003年DPC導入と2004年国立大学の独立
行政法人化により放射性同位元素内用療法の入院
ベッド廃止が相次いだ。その後、診療報酬制度の
甲状腺がんに対するDPCの評価は2010年に一
部改善され、「放射線治療病室管理加算」の点数
が1日あたり500点から2500点に増点、また「放
射性同位元素内用療法管理料」の点数が甲状腺が
んに関しては月1回あたり500点から1,390点に
増点された。しかし、投与薬剤である放射性ヨウ
素の薬価の取り扱いも曖昧である。その理由が、
医科診療報酬点数表の第12部「放射線治療」の
項目には他の項目では設定されている薬剤料の節
がないことが原因のひとつであると考える。今回
のルテチウムオキソドトレオチド（Lu-177）の
薬事承認と薬価収載に併せて、放射性同位元素内
用療法の適切な評価が望まれる16）。

またβ核種であるI-131、Lu-177の他、より

治療効果の期待できるα核種のアスタチン（At-
221）やビスマス（Bi-213）などの放射性同位元
素内用療法への活用も期待される。α線は高LET
であるが、組織内の飛程は50～100μm程度と
β線（飛程数mm）と比べて非常に短く、隣接す
る数個の細胞に対してのみ放射線による障害を与
えることができる。

国内において放射性同位元素内用療法が広がら
なかったのは、放射線管理の煩雑さと診療報酬の
低さが原因であったと考える。今回の医政地発
0819通知により、適切な防護措置および汚染防
止措置を講じた場合には、一般病室などに入院さ
せることも可能となり、今後の放射性同位元素内
用療法の発展に繋がると考える。

本稿は、国立保健医療科学院の「令和3年度医
療放射線の適正管理に関する研修」で行った講義

「埼玉県の核医学治療の現状」に加筆した。研修
に参加された受講生からいただいた臨床現場から
のご意見と、ご指導いただいた国立保健医療科学
院生活環境研究部上席主任研究官山口一郎先生に
感謝します。
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はじめに
2019年の循環器疾患診療実態調査（日本循環

器学会）によると、経皮的冠動脈形成術（以下
PCI）約27万件、冠動脈CTは約50万件が行われ
ている1）。
冠動脈CTは、1983年に電子ビーム偏向型の

electron beam CT（EBT）が米国FDAで認可さ
れ臨床応用が始まった。国内では専門病院のみ導
入され普及しなかった。国内のCT装置では1998
年に4列のmulti-detector raw CT （MDCT）
が登場し、2002年には16列、2004年には64列
と急速に検出器は多列化し撮影時間は短縮して
いった。2005年にはDual Source CT（DSCT）
が登場し時間分解能の向上と2管球方式によるス
ペクトラルCTが可能となる。2007年にはArea 
Detector CT（ADCT）が登場しone-beat撮影
可能となり、被ばく低減と心筋評価を加味した包
括的心臓CT検査が可能となった。同年ガーネッ
ト検出器（Gemstone）CTと高速スイッチング
方式による面内空間分解能とスペクトラルCTが
可能となり、2013年には2層検出器方式による
撮影モードを選ばない全ての検査にスペクトラル
CTが可能となった。スペクトラルCTはヨードコ
ントラストの上昇、ビームハードニング、メタル
アーチファクトの低減、物質弁別など、CTの欠
点を改善し臨床的有用性を発表している2）3）4）5）。

空間分解能はスライス面（XY面、axial plane）
とスライス厚方向（Z軸方向、体軸方向）と分け
て評価する必要があり、冠動脈CTでは診断能に
関わるので十分に理解して撮影条件を設定するこ
とが望ましい。1999年に最小スライス厚0.5mm
のCT装置が発表されて以降、Flying Focal 
Spot機構によるオーバーサンプリングなどの技
術が発表されているが、2016年までほとんど体
軸分解能は変わらなかった。変わらなかった原因
として空間分解能とノイズ特性はトレードオフの
関係があり、診断できる画像を得るためには患者

被ばくが増加する懸念があるからと思われる。
2017年4月に世界に先駆けて日本で高精細CTが
登場し、大学病院中心に導入が始まった。装置特
性を活かして検査目的に応じてCT検査の個別化
が進んでいくものと言える。
画像再構成アルゴニズムに関しては、2009

年には逐次近似法に属した反復再構成（イメージ
データベースで反復し、段階的に近似解へ収束
させることでコントラストの増強と画像ノイズ
の低減）が米国FDAで認可され、Radiological 
Society of North America（RSNA）, Society 
of Cardiovascular Computed Tomography 

（SCCT）で臨床応用が発表された6）7）。その後、
全ての装置メーカーは2011年までに逐次近似応
用再構成Hybrid Iteration Reconstruction（HIR）
を発表し、rawデータに対して反復ノイズ除去後
Filtered Back Projection（FBP）を行うことにより、
計算コストの高い画像再構成の高速化を可能にした

（表1）。2016年にはModel Based IR（MBIR）が
米国FDAで認可された。MBIRはHIRよりもさら
に雑音低減効果が高いと報告されている8）。2018
年にはDeep learning reconstruction（DLR）が
登場した。DLRは画素ごとの積和演算（畳み込み
積分）を行い、画像から特徴的な情報（ノイズ）を
抽出してノイズ成分とシグナル成分を識別するた
めのネットワークDeep Convolutional Neural 
Network（DCNN）を構築する。高分解能低ノイ
ズによる高画質のCT画像（教師画像）として学
習させてDCNNを構築し、高ノイズの低品質CT
画像をDCNNに入れると画質が改善された（De-
noise）画像が作成される（図1）。
表1　装置メーカの違いによる逐次近似再構成アルゴニズム

表1  装置メーカの違いによる逐次近似再構成アルゴニズム

冠動脈CT撮影のピットフォール
桜友会　所沢ハートセンター　放射線科
第二支部理事
大西　圭一

誌 上
講 座
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上
講
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図1 Deep Learning原理：ネットワーク生成
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Tokorozawa Heart Center

図1　Deep Learning原理：ネットワーク生成

画像再構成アルゴニズムの進歩と被ばく低減に
より、心筋Perfusionを追加する包括的心臓CT
検査のハードルは下がり、CORE320 studyで
は負荷心筋perfusion心臓カテーテル検査と負荷
心筋SPECTの組合せをgold standardとして、
冠動脈CTと負荷心筋CT perfusionの組合せの
診断能が良好であった9）。AMPLIFiED試験では、
CTAによる解剖学的評価にCT perfusionによる
機能的評価を組み合わせることで、血行動態的に
有意な冠動脈疾患をより正確に検出できることが
明らかとなった10）（図2）。
図2  AMPLIFiED 試験

図2　AMPLIFiED 試験

このような背景から当院では、2018年12月よ
り高精細CT Aquilion Precisionを導入し2021
年10月までに累計3198例の冠動脈CTを行って
いる。心血管治療専門施設で高精細CT導入して
いる施設では世界で当院だけである。本稿では冠
動脈CT撮影のピットフォール、高精細CTの特
徴や装置特性を活かしたPCI支援画像について述
べる。

冠動脈CTのエビデンスについて
SCOT-HEART試験のポストホック分析による

と、冠動脈CTで得られる有害なプラーク（ポジ

ティブリモデリングまたは低減衰プラーク）（図3）、
閉塞性疾患を有する患者は、正常冠動脈患者に比
べて10倍の心筋梗塞の増加を示した11）（図4）。　
冠動脈CTで病変性状（vulnerable plaque）を
早期に評価したことで、早期のスタチン製剤の
投与につながりプラークの安定化でACSの予防
になるものと推測されている。SCOT-HEART 
試験の結果を受けて欧米のエビデンスが変わり
つ つ あ る。European Society of Cardiology

（ESC）2019ガイドラインでは、閉塞性冠動脈
疾患Coronary Artery Disease（CAD）を臨床
評価だけで除外できない症候性の患者のCADを
診断するための初期検査として、冠動脈CTAま
たは非侵襲的機能イメージングによる心筋虚血が
推奨される（クラスⅠ）。冠動脈CTAで機能的重
要性が不確かであるか診断できない場合は、心筋
虚血の機能的画像診断が推奨（クラスⅠ）とされ
ている12）（図5）。

図3 CTによるvulnerable plaque(不安定プラーク)の特徴

図3　CTによるvulnerable plaque（不安定プラーク）の特徴

図4  SCOT-HEART 試験

図4　SCOT-HEART 試験
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また、2021年に発表された関連学会合同によ
る胸痛の診療ガイドラインでは、急性胸痛の患者
に対する第一選択の検査戦略として冠動脈CTA
を推奨（クラス1）とされている。欧米のガイド
ラインを受けて日本のガイドラインも冠動脈CT
の位置づけが大きく変わるものと推測される。

図5 European Society of Cardiology 2019ガイドラインによる
冠動脈CTの位置づけ

図5　 European Society of Cardiology 2019ガイドライン
による冠動脈CTの位置づけ

呼吸制御とポジショニングについて
冠動脈CTに関わらずCT検査において呼吸制

御は重要である。患者さんとのコミュニケーショ
ンでのポイントは「呼吸制御の重要性を正しく伝
える」である。「お腹を1mmも動かさないでく
ださい」と説明し、呼吸練習時には腹壁の動きを
確認する。さらに、横隔膜の動きはバンディング
アーチファクトとなり、20秒の呼吸停止中に横
隔膜は最大吸気で29.9±19.0mm、最大呼気で
2.6±2.9mmの変動があると言われている13）。
当院では深呼気の状態で心窩部にタオルを巻いて
（図6）アーチファクトの低減に努めている。近年、
80歳を超える高齢者の検査も少なくなく、指示
を忘れてしまう可能性もあるので、何度も理解す
るまで説明する頻度とタイミングが重要である。
呼吸停止中の心拍変動の把握も重要である。吸気
息止めによる胸郭拡張により、1割程度低下し4.5
秒後に安定するといわれているが、個人差も多
い14）。冠動脈CT撮影前の心拍変動を把握し、各
患者の可能呼吸停止時間、呼吸停止後から撮影ま
でのdelay timeの設定など心拍変動の少ないタ
イミングでの撮影、最適化は重要である（図7）。
冠動脈CTでのハーフ再構成の原理は本稿では割
愛するが、スライス面内の画質特性の把握は重要
である。ハーフ再構成で使用する投影データの取
得時においてはX線管側と検出器側でスライス面
内の画質特性が不均一であることが報告されてお
り、心臓をガントリー中央に配置しての撮影が望

ましいと考えられる15）。CTの特性をよく理解し、
画質低下を招かないようにポジショニング（被写
体を中心に）に注意する。高精細CTでは、2段
テーブルシフトが出来るテーブルシフト機構の活
用を紹介する。本症例は左肺全摘出後の高度縦隔
左側偏位症例である。スカウト撮影後、縦隔変位
を確認し、コンソール上でスカウト画像で、心臓
がScan FOVの中心となるよう設定し、コンソー
ル上でテーブルを右側シフトで撮影を行った（図
8）。「質の高い撮影画像無くして質の高い画像診
断は無い」ため呼吸制御とポジショニングは重要
である。

図6 横隔膜によるバンディングアーチファクトの抑制を
目的としたポジショニング時の工夫

図6　 横隔膜によるバンディングアーチファクトの抑制を目
的としたポジショニング時の工夫

図7  撮影前の心拍変動把握とDelay timeの設定

図7　撮影前の心拍変動把握とDelay timeの設定図8 テーブルシフト機構による活用事例
～テーブルを右側にシフト～

図8　 テーブルシフト機構による活用事例～テーブルを右側
にシフト～

冠動脈CTに必要な時間分解能について
CTにおける時間分解能の定義は、一枚の再構
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成画像に含まれる時間成分を表す物理指標である
が、冠動脈CTにおける時間分解能の定義は心臓
の位相内の時間要素を表す。装置毎に時間分解能
が異なるが、画像再構成に必要な知識は同じであ
る。心周期、心拍数と心位相の関係、PQ時間が
画像再構成に与える影響など、基本的な知識は
非常に重要であるので先行研究を確認して頂き
たい16）。冠動脈CTに必要な時間分解能は患者の
心拍数によって異なり、高心拍ほど装置の高い
時間分解能が要求される（図9）。大橋らは冠動
脈セグメント毎に必要な時間分解能を明らかに
し、165 ms の時間分解能のモードはHR が 60 
bpm 未満の場合にのみ十分であったと結論づけ
ている17）。これは装置に関わらず、モーション
アーチファクトが少ない画像を得るためには心拍
コントロールが重要である。左室の動きは冠動脈
の動きに類似するため、心電図、心周期、左室容
積の変化をよく理解し画像再構成することが望ま
しい。slow filling phase（SF）は、左室容積の
変化量が少なく冠動脈の動きも少ないため再構成
位相として最適で、SF時間の把握が重要である。
佐野らはSF時間とRR時間、PQ時間の関係を明
らかにし、95%予測区間をSF = -443 + 0.742  

（RR-PQ）と報告した18）。計算より得られたSF
時間は装置の時間分解能と比較し、Prospective 
ECG triggering 法（Prospective gating scan
法）の適応の判定に利用する（図10）。CT検査
前情報として心電図を確認し、左室容積の変化を
意識した撮影および画像再構成が、画質の向上と
被ばく低減につながる。図9   冠動脈CTに必要な時間分解能

Ohashi K, et al; Examination of the optimal temporal resolution required for computed 
tomography coronary angiography. Radiol Phys Technol. 2013 Jul;6(2):453-60. doi: 
10.1007/s12194-013-0218-1. Epub 2013 May 26. PMID: 23709040.

図9　冠動脈CTに必要な時間分解能

図10 心電図同期撮影法

Vogler N., Meyer M., Henzler T. Technical Innovations and Concepts in Coronary CT.  
Medical Radiology. Springer, Cham. https://doi.org/10.1007/174_2016_95

図10　心電図同期撮影法

最適な造影方法について
放射線診断専門医には、画像診断管理が課せ

られており、造影検査の必要性、適応（正当
化）および造影方法（適正化）を判断するよう
に求められている。診療放射線技師には、専門
医が求める検査に対して最適な撮像条件（撮影
範囲・撮影時相・造影方法・被ばく管理）の設
定という重要な役割と責務が求められる19）。放
射線科医、放射線技師が協力しCT撮影ガイドラ
イン第2版を発刊した。冠動脈CT撮影ガイドラ
インの詳細は本稿では割愛するが、ガイドライ
ンの推奨条件は確認しておくことが望ましい。
冠動脈造影効果は先行研究より高すぎるCT値

（500HUを超える場合）は、ビームハードニン
グによって狭窄率が不正確となるうえ、プラー
クのCT値が変化し、性状評価が困難となる20）。　 
PROTECTION-III Studyに参加したマルチセン
ターで、高画質冠動脈CT画像として割り当て
られた冠動脈のCT値は全て350HUを超えてい
た21）。先行研究より冠動脈のCT値は350HU～
400HU程度が適切であると思われる。良好な造
影画像を得ることが重要であるが、造影剤到達時
間は標準的な被検者では大きな差異はないものの、
心機能などの循環系の個人差によって20秒以上
の違いが発生することが知られているので、被検
者毎に撮影開始時間を調整することが行われて
いる22）。CT造影理論について本稿では割愛する
が、造影剤注入に関する基礎理論の把握は重要で
ある。冠動脈CTにおける撮影タイミングの補正
の目的は、造影剤のファーストパス（初回循環）
を的確に捉えて撮影を行うことである。その手法
はTest Bolus（TB法）、Test injection（TI法）、
Bolus Tracking（BT法）、Test Bolus Tracking

（TBT法）があり、どの手法を使用するかは装置
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の特性や、検査環境などを考慮して症例に応じた
使い分けをするのが望ましい。実際の検査では心
房細動や左室駆出率Left Ventricular Ejection 
Fraction（LVEF）低下、高度の弁逆流などはBT
法が望ましいと考えている。先行研究より短時
間の呼吸停止下で実施される冠動脈CTでは、有
用であることが報告されているTBT法をメイン
で使用している23）。上行大動脈、下行大動脈に
Region Of Interest（ROI）を設定し、本スキャ
ン直前に少量（5～10ml）の造影剤を注入、ROI
設定位置のTime-Enhancement Curve（TEC）
が目視で確認できそれぞれのTECがクロスしたと
ころで、Trigger Pointとしてスタートし、delay 
time15sに自動スタートする。TBT法のメリット
としては心拍コントロール前後の還流環境の影響
を抑え、TBの撮影タイミング推定精度の高い手
法を活かせることにあると考えている（図11）。

図11     TBT法の実際

図11　TBT法の実際

高精細CTの装置概要について
空間分解能に影響を与える因子として、1つ目

は焦点サイズがあげられる。高精細CTでは電界
による電子ビーム収束技術により、焦点サイズは
0.4×0.5 ～1.6×1.4の6種類に選択可能となっ
た。X線管球の小焦点化によるメリットは、半影
の影響が少なくなり、空間分解能が向上し、デメ
リットは管電圧に応じて出力（mA）に制限が生じ、
負荷が高い撮影条件ではクーリングが発生する
ことがあげられる（図12）。2つ目はスライス厚
があげられる。高精細CTでは160列CTとなる
が、検出器サイズが0.25mm×1792 channels
となりスライス厚0.25mmが選択可能となり、
面内、体軸ともに空間分解能が向上した。検出器
の高密度化のメリットは、スライス厚を薄く、空
間分解能を向上、デメリットはフォトンの減少
により画像ノイズの増加があげられる（図13）。

XY面のTask Transfer Factorの比較検討を行っ
た。320列CTと比較して高精細CTは高いTTF
を示している（図14）。Z軸の評価にはクシファ
ントムを用いて比較検討を行った（図15）。320
列CTと比較して、高精細CTはスリットの分解
能が高かった（図16）。水槽内にSTENT（2.5mm
径）を設置して、撮影条件を変えて比較検討を行っ
た。従来CTでは空間分解能が低くパーシャルボ
リューム効果の影響が大きいため、STENT内腔
のCT値は上昇し不正確である。従来CTでは、
STENT内再狭窄の評価は難しい。高精細CTで
は空間分解能が高いため、STENT内腔のCT値
は正確となり、STENT内腔狭窄の評価は可能と
なることが示唆される（図16）。

図12     焦点サイズについて

図12　焦点サイズについて
図13     検出器サイズについて

図13　検出器サイズについて
図14     TTF(XY方向)について

図14　TTF(XY方向)について
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図15     クシファントムでの評価(Z軸)について

図15　クシファントムでの評価(Z軸)について

図16     ステントファントムの比較

図16　ステントファントムの比較

CTをPCIに活かす～冠動脈起始異常～
先天性冠動脈異常は心臓関連突然死の原因の約

2割程度を占め、特に小児や青年期の突然死の原
因疾患の1つである24）。大きく冠動脈起始部位・
走行異常、開口部狭窄・閉鎖、冠動脈血管異常、
冠動脈終末末端異常に分類される25）（表2）。冠動
脈走行異常の中で、大動脈と肺動脈の間を走行す
るものは拍動や呼吸によって圧迫し虚血をきたす
こともあり、malignant courseと呼ばれる。代
表的なmalignant courseでは、左冠動脈の右冠
尖起始＋大血管管走行、左冠動脈の右冠尖起始＋
右室流出路円錐部中隔内走行があげられる。この
ように虚血のリスクのある走行・形態異常などの
冠動脈の異常を冠動脈CTで評価することは重要
である。冠動脈CTは、冠動脈造影と比較して、
冠動脈の起始部、走行、狭窄部位の長さなどの空
間的形態特徴を評価するのに優れている26）。ガ
イディングカテーテルのエンゲージ困難予測に冠
動脈CTが有効であった症例を報告する。68歳男
性で近医よりCHF、RMIにて転院搬送、同日入
院した。冠動脈CTを施行し、#7に高度狭窄を認
め、LCAの起始部は高位起始を認める。エンゲー
ジが困難と予測されたので、起始部の位置関係が
確認出来るよう術前に大動脈を含めたVolume 

Rendering（VR）画像を保存した（図17）。ガ
イディングカテーテルはJudkins Left5.0（JL5.0）
を選択し、先端をL字型に伸ばしてエンゲージを
行った。PCI施行時のガイディングカテーテルの
選択には、上行大動脈の形状、Valsalva洞の大
きさ、冠動脈起始部の走行の把握が重要であると
言われている27）。これらを評価するには冠動脈
CTが有効であると報告されている28）29）30）。冠動
脈CTにおけるPCI術前の冠動脈入口部評価は、
スムーズなカテーテル操作により被ばく線量と造
影剤量の低減に有効である。

表2　先天性冠動脈異常の分類  
表2  先天性冠動脈異常の分類

図17  冠動脈起始異常

図17　冠動脈起始異常

CTをPCIに活かす 
～Slow flow/No reflowの予測～

慢性冠動脈疾患ガイドラインによると、冠動脈
CTの画像所見として、1）低輝度プラーク（low 
attenuation plaque ＜30 HU）、2）陽性リモ
デリング（positive remodeling＞1.1）、3）ナ
プキンリングサイン（napkin-ring sign）、4）
小石灰化（spotty calcium）などがある。これ
らの所見が二つ以上みられる場合は、高リスク
プラークとして報告すべきとされている31）。low 
attenuation plaqueがあり、CT値が低いほど
PCI中のNo reflowを起こしやすく、冠動脈CT
でプラーク性状を評価することはNo reflowの
予測に役立つと報告されている32）。

Slow flow/No reflowの予測に冠動脈CTが
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有効であった症例を報告する。77歳女性で呼吸
苦のため他院で心不全加療後に当院系列クリニッ
クを受診し、TTEで前壁akinesisの所見があ
り当院へ紹介となり、CVD評価のためのCTを
依頼される。冠動脈CTで、RCA Dominant、
#7,9,11は高度石灰化病変による高度狭窄、#1は
不安定プラークを伴った高度狭窄の所見となり、
RCAが閉塞すると致命的となるので#1からPCI
の方針となる（図18）。術前には放射線技師より
不安定プラークとSlow fl ow/No refl owが起き
る可能性を報告した。CAGの結果で#1 90%、
#7 99%、#9 90%、#11 90%の 狭 窄 が 見 ら
れ、#1の病変にOCTで観察。病変部はLipid 
plaque/fi brous plaqueが主体のため前拡張を
行わず、Direct stentingを施行した。Direct 
stenting群ではNo refl ow を有意に減少させる
ことができたとの報告があり33）冠動脈CTで冠
動脈プラークの性状評価をすることで、多枝病変
におけるPCI優先順位の方針決定や合併症の低減
に有効である（図19）。

図18 #1 高度狭窄（不安定プラーク）+3枝病変

図18　#1 高度狭窄（不安定プラーク）+3枝病変

図19  冠動脈CTによるプラーク表示

図19　冠動脈CTによるプラーク表示

CTをPCIに活かす～高度石灰化病変～
従来CTでは空間分解能不足によるpartial 

volume効果で高度石灰化周辺の内腔評価は難し
い。高精細CTでは高い空間分解能により内腔評
価が出来てきてCTの弱点が克服しつつある。高
精細CTでの高度石灰化病変のチェックポイン
トは1）石灰化病変の血管内腔を確認しデバイス
が通過できるか予測する、2）石灰化の程度（全

周性、偏心性、180度を超える広角高度石灰化）
を確認する、3）石灰化病変部の屈曲の程度（45
度を超える）を確認する。

高度石灰化病変のPCIに冠動脈CTが有効で
あった症例を報告する。88歳女性で労作時胸部
圧迫感のため近医より紹介されCVD評価のため
冠動脈CTを依頼される。冠動脈CTで、 #6から
#7にかけて高度石灰化を認め一部、全周性石灰
化があり血管内腔が認められないため、高度狭窄
とデバイス通過困難が予測される。石灰化病変
部の屈曲は、27度で大きな屈曲は認めない（図
20）。高精細CTでは石灰化病変の広がりや厚み、
石灰化の程度、イメージングデバイスが通過し
ない場合は、distal側の病変性状も把握ができる

（図21）。CAGでは#6から#7にかけて90%狭
窄を含むびまん性石灰化病変を認めた。OFDI、
balloon（ScoreFlex2.0mm）通過を試みるも
不通過となりRotational Atherectomy （RA）
施 行 と な る。Rota Burr1.5mmに てablation
施行。Pickingにて3-4回ablation施行し、そ
の後OFDIにて病変部の石灰化分布を確認し
ScoreFlex2.0mmにて開大。#6-から#7にかけ
てstentを留置した（図22）。ロータブレーター
の最大の合併症は冠動脈穿孔であり、術前にCT
で合併症のリスク予測をすることは非常に重要
である。安全性が優れているRAの概念として
halfway rotational atherectomyが報告され、
あえて屈曲部を超えずに手前だけをアブレーショ
ンし、後半部分はバルーン拡張を追加する方法で
ある。ロータブレーターとバルーンを上手く組み
合わせてステント留置前の前処置として安全性が
高いと報告されている34）。ロータブレーター施
設基準改定により、当院では2020年よりロータ
ブレーターを施行している。安全なPCIが行える
ようCT画像でサポートできればと考えている。図20  高度石灰化病変

図20　高度石灰化病変
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図21  Angio画像と冠動脈CT画像の比較

図21　Angio画像と冠動脈CT画像の比較 　    

図22  Rotational Atherectomy 

図22　Rotational Atherectomy

CTをPCIに活かす ～LMT病変～
日本循環器学会によるLMT病変の血行再建に

関するガイドラインの推奨で、2 stentingの必
要性を考慮して、治療法を選択するよう記載さ
れている35）（表3）。高精細CTでのLMT病変の
チェックポイントは以下の3点である。1）RCA
との供血バランス（dominance）を確認する。
LCAがdominantまたはRCAがhypoplastyの
とき、LMTのバルーン拡張の虚血により急激な
血圧低下や重篤な合併症を予測する。2）病変性
状の把握や側枝の病変の有無を確認する。LMT
からLAD入口部およびLCX入口部のプラークの
分布を把握して側枝閉塞のリスクを予測する。

（Plaque shiftのリスク評価）3）LMTに対して
の分岐角ステントを留置するとき、ステントの屈
曲を予測し、至適ステントプラットフォームの選
定をする。

LMT病変のPCIに冠動脈CTが有効であった症
例を報告する。86歳男性で労作時胸部圧迫感の
ため近医より紹介され、CVD評価のため冠動脈
CTを依頼される。冠動脈CTで、#5distalから
#6にかけて高度狭窄、#2から#3、#7、#12、
#13に高度狭窄の所見となりRCAとの供血バラ
ンスは均等で起始異常などの解剖学的異常は認
められない（図23）。短軸像ではLCXの入口部
はプラークを認めない。PCI、CABGの治療法を
説明し患者がPCIを希望したためPCIの方針とな
る（図24）。1回目PCIは#2から#3、2回目PCI
で#5distalから#6を治療した。術前にCTでの
Plaque shiftのリスク評価をすることで、LMT
分岐部治療に有用な情報となる。

表3　LMT分岐部病変の血行再建に関するエビデンス

表3  LMT分岐部病変の血行再建に関するエビデンス

図23  LMT病変＋3枝病変

図23　LMT病変＋3枝病変図24  #5～#6のCPR画像とSA画像

図24　#5～#6のCPR画像とSA画像

RSNA2019で報告 
2019年　12月1日から 6日にかけて、第105

回北米放射線学会RSNA2019：マコーミックプ
レイス（シカゴ）で開催され高精細CTの装置特
性および臨床応用について報告した（図25）。

図25  富田副会長と記念撮影

RSNA2019 in Chicago         
2019年12月1日

図25　富田副会長と記念撮影
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Sunday 12:30-1:00 PM | CAS-SUA | 
CA Community, Learning Center Cardiac 
Sunday Poster Discussions CA158-ED-
SUA7 TITLE: Recent Technologies in 
Coronary Stent CT Angiography: Impact of 
the Ultra High Resolution CT on Its Image 
Quality. Presenter: Keiichi Onishi

おわりに
本稿では、冠動脈撮影においてピットフォール

になりやすいことをまとめ、必要な知識や高精細
CTの特性や、PCI術前支援画像を紹介した。従
来CTのLimitationであった高度石灰化病変の評
価、小径STENT再狭窄評価を高精細CTは診断
可能にした。高精細CTは、従来CTでの空間分
解能の限界を突破しCardiac Radiologyに大き
なインパクトを与えた。今回発表と執筆の機会を
頂いたことで、深く学べて業務改善につながるヒ
ントも多くあった。冠動脈CTに携わり今年で20
年となるが、今日までの過程で「研究会」という
存在は非常に大きい。新人の時に先輩に背中を押
してもらって発表することは、今後の技師として
の成長につながる。研究会での自己研さんについ
ての5つのポイントをお伝えしたい。①目的意識
を持つ②基礎を忘れない③日々の業務を振り返り
分析して次に活かす④他人の意見を素直に受け入
れる⑤挑戦を恐れない。「CT技術の限界と先輩技
師は超えるために存在する」みんなで切磋琢磨し、
臨床医から信頼される診療放射線技師が多く生ま
れることを願っている。私は心臓血管治療施設で
CTを担当する診療放射線技師として、臨床医と
メーカーで新しい冠動脈CTの価値を創造してい
きたい。
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本会の動き

衆議院議員三ツ林裕巳先生と衆議院議員畦元将吾先生へ
年頭のご挨拶および政策に関する意見交換

2022年1月14日（金）、公益社団法人日本診療放射線技師会　富田博信副会長と共に、衆議院議員三
ツ林裕巳先生、衆議院議員畦元将吾先生へ表敬訪問を行い、年頭のご挨拶と政策について意見交換をさせ
ていただきました。
「告示研修に関すること」「タスクシフトにおける診療放射線技師の活躍」「保険点数に伴う診療放射線
技師待遇の改善」など、多岐にわたる分野での意見交換をさせていただきました。

左：富田副会長　中：三ツ林衆議院議員　右：田中会長 左：田中会長　中：畦元衆議院議員　右：富田副会長

左：田中会長　中：畦元衆議院議員　右：富田副会長
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本会の動き

2021年度　第12回CT認定試験開催報告

学術理事　中根　淳

2022年1月8日（土）に、オンライン環境のみで第12回CT認定試験を開催した。認定試験の受験者数
は12人であった。今回のCT認定試験は、新型コロナウイルス感染症の感染拡大を考慮し、会場集合型か
ら切り替えてオンラインで実施をした。オンライン開催のため、他県からの受験もあった。内容は、例年
通り筆記・読影・物理特性の３つの試験を実施し、各試験70点以上で認定取得となる。ただし、物理特
性は、講習会で実施したNPS、MTF、SSPzのどれか２つ選択し、講習会で配布した資料を見ながら解析
して構わないとしている。試験当日はオンラインという初めての試みであったが、ページングによる読影
もリモートデスクトップアプリケーションなどを活用し、会場型と同じような試験を構築し、大きなトラ
ブルもなく終えることが出来た。今後も、オンラインにて継続的に認定試験は実施する予定である。

最後に認定試験を行うにあたり、問題作成にご協力いただいた講師の先生、また受験いただいた皆さま
にこの場をお借りしてお礼を申し上げます。

【CT認定者】敬称略
A認定：該当者なし
B認定：嶋崎　恭介（上尾中央総合病院）
　　　　中村　英明（静岡済生会総合病院）
　　　　岡野　　翼（総合東京病院）
　　　　宮本　桃子（上尾中央総合病院）

認定試験を合格された方々には、各施設でCT検査の技術向上において中心的な役割を担っていただけ
たら幸いです。
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本会の動き

2021年度　救急セミナー Web 開催報告

公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会
学術理事　滝口　泰徳

　2022年1月12日（水）にWeb会議システムを用いて、第5回　2021年度救急セミナー Webを開
催しました。参加は19人の申し込みがありました。内訳は、埼玉県以外にも多くの地域からの参加があり、
オンラインセミナーのメリットと考えています。内容と講師は、以下の通りです。

　　　　　　　　　　　　　　　　 プログラム（敬称略） 　　　　　　　　　　　　　　　　
総合司会

JCHO船橋中央病院　　滝口　泰徳
19：00～19：30 DMATにおける診療放射線技師の役割～私たちにできること～

上尾中央総合病院　　井田　　篤
19：40～20：10 災害対策をはじめよう！

埼玉医科大学総合医療センター　　大根田　純
20：20～20：50 緊急時に備えていますか？心肺停止患者対応の訓練と課題

さいたま市立病院　　野々浦成美

埼玉県診療放射線技師会では救急撮影ケーススタディとして、「1つの疾患に対して、身体所見、生理
検査から総合的に画像検査を捉える」ことを目的にグループワークを含む講習会を行ってまいりました。
しかし、新型コロナウイルスの感染拡大の観点から今年度も集合型での講習会は難しく、Web（Zoom）
を用いたオンラインでの座学中心の講習会を救急セミナーとして企画しました。今回はケーススタディで
はテーマにしにくい災害医療や心肺停止患者の対応について各施設の取り組みを紹介しました。

今回のテーマはいずれもいつ起こるかわからない災害や緊急事態に対して、どれだけ備えることが出来
るのかということを改めて考えさせられる内容でした。このような企画は会員の皆さまにとって有意義で
あると考えています。

最後になりますが、講師の皆さま、およびセミナーに参加していただいた皆さまにこの場をお借りして、
心よりお礼申し上げます。
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本会の動き

2021年度　乳腺セミナー開催報告

学術担当　亀山　枝里

埼玉県診療放射線技師会主催の乳腺セミナーは、2022年1月16日（日）、コロナ禍のためオンライン
開催となりました。受講された参加者数は22人でしたが、オンライン開催の利点でもある遠方からの参
加もみられ関心の高さを知ることができました。

今回のセミナーではマンモグラフィだけではなく、乳腺エコーや乳腺MRIについても学ぶことができ、
症例検討では一つの症例をモダリティごとに読影を行い、病理から治療方法まで一連の流れで学ぶことが
できる内容でした。また、読影の際にはZoomの投票機能を使用することで、オンラインセミナーでも
座学だけではなく、受講者参加型のセミナーとなりました。

セミナー後のアンケートに関しても、良かったとの回答をいただけ、次回開催に向けてのご意見もいた
だけました。今回ご講演いただきました山田先生、新島先生、坂井先生にはこの場をお借りしお礼申し上
げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　 プログラム（敬称略） 　　　　　　　　　　　　　　　　
 総合司会：亀山　枝里（熊谷総合病院）
　　　　　　　　　　　　　
13：00～14：00　　マンモグラフィの基礎と読影法　　　　　山田　智子（さいたま赤十字病院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
14：00～15：00　　乳腺エコーの基礎と読影法　　　　　　　新島　正美（熊谷生協病院）

15：10～16：10　　乳腺MRIの基礎と読影法　　　　　　　　坂井　香澄（関東中央病院）

16：10～17：10　　症例検討　　　　　　　　　　　　　　　山田　智子（さいたま赤十字病院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 新島　正美（熊谷生協病院）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 坂井　香澄（関東中央病院）
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本会の動き

2021年度　上部消化管検査認定講習会＆認定試験　開催報告

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
学術委員　浅見　純一

2022年1月23日（日）に2021年度上部消化管検査認定講習会を、Zoomを利用したオンライン形式
で開催しました。申込者数は17人で全講習会を聴講し修了された方は12人でした。新型コロナウイルス
の感染拡大を受けて、今年度も前回と同様に、完全オンライン形式での開催となりましたが、広島県や熊
本県などの遠方から参加された方もいましたので、オンライン開催による効果だと思っております。今後
もより充実した講習会を目指すように企画して参ります。

また、2022年2月6日（日）に第18回上部消化管検査認定試験を開催しました。今回より、筆記試験、
読影試験はオンライン試験となり、準備など含めて大変ではありましたが、大きなトラブルもなく開催す
ることが出来ました。県外の方を含めた18人が受験して、B評価者が2人という結果でした。今後も、新
型コロナウイルスの感染状況に左右されないように、講習会や認定試験を企画して参りますので、ぜひ、
ご参加ください。講習会のプログラムおよび講師は下記の通りです。

　　　　　　　　　　　　　　　　 プログラム（敬称略） 　　　　　　　　　　　　　　　　
開催日：2022年1月23日（日）
会　場：Zoomを利用したオンライン講習
8：30～ 9：30　X線透視装置の基礎：画質：性能評価　　浅見　純一（行田中央総合病院）
9：40～10：40　被ばく管理　　　　　　　　　　　　　　志田　智樹（丸山記念総合病院）

10：50～11：50　受診者管理
　　　　　　　　　（造影剤・検査説明・接遇・情報管理）　　伊藤　寿哉（埼玉石心会病院）
11：50～12：50　昼休み
12：50～13：50　上部消化管撮影技術　　　　　　　　　　池田　圭介（済生会川口総合病院）
14：00～15：00　上部消化管検査に必要な病理　　　　　　今出　克利（さいたま市民医療センター）
15：10～16：10　上部消化管検査に必要な読影　　　　　　今出　克利（さいたま市民医療センター）
16：20～17：20　精密検査法とレポート作成　　　　　　　大森　正司（さいたま赤十字病院）

終わりに、参加された受講生の皆さま、講義を担当して頂いた先生方に、この場を借りて深くお礼申し上
げます。

【講師の方々】
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本会の動き

【上部消化管検査認定者】
A認定：なし
B認定：中村　隆行（済生会川口総合病院）
　　　　澤田　英二（三郷中央総合病院）

認定試験を合格した方々には、各施設において撮影技術向上と精度管理の普及をお願いするとともに、放
射線業務の質の向上に努めて頂きたいと思います。
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本会の動き

2021年度　第19回　胸部認定試験　開催報告

公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会
学術理事　滝口　泰徳

2022年1月30日（日）に埼玉県診療放射線技師会主催の第19回胸部認定試験がオンライン形式で開催
されました。認定試験の受験者は県内外合わせ11人でした。昨年度は新型コロナウイルス感染拡大の影
響で、認定講習会および認定試験の開催は叶いませんでしたが、今年度はオンラインで試験を行うことで
無事に開催することが出来ました。

開催方法はZoomで受験者と通信を行ったまま、Webのアンケートサイトを用い読影問題、および筆
記問題を回答する方法をとりました。可能な限り従来の試験との格差をなくすため、筆記試験は選択方式、
読影試験は記述方式で回答を収集しました。読影試験に関しては3回前より高精細モニタを用いた試験方
式でした。一人につき1台のモニタで、3分おきに変わる画像を読影する方式をとっていましたが、「拡大
表示をしたい」、「制限時間内に自由に読影したい」との意見を頂いており、そちらに関しては今回の試験
方式で改善されたのではないかと思います。ただ、オンライン方式での受験者のほとんどが通常のPCで
参加しており、モニタの輝度や解像度、医用モニタではないことによるコントラストの違いにより、少数
ではありますが「画像が見にくい」との意見があり、今後の課題とさせていただければと思います。

認定試験を行うにあたり、問題作成にご協力いただいた講師の先生方、オンライン開催に向けさまざま
な意見を下さった学術委員、また受験いただいた皆さまにこの場をお借りしてお礼を申し上げます。

認定試験の結果は以下の通りです。

【胸部認定】

A認定：該当者なし
B認定：大塚　虹歩　（三愛病院）
　　　　輪島　健大　（伊奈病院）
　　　　白石　健吾　（埼玉医科大学総合医療センター）
　　　　上野　真帆　（上尾中央総合病院）
　　　　吉田　寛将　（西大宮病院）
　　　　鈴木愛理沙　（西大宮病院）
　　　　中村　亮太　（上尾中央総合病院）
　　　　中里　　奨　（済生会川口総合病院）

認定試験を合格者した方々には、各施設において撮影技術向上と精度管理の普及をお願いするとともに、
放射線業務の質の向上に努めていただければ幸いです。
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2021年度　MRI基礎講習会（Web）開催報告

埼玉県診療放射線技師会
学術理事　近藤　敦之

埼玉県診療放射線技師会が主催してきたMRI基礎講習会は、昨年に引き続きZoomを利用したオンラ
インセミナーとし2022年2月12日（土）に開催した。内容は、問題解説が中心となった。受講者は46人
であった。

　　　　　　　　　　　　　　　　 プログラム（敬称略） 　　　　　　　　　　　　　　　　
2022年2月12日（土）                         

12：30～　　　　 入室開始
13：00～14：00　基礎分野問題解説　　　　　自治医科大学附属さいたま医療センター　池田　欣正
14：10～15：10　技術分野問題解説　　　　　　　　　埼玉医科大学総合医療センター　細井　慎介
15：20～16：20　管理分野問題解説　　　　　　　　　　　　　さやま総合クリニック　坂口　功亮
16：30～17：00　試験傾向と最新技術解説　　　　　　　　　　　　埼玉医科大学病院　近藤　敦之
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

基礎分野問題解説は基礎物理、正常解剖、画像解剖、読影に関連した分野を池田先生に解説していただ
いた。初心者から上級者までの全ての土台となる部分を丁寧に解説していただいた。技術分野問題解説で
は、MR撮像、画像再構成、シーケンスやアーチファクトの問題を細井先生に解説していただいた。磁気
共鳴専門技術者の中でも幅広い知識が求められる分野をわかりやすく解説していただいた。管理分野問題
解説は安全管理に関連する分野であり、坂口先生に解説していただいた。この分野は、実臨床において重
要であり、安全なMRI検査を行うための基本事項をしっかりと解説していただいた。試験傾向と最新技
術解説では、基礎講習会の追加説明、除外問題の解説、技術解説（Boneイメージング）を取り上げました。

最後に、講師の皆さま、受講者の皆さま、協力いただいた皆さまに感謝申し上げます。
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放射線被ばくに関する講習会　開催報告

公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会
公益理事　紀陸　剛志

2022年2月19日（土）に埼玉県診療放射線技師会主催の放射線被ばくに関する講習会が、オンライン
にて開催されました。参加者は25人でしたが、埼玉県外からの申し込みも多数ありました。オンライン
開催の利点でもある、遠方からの参加者の多さから、放射線被ばくに関する関心の高さを知ることができ
ました。

今回は、今一度「放射線被ばくについて見直してみよう」という趣旨から、会員の皆さまには、改めて
放射線防護を考えるべく、患者さんに対する放射線防護、医療従事者に対する放射線防護、それぞれにつ
いて考え直すきっかけとなるよう、講師の方々にご講演いただきました。特別講演では、「放射線につい
て考えよう。」というテーマで、同著者の多田先生にご講演いただきました。われわれが、放射線につい
て忘れていることや誤解して記憶していることをご教授いただきました。さらには、放射線事故や放射線
を扱うことに対する再教育の重要性を感じる、非常に興味深い講演内容でした。

最後に、講演会の途中の通信トラブルでは、不測の事態でご迷惑をおかけしました。お詫び申し上げま
す。また当講習会にご協力いただきました講師の方々、ご参加いただきました会員の皆さまに、この場を
お借りしてお礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　 プログラム（敬称略） 　　　　　　　　　　　　　　　　
 総合司会　埼玉医科大学病院　紀陸剛志

１．放射線防護について考える～患者編～　　　　　　　　　　　　　　
①放射線防護の最新知見 JART医療被ばく安全管理委員会　　鈴木　賢昭
②放射線防護の現状（東京多摩地域） 公立福生病院　　野中　孝志
③放射線防護の現状（埼玉県） SART公益委員　さいたま赤十字病院　　大河原侑司
 上尾中央総合病院　　嶋崎　恭介

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
２．放射線防護について考える～従事者編～　　　　　　　　　　　　　

①改正電離則の概要 さいたま赤十字病院　　北山　早苗
②実践的従事者防護 上尾中央総合病院　　佐々木　健

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
３．特別講演　「放射線について考えよう。」　　　　　　　　　　　　
 大学共同利用機関法人　高エネルギー加速器研究機構　准教授　　多田　　将
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第３回SART被ばく相談事例検討会　開催報告

公益社団法人　埼玉県診療放射線技師会
公益理事　紀陸　剛志

2022年2月22日（火）に埼玉県診療放射線技師会主催の第3回SART被ばく相談事例検討会が、オン
ラインにて開催されました。参加者は17人でしたが、埼玉県外からの申し込みも多数ありました。オン
ライン開催の利点でもある、遠方からの参加者の多さから、被ばく相談に関する関心の高さを知ることが
できました。

診療放射線技師として日ごろ、診療にたずさわる中で、被ばく相談をされた際に、なんて答えようか不
安がある方、被ばく相談に上手く対応できなかった経験をお持ちの方、被ばく相談に興味がある方々にご
参加いただきました。

今回も埼玉県診療放射線技師会の公益委員が、講師を務めました。公益委員の主な活動の中に、メール
による被ばく相談があります。被ばく相談は、対面式や電話、メールなどさまざまな形態がありますが、
基本的な考え方や進め方、伝え方は同じだと思います。その被ばく相談を＂ととのえる＂為に知っておき
たいコツと、被ばく相談のノウハウを事例紹介とともにご講演いただきました。質疑においても、積極的
な意見交換が行われ、ご参加いただいた皆さまと一緒に、被ばく相談について考えることができたと感じ
ております。

最後に、当講習会にご協力いただきました講師の方々、ご参加いただきました会員の皆さまに、この場
をお借りしてお礼申し上げます。

　　　　　　　　　　　　　　　　 プログラム（敬称略） 　　　　　　　　　　　　　　　　
 総合司会　埼玉医科大学病院　紀陸　剛志 

1．【19:00～19:30】
放射線被ばくに関する基礎知識 埼玉県立小児医療センター　佐藤　克哉

2．【19:30～20:40】
被ばく相談を＂ととのえる＂為に知っておきたいコツ
①傾聴法や被ばく相談について 白岡中央総合病院　石田　仁子
②事例紹介 済生会栗橋病院　　内海　将人
③質疑応答
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第三支部

第三支部だより　
 第三支部理事　市川　隆史

すがすがしい若葉の季節を迎え、皆さまにはご清祥にお過ごしのこととお慶び申し上げます。
さて昨年度、いまだCOVID-19の感染の影響で、例年行事である川越市健康祭りやリレーフォーライ

フの開催はなく、第三支部ではWeb開催の勉強会のみの活動となりました。また、納涼会、新年会など
の親睦活動も自粛せざるを得ない状況でした。本年度も当面の間、対面で集合するような親睦活動は未定
とさせて頂きますが、期待をもって状況を見ていきたいと思います。

勉強会については、埼玉県診療放射線技師会活動に鑑みて当面の間Web形式で開催する予定です。皆
さまのご参加を心よりお待ちしております。

【報告事項】
１．第2回　第三支部勉強会・総会
（ア）日時：2022年3月18日（金）18：30～19：30
（イ）場所：COVID-19感染対策でZoomにて開催
（ウ）内容：「胸部認定取得に向けた読影の基礎」

　　　　　　　　埼玉医科大学総合医療センター中央放射線部　白石　健吾
　　　　　参加人数：14人

２．第3回　支部役員会
（ア）日時：2022年3月18日（金）19：30～20：00
（イ）場所：COVID-19感染対策でZoomにて開催
（ウ）内容：役員交代による申し送り・次年度運営に関して

　　　　　参加人数：8人

【今後の予定】　
１．2022年度　第１回第三支部役員会
（ア）日時：未定
（イ）場所： Zoomでの開催を予定
（ウ）内容：年間活動予定報告

２．2022年度　支部合同勉強会
（ア）日時：2022年５月21日（土）14：00～17：00
（イ）場所：オンライン開催
（ウ）内容：「ディスカッション ～ なんでもいいから諸先輩に聞いてみよう！ ～」

　　　　　　　　「タスクシフト/シェアについてのアンケート」
　　　　　　　　「診療放射線技師のタスクシフト/シェアと業務拡大について(仮)」
　　　　　　　　「救急センター看護師だった診療放射線技師が、進化する診療放射線技師に伝えられること」

※第三支部活動は随時、埼玉県診療放射線技師会ホームページに掲載しますのでご確認ください。
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【2021年度総会開催報告】
2022年3月18日（金）に「2021年度　第三支部総会」を開催しました。
第2回勉強会（Web開催）の後、支部の役員のみでの開催となりました。
開催時の資料を、この場を借りて提示させていただきます。 各
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第六支部

～Lock on～
埼玉県診療放射線技師会

第六支部

1.巻頭言　
2.総会報告
3.旧役員退任あいさつ

巻頭言
丁寧なコミュニケーション

 埼玉県立小児医療センター　茂木健太朗

新型コロナウイルスが流行し始め早くも2年半がたつ。マスク着用や会食を控え、ミーティン
グや飲み会をオンラインで行うなど、新しい生活様式も今では当たり前に感じるまでに浸透し
てきた。だが、かつてのように気軽にしていた対面でのコミュニケーションとは違い、感染対
策として会話は手短に済ませがちだったり、オンラインではスムーズなやり取りが思ったよう
にいかなかったりする。

仕事では、上司や部下、他職種、世代の異なる相手がいて、それぞれ異なる考えを持っている。
チームで良い仕事をするには良い職場環境、特に職員同士の信頼関係が必要であるが、感染対
策として会話も控えめにと言われてしまっては、いっそう職員同士のコミュニケーションが減り、
信頼関係も築きにくくなっているのではないか。

私は最近、人間関係で失敗をしている。去年、私は両親たちと2世帯で暮らし始めた。やはり
というべきか、一緒に暮らし始めてしばらくして妻と母の関係がうまくいかなくなった。嫁姑
問題である。世代間の生活習慣に対する価値観の違いも原因の一つであったが、それ以前に、
家族の間柄となったとはいえ、本人同士にしてみれば、まだまだお互い知らない事だらけの＂他
人＂であったのだ。そこを十分にケアしないまま、面倒事を頼んだり、引き受けたりと、空気
が読めていなかった私の失敗であった。

その後、私達の仲は1歳半の息子が取り持ってくれた。母には息子との遊びには積極的に関わっ
てもらったところ、息子の振りまく無邪気な笑顔につられ、自然な状態で妻と母がコミュニケー
ションをとれる環境が生まれた。そして互いの理解と信頼を築くことができたのだ。

さて5月になり、皆さんも新しい人間関係が落ち着いてきた頃だと思う。平時であれば大型連
休にBBQで親睦を深めるといった行事がひらかれていたところだが、今年もコロナ禍とあって
歓送迎会も行えなかったご施設も多いのではないだろうか。

イベントなどの楽しい時間を共有できる場は、お互いを知り信頼関係を築くうえで大切だっ
たと思う。家族の間柄でも互いの理解が難しいなら、まして本当の他人ならなおさら丁寧な付
き合い方をしなくてはいけないのではないか。

信頼感はこちらからはたらきかけ、相手から得られるものである。信頼感を深める要素を挙
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げるならば、その人の能力や成果はもちろんだが、誠実さや価値観、相手との接触頻度や自分
への関心、といったものがあると思う。これらは相手に対して、丁寧にしっかりと対応し、自
分のことを伝えるだけでなく相手の話をきちんと聞き理解を示すことの積み重ねで高められる。
これらは簡単ではないが、せめてあいさつや連絡をとる頻度を上げることから始めたい。

マスク着用のせいで表情が読みにくく、対話の機会が減っている今だからこそ、丁寧なコミュ
ニケーションをとるようにしていきたいと思う。

旧役員退任あいさつ
　4年間第六支部の総務・学術を努めさせていただきました。会長をはじめ役員の皆さま方には
大変お世話になりました。総務では納涼会や忘年会の企画・運営、学術ではコロナ禍のため、
会議ツールを用いたWebでの定期講習会を企画・運営させていただいたことは大変貴重な経験
となりました。これからは、六支部の一会員としてさまざまな行事に参加し、貢献していきた
いと思います。4年間ありがとうございました。
 上尾中央総合病院　飯島　　竜

　この2年間の任期中はオンラインを通じての活動となり、至らぬ点も多々ありましたが、貴重
な経験となりました。

皆さまには大変お世話になり、ありがとうございました。
これからも技師会の活動を通して、皆さまと連携していきたいと思います。

 埼玉県立小児医療センター　牧　　隆史

2021年度　埼玉県診療放射線技師会第六支部
定期総会報告

去る3月10日（木）に公益社団法人埼玉県診療放射線技師会第六支部定期総会が無事終了致
しました。お忙しい中、多くの出席および委任状提出いただきありがとうございました。

会員の皆さまには引き続きご協力とともにご指導、ご鞭撻をいただけます様、よろしくお願
い致します。

各
支
部
掲
示
板

埼玉放射線・Vol.70　No.2　2022 182（77）



各支部掲示板

2021年度　埼玉県診療放射線技師会第六支部
総会議事録

１．日　　時　2022年3月10日（木）19時00分～19時30分
２．開催方式：Zoomを用いたWeb
３．会 員 数　337人
４．出 席 者　20人　　委任状提出者　224人　　合計　244人
５．開　　会
６．会長挨拶
７．議長選出・書記任命

議長に埼玉小児医療センター　茂木健太郎氏、書記に指扇病院　石川直哉氏、上尾中央総
合病院　中川原拓実氏が選出された。

８．議事事項
･ 2021年度事業報告
･ 2021年度決算報告
･ 監査報告（事業監査報告、会計監査報告）
･ 2022年度事業計画案
･ 2022年度予算案

９．議事の経過
総会出席者数の審査の結果、本総会は成立する旨が報告された。
2021年度事業報告を茂木会長が報告。
2021年度決算報告を大川会計が報告。
監査報告は山口明氏により、事業が適正であったと報告された。また、会務・事業に対し

収支共に健全に行われていると認める旨を報告された。
議長は議事について順次に賛否を諮り、賛成多数により全議事ついて承認された。
2022年度事業案を茂木会長、2022年度予算案を牧会計が説明した。
議長は議事について順次に賛否を諮り、賛成多数により全議事ついて承認された。

10．役員選挙
本年の選挙は行われず。

11．閉会

以上のとおり議事が進行されたことを報告致します。
 2021年3月10日（木）
 第六支部理事　茂木　雅和
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求人コーナー

求人コーナー
本会は、求人情報の掲載のみで、雇用内容に関するお問い合わせは受けておりません。また雇用契約に

一切関わっておりません。

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会発行の会誌「埼玉放射線」で、診療放射線技師の求人コーナーを
掲載しております。次の掲載要項をご理解の上、申し込みくださるようお願い申し上げます。

掲載要項
発 行 部 数：約1490部

　発行エリア：埼玉県内
発 行 月：１・５・７・10月中旬

　原稿締切日：発行月の１カ月前の１日
申 込 方 法：求人広告掲載申し込み用紙でFAX、または同項目を記載し電子メールにて申し込み。

　　　　　　　法令により年齢や性別に関する記述はできません。
掲 載 可 否：後日担当者より連絡
掲 載 料：１回１万円
振 込 先：掲載決定後にご連絡

求
人
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議事録

2021年度　第1回常務理事会議事録（抄）

日　　時：2021年4月1日（木）19:00～21:00
場　　所：ZoomによるWeb会議
出 席 者：会　　長：田中　　宏

副 会 長：堀江　好一
常務理事： 今出　克利、潮田　陽一、

八木沢英樹、城處　洋輔、
結城　朋子

欠 席 者：富田　博信、佐々木　健

第１．議事録作成人　議事録署名人の選出
議　　　　長　田中　　宏
議事録署名人　堀江　好一、今出　克利
議事録作成人　結城　朋子

と定めた。
議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、田中

会長を議長に選出し、
2021年度第1回常務理事会を開催した。

第２．報告および確認事項
１．副会長（堀江）
（１）公益インフォメーションへの次年度事業計画お

よび予算の提出が終了した。

２．総務（城處）
（１）フレッシャーズセミナーをeラーニング形式で

6月ごろに開催予定。

３．編集情報（八木沢）
（１）会誌5月264号について報告した。

ア．2021年5月25日完成　発送予定
（２）会員データベースおよび演題登録システムのデ

モを5月中に予定。

４．学術（今出）
（１）第34回埼玉県診療放射線技師学術大会をオン

ライン形式で開催した。
ア．日時：2021年3月14日（日）
イ．会場：Zoomを利用したオンライン形式
ウ．申込者数：194人（埼玉県内：186人、県外：

8人）
エ．添付資料①　開催報告とアンケート調査結果

５．財務（潮田）
（１）顧問税理士の月次監査を受けた。

ア．日時：2021年3月27日（土）
（２）Pay Pay決裁有料化の連絡があった。利率発表

は3月31日予定であったが、8月31日へ延期と
なった。

第３．審議・承認事項
なし

次回、2021年度　第2回常務理事会予定　2021年
8月5日（木）

配布資料(メール配信を含む)
（１）総務資料
（２）編集情報資料
（３）学術資料
（４）財務資料
（５）前回議事録

本会議の議決を証明するために、議事録署名人にお
いて署名捺印します。

2021年4月1日（木）

議事録署名人　　　堀江　好一　　（押印略）
　　　　　　　　　今出　克利　　（押印略）
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2021年度　第6回理事会議事録（抄）

日　　時：2021年11月4日（木）19:00～21:30
場　　所：ZoomによるWeb会議
出 席 者：会　　長：田中　　宏

副 会 長：富田　博信、潮田　陽一
常務理事： 今出　克利、八木沢英樹、

城處　洋輔、清水　邦昭、
中根　　淳

理　　事： 肥沼　武司、滝口　泰徳、
近藤　敦之、吉田　　敦、
紀陸　剛志、双木　邦博、
大西　圭一、市川　隆史、
大野　　渉、矢崎　一郎、
茂木　雅和

監　　事：浅野　克彦
顧　　問：小川　　清
事 務 局：結城　朋子、戸澤　茜

欠　　席： 鈴木　正人、堀江　好一、佐々木　健

第１．議事録作成人、議事録署名人の選出について
議　　　　長：田中　　宏
議事録署名人：田中　　宏、浅野　克彦
議事録作成人：八木沢英樹　と定めた。

第２．報告および確認事項
１．会長（田中）
（１）報告事項なし。

２．副会長（富田）
（１）日本診療放射線技師学術大会が11月12日（金）

～14日（日）に東京ビックサイトで開催する。
（２）「告示」研修会について

ファシリテーター講習会を11月6日（土）と7
日（日）にパース大学（群馬県）にて開催する。

３．副会長（潮田）
（１）顧問税理士の月次監査を受けた。

ア．日程：2021年10月30日（土）
イ．内容：消費税のインボイス制度

電子帳簿保存法（ネット販売で物品を購入し
た場合は、必ず領収証などをPDFで保存す
ること）

４．総務（今出）
（１）第19回上部消化管認定講習会、委嘱状の発送

について
ア．該当者6人に対して、委嘱状を作成した。（公

印番号3-27） 
イ．10月19日（火）に郵送した。

（２）コロナ感染状況を鑑み、新春の集いは今年度も
中止とする。

（３）今後の会議予定　

日時 イベント名 備考欄
2021/12/ 2（木） 第2回常務理事会
2021/12/30（木） 第5回常務連絡会
2022/ 1/ 6（木） 第7回理事会
2022/ 2/ 3（木） 第3回常務理事会
2022/ 2/24（木） 第6回常務連絡会
2022/ 3/ 3（木） 第8回理事会

５．総務（八木沢）
（１）報告事項なし。

６．編集・情報（清水）
（１）埼玉放射線10月266号発送済み

ア．内容：
（ア）「誌上講座」

「脊髄再生医療リハビリテーションにおけ
る当院の対応と臨床検査技師・診療放射線
技師の関わり」肥沼理事　吉田理事

（イ）「技術解説」
富士フイルム富山化学：フルデオキシグル
コース（18F）静注「FRI」の紹介
バイエル薬品　MRI用造影剤自動注入装置　
- MRXperion - 

（ウ）支部合同勉強会　抄録集（後抄録）
さいたま赤十字病院　放射線科部　
池野　裕太　氏
埼玉県済生会栗橋病院　放射線技術科　

 内海　将人　氏
（エ）会告

CT認定講習会のお知らせ
AI講習会のお知らせ
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乳腺セミナーのお知らせ
2021年度　救急セミナーWeb開催のお
知らせ
第19回上部消化管検査認定講習会　
第19回胸部認定講習会Web開催のお知
らせ

（２）会誌埼玉放射線1月267号
締め切り12月1日（水）

ア．内容：
（ア）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会　

抄録集
（イ）第六支部定期講習会2人
（ウ）「技術解説」富士フイルム株式会社

（３）委員会開催予定
ア．第1回編集情報委員会　2021年9月9日（木）

済み
イ．第２回編集情報委員会　2021年11月予定

（４）会誌発行部数変更　1490部

７．編集・情報（吉田）
（１）ホームページ

ア．Webサイト　掲載および更新（会員用）
（ア） 第97回 埼玉CT Technology Seminar 

開催のご案内
（イ） 2021年度 救急セミナー 

Web開催のお知らせ
（ウ）乳腺セミナー開催のお知らせ
（エ） 2021年度　第19回上部消化管検査

認定講習会
（オ） 第98回 埼玉CT Technology Seminar 

開催のご案内
イ．新エントリーフォームについて　
（ア）申込番号が連番になってしまう。
（イ）システムが独立しておりイベントカレンダー

と連動できない。
（ウ）申し込み後のサンクス画面にてリロード、

戻るボタンを押下すると同じデータが連続
でデータベースに書き込みされてしまう
（修正済み）。

ウ．メールマガジン
（ア）メルマガNo.110配信

８．財務（肥沼）
（１）10月６日（水）公益法人 informationに昨年

度事業報告再提出を行った。　
（２）10月11日（月）

学術大会演題申込を新規フォームにて開設した。
（３）10月14日（木）公益法人 informationに理事

登記変更届提出を行った。
（４）10月15日（金）eBook準備のためSARTホー

ムページのSSL取得をした。
URL、トップページからhttp:/～　を　
/https://～　へ自動表示変換

（５）10月26日（火）eBook準備のためDNSを設
置した。
サブドメインe-books.sart.jpで作成、キタジ
マ出版側との連携を確認した。

（６）Facebookについて
ア．アカウント作成（現在非公開）した。

URL（https://www.facebook.com/sart.
net.jp）

ウ．ソーシャルメディア運用規定の修正を行った。
（添付資料）

エ．ソーシャルメディア利用管理規定の修正を
行った。（添付資料）

オ．Facebookのテスト配信を始める。

９．学術（城處）
（１）2021年度第4回学術委員会を開催した。

ア．日時：2021年10月25日（月）
イ．会場：ZoomによるWeb会議 
ウ．添付資料：第4回学術委員会議事録

（２）第5回 SART学術ナイトセミナーを開催した。
ア．日時：2021年10月27日（水）
イ．会場：ZoomによるWeb開催
ウ．参加人数：29人
エ．添付資料： 第5回 SART学術ナイトセミナー

開催報告
（３）JART基礎技術講習会の次年度開催について

ア．一般撮影を予定

10．学術（中根）
（１）第5回 SART学術ナイトセミナー開催報告

ア．申込者29人

11．公益（佐々木）
（１）報告事項なし。
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12．公益（紀陸）
（１）報告事項なし。

13．第一支部（双木）
（１）今後の予定

ア．支部勉強会の開催
（ア）日時：2021年12月中旬
（イ）Zoomによる開催
（ウ）内容：未定

14．第二支部（大西）
（１）支部合同勉強会実行委員会（Web会議）へ参

加した。
ア．日時：2021年11月1日（月）19:00～

（２）今後の予定なし。

15．第三支部（市川）
（１）報告事項なし。
（２）今後の予定なし。

16．第四支部（大野）
（１）報告事項なし。
（２）今後の予定

ア．４支部Web勉強会の開催
（ア）日時：2022年1月20日（木）

17．第五支部（矢崎）
（１）報告事項なし。
（２）今後の予定なし。

18．第六支部（茂木）　
（１）報告事項なし。
（２）今後の予定

ア．2021年度第2回支部勉強会の開催（詳細は
未定）

イ．第3回支部役員会議
（ア）日時：2022年1月13日（木）
（イ）場所：Web会議
（ウ）参加人数：14人
（エ）内容：四半期報告、定期講習会等

（３）支部勉強会のYouTube配信についての報告
（報告者：仲西支部役員）

第３．審議・承認事項
１．議案-27　倉庫2F内装修繕について
（１）起案者：田中　宏（会長）
（２）事由：倉庫に２F家庭教師センターの内部状態

が悪く、早急に対応するため、添付した見積内
容で依頼しましたので事後承認をお願いします。

（３）実施日：2021年度内
資料をもとに、予算および修繕内容についての説明

があり、審議の結果、賛成多数で承認された。

２． 議案-28　2022年度 診療放射線技師のためのフ
レッシャーズセミナー（第23回SARTセミナー）
の開催について

（１）起案者：今出　克利（総務）
（２）事由：本セミナーは新入会員を対象としたセミ

ナーであり、日本診療放射線技師会と埼玉県診
療放射線技師会との合同企画で開催したい。

（３）開催日：2022年6月の日曜日
資料をもとに、プログラムおよび予算の説明があり、

審議の結果、賛成多数で承認された。

３． 議案-29　2022年、2023年の会誌作成業者に
ついて決定して欲しい。

（１）起案者：清水　邦昭（編集情報）
（２）事由：2年毎に見積りを取得して選定業者を決

定している。
（３）契約：2023年10月号作成（2023年10月31

日）まで
資料をもとに、審議の結果、選定企業は賛成多数で

「株式会社キタジマ」に決定した。

４． 議案-30　2021年度　役員研修会の開催につい
て

（１）起案者：今出　克利（総務）
（２）事由：例年実施している役員研修会（国会見

学）を開催したい。
（３）開催日：2022年2月の日曜日を予定
審議の結果、賛成多数で承認された。

５． 議案-31　放射線被ばくに関する講習会の開催に
ついて

（１）起案者：紀陸　剛志（公益）
（２）事由：2021年は、東日本大震災から10年とい

う節目の年であり、昨今、医療法の一部改正も
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あり、会員の皆さまに今一度「放射線被ばくに
ついて見直してみよう」という趣旨の講習会を
公益委員会で企画した。

（３）開催日：2022年2月～3月の土曜日（午後）
資料をもとに、プログラム内容と予算の説明があり、

審議の結果、賛成多数で承認された。

６．議案-32　 MR基礎講習会の開催について
（１）起案者：近藤　敦之（学術）
（２）事由：近年の磁気共鳴専門技術者認定試験問題

の解説を行う内容で、MR基礎講習会を企画し
た。

（３）開催日：2022年２月中の土曜日午後
資料をもとに、プログラム内容および収支予算の説

明があり、審議の結果、賛成多数で承認された。

７．議案-33　新入会員の承認
（１）起案者：今出　克利（総務）
資料をもとに、新入会員について、審議の結果、賛

成多数で承認された。

会員数1381人（2021年11月4日現在）

新入会 6人 2021年度累計 64人
再入会 1人 2021年度累計 5人
転入 0人 2021年度累計 4人
転出 0人 2021年度累計 9人
退会 1人 2021年度累計 5人

審議・承認事項まとめ

タイトル 資料 意見 質問 審議結果 特記事項 議案書
No,

1 倉庫2F内装修繕について 見積書 承認 なし 理-27

2
2022年度 診療放射線技師の
ためのフレッシャーズセミナー
（第23回SARTセミナー）の
開催について

予算案・
プログラム 2 1 承認 開催会場は、継続

審議 理-28

3 2022年,2023年の会誌作成
業者の決定について

見積書・
仕様書 3 2 承認 選定業者は，キタ

ジマ印刷に決定 理-29

4 2021年度　役員研修会の開
催について

予算案・
プログラム 1 1 承認 なし 理-30

5 放射線被ばくに関する講習会
の開催について

予算案・
プログラム 1 承認 なし 理-31

6 MR基礎講習会の開催につい
て

予算案・
プログラム 1 1 承認 開催日時を再考 理-32

7 新入会員の承認 会員の動向 １ 承認 なし 理-33

配信資料（メール配信を含む）
（1）総務
（2）学術
（3）公益
（4）財務
（5）編集・情報
（6）各支部
（7）議案書

本会議の議決を証明するために、議事録署名人にお
いて署名捺印します。

2022年1月6日（木）

議事録署名人　　　田中　　宏　（押印略）
　　　　　　　　　浅野　克彦　（押印略）
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2021年度　第2回常務理事会議事録（抄）

日　　時：2021年12月2日（木）19:00～21:00
場　　所：ZoomによるWeb会議
出 席 者：会　　長：田中　　宏

副 会 長：潮田　陽一
常務理事： 今出　克利、八木沢英樹、

佐々木　健、城處　洋輔、
中根　　淳、清水　邦昭

監　　事：浅野　克彦、堀江　好一
欠 席 者： 富田　博信、結城　朋子、戸澤　　茜

第１．議事録作成人　議事録署名人の選出
議　　　　長　田中　　宏
議事録署名人　田中　　宏、潮田　陽一
議事録作成人　八木沢英樹

と定めた。
議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、田中

会長を議長に選出し、2021年度第2回常務理事会を
開催した。

第２．報告および確認事項
１．会長（田中）
（１）第35回日本診療放射線技師学術大会の開催に

おける感謝状を日本診療放射線技師会より頂い
た。

２．副会長（富田）
（１）自由民主党予算政策懇談会に要望を提出する予

定。
ア．診療放射線技師の適正配置について
イ．画像診断分野のAI技術支援について
ウ．正しい放射線の知識の周知のため、診療放射

線技師による患者に寄り添った被ばく相談能
力の活用について

（２）政策ヒアリングの動画の公開について
ア．2021年11月24日（水）本会上田会長は、

畦元代議士（診療放射線技師）仲介のもと、
岸田首相との面談を行った。

３．副会長（潮田）
（１）11月22日（月）北関東会長会議に参加した。
４．総務（今出）
（１）MRI基礎講習会、委嘱状の発送について

ア．該当者4人に対して、委嘱状を作成した。（公

印番号3-30）
イ．11月30日（火）に郵送した。

（２）第一支部勉強会、委嘱状の発送について
ア．該当者2人に対して、委嘱状を作成した。（公

印番号3-31）
イ．12月2日（木）に郵送した。

（３）2021年度第1回総務・財務委員会を開催した。
ア．開催日：2021年11月30日（火）
イ．場所：Zoomを利用したオンライン形式
ウ．添付資料：2021年度第1回総務・財務委員

会議事録
（４）2022年度フレッシャーズセミナーについて

ア．開催日：2022年5月15日（日）
イ．会場：大宮ソニックシティビル　市民ホール

401・401を仮予約
（５）2022年度　SART定期総会について

ア．開催日：6月19日（日）14:00～で企画
イ．会場未定

５．総務（八木沢）
　報告事項、特になし。

６．学術（城處）
（１）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会の開催

案内について内容を確認した。
（２）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会の大会

ポスターを決定した。
（３）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会のプロ

グラムを確定した。
（４）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会の機器

展示の募集要項および機器展示料について確認
した。

（５）ソニックシティでインターネット環境の調査に
ついて報告した。

（６）特別講演の控室について
７．学術（中根）
（１）AI講習会の開催を報告した。
８．編集情報（清水）
（１）1月号の会誌を作成中である。
（２）会誌のe-book化について進捗状況を報告した。
９．公益（佐々木）
（１）被ばく相談

ア．10月）３件
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イ．11月）1件
（２）勉強会開催に関して

ア．2021年度被ばく相談事例検討会：2022年2
月22日（火）開催

イ．2021年度放射線被ばくに関する講習会：
2022年2月19日（土）開催

（３）第2回公益委員会を12月7日に開催予定

第３．審議・承認事項
１． 常務理事会議案-1　SARTホームページの更新費

用について
（１）起案者：清水　邦昭（編集情報）
（２）事由：ホームページの更新費用について、現在

は月に3回の更新ということで2万円の契約と
なっていた。しかし、掲載量が多く月3回の更
新では間に合わなくなるため、7回更新での契
約をお願いしたく審議の程、お願い致します。

（３）実施日：2022年1月から
資料をもとに、予算および契約内容についての説明

があり、審議の結果、更新内容の変更と見積りを再度
取り直し、継続審議となった。

２． 常務理事会議案-2　受付管理システム仕様変更
について

（１）起案者：吉田　敦（編集情報）
（２）事由：エントリーシステムの受付番号の割り振

りが全イベント通しでの割り振り方法となって
いる。人数の把握が困難のため、イベントごと
に受付番号を割り振るようシステム変更をした
い。

（３）実施日：2022年1月中を予定
資料をもとに、予算および変更内容についての説明

があり、審議の結果、仕様変更の内容および見積金額
の見直し、継続審議となった。

３． 常務理事会議案-3　第10回（2022年度）定期
総会開催について

（１）起案者：今出　克利（総務）
（２）事由：2022年度　公益社団法人埼玉県診療放

射線技師会　定期総会開催したい。
（３）実施日：令和4年6月12日（日）
資料をもとに、開催日および開催方式についての説

明があり、審議の結果、承認された。

審議・承認事項まとめ

No. タイトル 資料 意見 質問 審議結果 特記事項 議案書
No.

1 SARTホームページの更新費
用について あり 3 1 継続審議

更新内容の変更と
見積りを再度取り
直し

常理－1

2 受付管理システム仕様変更に
ついて あり 5 2 継続審議 仕様変更および見

積金額の見直し 常理－2

3 第10回定期総会開催について なし 1 1 承認 常理－3

次回、2021年度第3回常務理事会の開催は、2022
年2月3日（木）を予定している。

配布資料(メール配信を含む)
（１）会長資料
（２）総務資料
（３）編集情報資料
（４）学術資料
（５）財務資料
（６）議案書
（７）前回議事録

本会議の議決を証明するために、議事録署名人にお
いて署名捺印します。
2022年1月6日（木）

議事録署名人　　　田中　　宏　（押印略）
　　　　　　　　　潮田　陽一　（押印略）
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2021年度　第7回理事会議事録（抄）

日　　時：2022年1月6日（木）19:00～20:00
場　　所：ZoomによるWeb会議
出 席 者：会　　長：田中　　宏

副 会 長：富田　博信、潮田　陽一
常務理事： 今出　克利、八木沢英樹、

城處　洋輔、中根　　淳、
佐々木　健、清水　邦昭

理　　事： 肥沼　武司、滝口　泰徳、
近藤　敦之、吉田　　敦、
紀陸　剛志、双木　邦博、
大西　圭一、市川　隆史、
大野　　渉、矢崎　一郎、
茂木　雅和

監　　事：堀江　好一、浅野　克彦
顧　　問：小川　　清

欠　　席： 鈴木　正人、結城　朋子、戸澤　　茜

第１．議事録作成人、議事録署名人の選出について
議　　　　長：田中　　宏
議事録署名人：田中　　宏、堀江　好一
議事録作成人：八木沢英樹　

と定めた。

第２．報告および確認事項
１．会長（田中）
（１）報告事項なし

２．副会長（富田）
（１）告示研修を3月中に、埼玉医科大学病院での開

催を企画している。
年度内に2回開催予定

３．副会長（潮田）
（１）報告事項なし。

４．総務（今出）
（１）MRI基礎講習会、委嘱状の発送について

ア．該当者4人に対して、委嘱状を作成した。（公
印番号3-30）

イ．11月30日（火）に郵送した。
（２）第一支部勉強会、委嘱状の発送について

ア．該当者2人に対して、委嘱状を作成した。（公
印番号3-31）

イ．12月2日（木）に郵送した。
（３）2021年度第1回総務・財務委員会を開催した。

ア．開催日：2021年11月30日（火）
イ．場所：Zoomを利用したオンライン形式
ウ．添付資料：2021年度第1回総務・財務委員

会議事録
（４）2022年度フレッシャーズセミナーについて

ア．開催日：2022年5月15日（日）
イ．会場：大宮ソニックシティビル　市民ホール

401・401を予約した。
（５）2022年度　第11回定期総会について

ア．開催日：6月12日（日）14:00～
イ．会場：埼玉会館を予約した。

今年度の会議予定

日時 イベント名 備考欄
2022/ 1/ 6（木） 第7回理事会
2022/ 2/ 3（木） 第3回常務理事会
2022/ 2/24（木） 第6回常務連絡会
2022/ 3/ 3（木） 第8回理事会

５．総務（八木沢）
（１）役員研修会（国会見学）2022年2月20日（日）

６．編集・情報（清水）
（１）会誌埼玉放射線1月267号

締め切り12月1日（水）済み
初校正終了、1月7日（金）再校正出し予定

ア．内容：
（ア）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会　

抄録集
（イ）第六支部定期講習会抄録集（2人）
（ウ）「技術解説」富士フイルム株式会社

（２）会誌埼玉放射線５月268号
締め切り4月1日（金）

ア．内容：
（ア）2022年埼玉県診療放射線技師会総会資料

（３）委員会開催予定
第1回編集情報委員会　2021年9月9日（木）
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済み
第2回編集情報委員会　2021年11月19日（金）　
済み

（４）会誌発行部数　1490部

７．編集・情報（吉田）
（１）Webサイト　掲載および更新（会員用）

ア．5th Enhanced CT Imaging Seminar
イ．令和4年新春のつどい　開催中止のお知らせ
ウ．第61回 埼玉消化管撮影研究会開催案内
エ．第99回 埼玉CT Technology Seminar 開

催のご案内
オ．会誌バックナンバー262号　掲載
カ．会誌バックナンバー263～266号 サムネイ

ル・巻頭言　掲載
キ．令和3年度埼玉県診療放射線技師会 第一支部

第1回勉強会
ク．2021年度 MRI基礎講習会（Web）

～専門技術者認定試験から学ぶMRIの基本
知識～

ケ．2021年度　第19回胸部認定試験
コ．放射線被ばくに関する講習会
サ．第3回SART被ばく相談事例検討会
シ．2021年度　第12回CT認定試験
ス．2021年度第3回関東DR研究会

DR画像のきほんのキホンの基本 ～深層学
習～

セ．第四支部勉強会のご案内
（２）Webサイト　掲載および更新（一般用）

ア．会誌バックナンバー262号　掲載
イ．会誌バックナンバー263～266号 サムネイ

ル・巻頭言　掲載
（３）新フォームについて

ア．イベント登録時申し込みボタンをダブルク
リックすると２重で申し込みが行われる（修
正済み）

イ．受付管理システム仕様変更見積再取得（添付
資料）

（４）メールマガジン
ア．メールマガジン登録2件
イ．メールマガジンNo111配信

８．財務（肥沼）
（１）11月5日（金）Facebook試験運用開始

（２）11月16日（火）公益法人 informationに理事
登記変更届再提出

（３）11月30日（火）技師会センター予約システム
https化に伴う不具合を復旧

（４）12月4日（土）第35回学術大会一般演題採用
通知発信

（５）12月21日（火）HP更新、第35回学術大会機
器展示募集

（６）第35回学術大会Web抄録作成・公開（会誌
発行後）

９．学術（城處）
（１）第6回DR計測セミナーを開催した。

ア．日時：2021年11月11日（木）
イ．会場：ZoomによるWeb開催
ウ．参加人数：16人
エ．添付資料①：第6回DR計測セミナー開催報

告
（２）SART学術企画　AI（Artifi cial Intelligence）

講習会を開催した。
ア．日時：2021年11月18日（木）
イ．会場：ZoomによるWeb開催
ウ．参加人数：29人
エ．添付資料②：SART学術企画　AI（Artifi cial 

Intelligence）講習会開催報告
（３）第19回胸部認定講習会を開催した。

ア．日時：2021年12月5日（日）
イ．会場：ZoomによるWeb開催
ウ．参加人数：20人
エ．添付資料③：第19回胸部認定講習会開催報告

（４）第12回CT認定講習会を開催した。
ア．日時：2021年12月12日（日）
イ．会場：ZoomによるWeb開催
ウ．参加人数：18人
エ．添付資料④：第12回CT認定講習会

（５）第5回学術委員会を開催した。
ア．日時：2021年11月24日（水）
イ．会場：ZoomによるWeb会議
ウ．添付資料⑤：第5回学術委員会議事録

（６）第6回学術委員会を開催した。
ア．日時：2021年12月1日（水）
イ．会場：ZoomによるWeb会議
ウ．添付資料⑥：第6回学術委員会議事録

（７）告示研修について企画中
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ア．日時：2022年3月12日（土）13日（日）
イ．会場：埼玉医科大学病院

10．学術（中根）
（１）報告事項なし

11．公益（佐々木）
（１）被ばく相談

11月）1件
12月）2件

（２）勉強会開催に関して
ア．2021年度被ばく相談事例検討会：2022年2

月22日（火）開催
イ．2021年度放射線被ばくに関する講習会：

2022年2月19日（土）開催
（３）第2回公益委員会を12月7日（火）に開催した。

12．公益（紀陸）
（１）報告事項なし

13．第一支部（双木）
（１）報告事項

ア．第1回支部勉強会
（ア）日時：2021年12月14日（火）19:00～

20:30
（イ）Zoomによる開催
（ウ）参加人数：40人
（エ）内容：

メーカー講演
「キヤノンメディカルシステムズ株式会社
情報提供（CT/MRI AI技術のご紹介）」
萩原　友基、張　つぼみ、穴見　和寛
一般演題
「当院でのMRIにおけるAiCEを用いた臨
床応用」
さいたま市立病院　　渡邊　真澄
「ディープラーニングCT画像再構成技術
AiCE（Advanced Intellgent Clear-IQ 
Engine）特性　～Aquilion PrimeSP 80
列～」
JCHO埼玉メディカルセンター　　
 八木沢英樹

（２）今後の予定
ア．第2回支部勉強会＆会計報告

（ア）3月予定
（イ）Zoomによる開催
（ウ）内容：未定

14．第二支部（大西）
（１）報告事項なし。
（２）今後の予定なし。

15．第三支部（市川）
（１）報告事項なし。
（２）今後の予定なし。

16．第四支部（大野）
（１）報告事項なし。
（２）今後の予定

ア．第四支部Web勉強会の開催
（ア）日時：2022年1月20日（木）

17．第五支部（矢崎）
（１）報告事項なし。
（２）今後の予定なし。

18．第六支部（茂木）
（１）報告事項なし。
（２）今後の予定
（ア）2021年度第2回支部勉強会を企画中

ア．詳細は未定
（イ）第3回支部役員会議

ア．日時　2022年1月13日（木）
イ．場所　Web会議
ウ．参加人数　14人
エ．内容　四半期報告、定期講習会など

第３．審議・承認事項
１． 議案-34　SARTホームページの掲載回数につい

て
（１）起案者：清水 邦昭（編集情報）
（２）事由：こちらからはデータをその都度ながして

おき、望月印刷でデータをためておいていただ
くことが可能という回答を頂いております。ま
た、指定日より前倒しをして掲載することも可
能という回答も頂いております。そこで、スター
トは3回で開始し、途中でどうしても足りない
場合は回数を変更する方向でお願いしたいです。
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（３）実施日：2022年2月から
資料をもとに、予算および掲載方法についての説明

があり、審議の結果、賛成多数で承認された。

２． 議案-35　第11回（2022年度）定期総会開催に
ついて

（１）起案者：今出　克利（総務）
（２）事由： 公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

定期総会を開催したい。

昨年同様、会場集客型＋オンライン配信を行う、ハ
イブリッド型での開催を予定しているが、新型コロナ
ウイルス感染状況により、オンライン配信のみとなる
可能性もあります。
（３）開催日：2022年6月12日（日）
資料をもとに、開催概要の説明があり、審議の結果、

賛成多数で承認された。

審議・承認事項まとめ

タイトル 資料 意見 質問 審議
結果 特記事項 議案書

No,

1 SARTホームページの掲載回
数について 見積書 1 承認 なし 理-34

2 第11回（2022年度）定期総
会開催について なし 承認

感染状況により、
開催方式は変更す
る

理-35

配信資料（メール配信を含む）
（1）総務
（2）学術
（3）公益
（4）財務
（5）編集・情報
（6）各支部
（7）議案書
本会議の議決を証明するために、議事録署名人にお

いて署名捺印します。

2022年3月3日（木）

議事録署名人　　　田中　　宏　（押印略）
　　　　　　　　　堀江　好一　（押印略）

議
事
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2021年度　第3回常務理事会議事録（抄）

日　　時：2022年2月3日（木）19:00～21:00
場　　所：ZoomによるWeb会議
出 席 者：会　　長：田中　　宏
　　　　　副 会 長：潮田　陽一、富田　博信
　　　　　常務理事： 今出　克利、八木沢英樹、

佐々木　健、城處　洋輔、
中根　　淳、清水　邦昭

　　　　　監　　事：浅野　克彦、堀江　好一
　　　　　事 務 員：戸澤　　茜
欠 席 者：結城　朋子

第１．議事録作成人　議事録署名人の選出
議　　　　長　田中　　宏
議事録署名人　田中　　宏、潮田　陽一
議事録作成人　八木沢英樹

と定めた。
議事録作成人、議事録署名人の選出につづき、田中

会長を議長に選出し、2021年度第3回常務理事会を
開催した。

第２．報告および確認事項
１．会長（田中）
（１）1月14日（金）三ツ林代議員および畦元代議

員への年頭のあいさつのため、議員会館に伺った。

２．副会長（富田）
（１）1月14日（金）三ツ林代議員および畦元代議

員への年頭のあいさつのため、議員会館に伺った。

３．副会長（潮田）
（１）2021年度の有休財産の展望について説明が

あった。

４．総務（今出）
（１）放射線被ばくに関する講習会の委嘱状の発送に

ついて
ア．該当者5人に対して、委嘱状を作成した。（公

印番号3-35）
イ．1月21日（金）に郵送した。

（２）フレーシャーズセミナー・SART学術大会の委
嘱状郵送について、2月中に行う予定。

（３）その他
ア．会員カード発行について、どこまで発行を行っ

たか前総務担当常務理事 結城さんに確認する。
イ．永年勤続表彰者抽出に関して、新会員データ

ベースで抽出可能と確認。（堀江監事）
（３）今年度の会議予定

日時 イベント名 備考欄
2022/ 2/24（木） 第6回常務連絡会
2022/ 3/ 3（木） 第8回理事会

５．総務（八木沢）
（１）総会運営委員会について

ア．総会運営委員　選出
委員：各支部（各1人）
委員長：第五支部（委員の中で）
議長候補：第四支部（運営委員とは別に選出）

（２）新型コロナウイルス感染拡大のため、2月20日
（日）の国会見学を延期することになった。

６．学術（城處）
（１）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会の開催

方式について
完全Web方式と決定

（２）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会の大会
ポスター修正（完全Ｗeb開催と修正）

（３）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会の機器
展示開催なしとする。

（４）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会の演者
へWebテストは開催1週間前行う。

７．学術（中根）
（１）各認定講習会・試験開催について報告

８．編集情報（清水）
（１）会誌

ア．会誌埼玉放射線1月267号
締め切り：12月1日（水）済み
初校正終了：1月7日再校正出し予定

イ．内容：
（ア）第35回埼玉県診療放射線技師学術大会

抄録集
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（イ）第6支部定期講習会　2人
（ウ）「技術解説」富士フイルム株式会社
ウ．会誌埼玉放射線5月268号

締め切り：4月1日（金）
内容： 2022年埼玉県診療放射線技師会総会

資料
会誌発行部数　1490部　増刷予定

（２）委員会開催
第1回編集情報委員会　2021年9月9日（木）
第２回編集情報委員会　2021年11月19日（金）

（３）ホームページ
ア．Webサイト　掲載および更新（会員用）
（ア）トップページ、バナー修正
（イ）2021年度　第18回上部消化管検査認定試

験
（ウ）2022年度 関東甲信越診療放射線技師学術

大会　演題登録
（エ）（公社）埼玉県診療放射線技師会永年勤続

表彰候補者推薦について
（オ）第100回 埼玉CT Technology Seminar 

開催のご案内
（カ）第77回　画像の向こうの患者をみよう勉

強会（症例検討会）
イ．Webサイト　掲載および更新（一般用）
ウ．トップページ、バナー修正
エ．新フォームについて
（ア）受付管理システム仕様変更
オ．メールマガジン

メールマガジン登録3件
カ．e-bookの運用について

９．公益（佐々木）
（１）勉強会開催に関して

ア．2021年度被ばく相談事例検討会：2022年2
月22日（火）開催

イ．2021年度放射線被ばくに関する講習会：
2022年2月19日（土）開催

第３．審議・承認事項
１．常務理事会議案-4　2022年事業計画（案）
（１）起案者：田中　宏（会長）
（２）事由： 2022年事業計画（案）の承認
（３）実施日：2022年4月1日（金）から
資料をもとに、事業計画内容についての説明があり、

審議の結果、一部修正を行い承認された。

２． 常務理事会議案-5　2022年度埼玉県診療放射線
技師会予算案について

（１）起案者：潮田　陽一（副会長）
（２）事由：  2022年度の予算案について審議を行っ

ていただきたい。
（３）実施日：2022年4月から
資料をもとに、予算および内容についての説明があ

り、審議の結果、承認された。

３． 常務理事会議案-6　埼玉県診療放射線技師会　
永年勤続表彰対象者（20年・40年）の承認

（１）起案者：八木沢　英樹（総務）
（２）事由： 第11回定期総会で実施する令和3年度埼

玉県放射線技師会永年勤続表彰対象者の
承認

（３）実施日： 2022年6月12日（日） 定期総会で
表彰

資料をもとに、表彰対象者についての説明があり、
審議の結果、承認された。

４． 常務理事会議案-7　2022年度支部合同勉強会　
Web開催について

（１）起案者：茂木雅和　（第六支部理事）
（２）事由： 次年度の予定として集合型ではなく

Webを用いた支部合同勉強会を企画し
た。

（３）内容：
（ア） 支部間の垣根を越えてなんでも聞ける仲間を

作る
（イ） 法改正に伴う診療放射線技師のタスクシフト

/シェアについて学ぶ
（４）実施日：2022年5月21日(土)
資料をもとに、予算および勉強会の内容についての

説明があり、審議の結果、承認された。
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No. タイトル 資料 意見 質問 審議
結果 特記事項 議案書

No.

1 2022年事業計画（案） あり 1 0 承認 加筆修正箇所があれば、随時見直し
て、次回の理事会までに完成させる． 常理⊖4

2 2022年度埼玉県診療放射線
技師会予算案について あり 0 1 承認 常理⊖5

3 永年勤続表彰対象者（20年・
40年）の承認 あり 0 1 承認 次回の理事会までに、承諾者をリス

トアップする． 常理⊖6

4 2022年度支部合同勉強会　
Web開催について あり 3 1 承認 開催案内文の修正することによる条

件付き 常理⊖7

次回、2021年度第6回常務理事連絡会の開催は、
2022年2月24日（木）を予定している。

配布資料(メール配信を含む)
（１）会長資料
（２）総務資料
（３）編集情報資料
（４）学術資料
（５）財務資料
（６）議案書
（７）前回議事録

本会議の議決を証明するために、議事録署名人にお
いて署名捺印します。

2022年2月24日（木）

議事録署名人　　　田中　　宏　（押印略）
　　　　　　　　　潮田　陽一　（押印略）
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会員の動向

会員の動向
第6回理事会承認（2021年11月04日）

会員数 1381人（2021年11月4日現在）
新入会 6人 2021年度累計　64人
再入会 1人 2021年度累計　 5人
転入 0人 2021年度累計　 4人
転出 0人 2021年度累計　 9人
退会 1人 2021年度累計　 5人

第8回理事会承認(2022年3月3日）
会員数 1394人（2022年2月15日現在）
新入会 19人 2021年度累計　83人
再入会 3人 2021年度累計　 8人
転入 2人 2021年度累計　 6人
転出 3人 2021年度累計　12人
退会 8人 2021年度累計　13人

会
員
の
動
向
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役員名簿

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
2021・2022 年度役員名簿

役職名 氏　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
会　　　長 田中　　宏 埼玉県立小児医療センター 048-601-2200 h-tanaka@sart.jp
副　会　長 富田　博信 済生会川口総合病院 048-253-1551 h-tomita@sart.jp
副　会　長 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
常務理事（学　　術） 城處　洋輔 済生会川口総合病院 048-253-1551 y-kidokoro@sart.jp
常務理事（学　　術） 中根　　淳 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 j-nakane@sart.jp
常務理事（総　　務） 今出　克利 大宮医師会 048-663-5633 k-imade@sart.jp
常務理事（総　　務） 八木沢英樹 JCHO 東京蒲田医療センター 03-3738-8221 h-yagisawa@sart.jp
常務理事（公　　益） 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp
常務理事（編集・情報） 清水　邦昭 深谷赤十字病院 048-571-1511 k-shimizu@sart.jp
理　　事（財　　務） 肥沼　武司 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 t-koinuma@sart.jp
理　　事（学　　術） 近藤　敦之 埼玉医科大学病院 0492-76-1264 a-kondo@sart.jp
理　　事（学　　術） 滝口　泰徳 JCHO船橋中央病院 047-433-2111 y-takiguchi@sart.jp
理　　事（編集・情報） 吉田　　敦 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 a-yoshida@sart.jp
理　　事（公　　益） 紀陸　剛志 埼玉医科大学病院 049-276-1264 takashi-kiroku@sart.jp
第一支部理事 双木　邦博 さいたま市立病院 048-873-4111 k-namiki@sart.jp
第二支部理事 大西　圭一 所沢ハートセンター 042-940-8611 k-onishi@sart.jp
第三支部理事 市川　隆史 埼玉医科大学病院 049-276-1264 takafumi-ichikawa@sart.jp
第四支部理事 大野　　渉 羽生総合病院 048-562-3000 wataru-ohno@sart.jp
第五支部理事 矢崎　一郎 春日部市立医療センター 048-735-1261 i-yazaki@sart.jp
第六支部理事 茂木　雅和 上尾中央総合病院 048-773-1111 masakazu-motegi@sart.jp

事務局
役職名 氏　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

事務局長 結城　朋子 済生会川口総合病院 048-253-1551 t-yuuki@sart.jp

監事・顧問
役　　職　　名 氏　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール

監　　　事 堀江　好一 JCHO さいたま北部医療センター 048-663-1671 k-horie@sart.jp
監　　　事 淺野　克彦 参議院議員秘書 katsuhiko-asano@sart.jp
顧　　　問 小川　　清 群馬パース大学 k-ogawa@sart.jp
顧　　　問 鈴木　正人 埼玉県県会議員 m-suzuki@sart.jp
顧問税理士 増田　利治 増田利治税理士事務所 048-649-1386

総務・財務委員会
役職名 氏　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
委　員　長 今出　克利 大宮医師会 048-663-5633 k-imade@sart.jp
副委員長 八木沢英樹 JCHO 東京蒲田医療センター 03-3738-8221 h-yagisawa@sart.jp
副委員長 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 y-ushioda@sart.jp
委　　員 結城　朋子 済生会川口総合病院 048-253-1551 t-yuuki@sart.jp
委　　員 肥沼　武司 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 t-koinuma@sart.jp
委　　員 双木　邦博 さいたま市立病院 048-873-4111 k-namiki@sart.jp
委　　員 大西　圭一 所沢ハートセンター 042-940-8611 k-onishi@sart.jp
委　　員 市川　隆史 埼玉医科大学病院 0492-76-1264 takafumi-ichikawa@sart.jp
委　　員 大野　　渉 羽生総合病院 048-562-3000 wataru-ohno@sart.jp
委　　員 矢崎　一郎 春日部市立医療センター 048-735-1261 i-yazaki@sart.jp
委　　員 茂木　雅和 上尾中央総合病院 048-773-1111 masakazu-motegi@sart.jp
委　　員 田中　達也 小川赤十字病院 0493-72-2333 yt-tanaka@sart.jp
委　　員 矢部　　智 越谷市立病院 048-956-2221 s-yabe@sart.jp
委　　員 佐々木　剛 埼玉医科大学病院 049-276-1264 tsuyoshi-sasaki@sart.jp
委　　員 岡田　尚也 さいたま赤十字病院 048-852-1111 naoya-okada@sart.jp
委　　員 福田　　栞 さいたま市立病院 048-873-4111 shiori-fukuda@sart.jp
委　　員 戸澤　　茜 埼玉県診療放射線技師会　事務局 048-664-2728 akane-tozawa@sart.jp

役
員
名
簿
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学術委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
委 員 長 城處　洋輔 済生会川口総合病院 048-253-1551 y-kidokoro@sart.jp
副委員長 中根　　淳 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 j-nakane@sart.jp
副委員長 近藤　敦之 埼玉医科大学病院 0492-76-1264 a-kondo@sart.jp
副委員長 滝口　泰徳 JCHO 船橋中央病院 047-433-2111 y-takiguchi@sart.jp
委 員 今出　克利 大宮医師会 048-663-5633 k-imade@sart.jp
委 員 寺澤　和晶 さいたま赤十字病院 048-852-1111 kazuaki-terasawa@sart.jp
委 員 土田　拓治 済生会川口総合病院 048-253-1551 t-tsuchida@sart.jp
委 員 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp
委 員 伊藤　寿哉 埼玉石心会病院 04-2953-6611 t-ito@sart.jp
委 員 大根田　純 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 jun-oneda@sart.jp
委 員 亀山　枝里 熊谷総合病院 048-521-0065 eri-kameyama@sart.jp
委 員 妹尾　大樹 埼玉医科大学国際医療センター 042-984-7702 taiki-senoo@sart.jp
委 員 浅見　純一 行田中央総合病院 048-553-2000 jyunichi-asami@sart.jp
委 員 吉澤　孝郁 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 takafumi-yoshizawa@sart.jp
委 員 戸澤　僚太 済生会川口総合病院 048-253-1551 ryouta-tozawa@sart.jp
委 員 新島　正美 熊谷生協病院 048-524-3841 masami-niijima@sart.jp

編集・情報委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
委 員 長 清水　邦昭 深谷赤十字病院 048-571-1511 k-shimizu@sart.jp
副委員長 吉田　　敦 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 a-yoshida@sart.jp
委 員 宮崎　雄二 北里大学メディカルセンター 048-593-1212 y-miyazaki@sart.jp
委 員 潮田　陽一 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3593 y-ushioda@sart.jp
委 員 肥沼　武司 国立障害者リハビリテーションセンター 04-2995-3100 t-koinuma@sart.jp
委 員 大友　哲也 埼玉医科大学総合医療センター 049-228-3400 t-otomo@sart.jp
委 員 渡部　伸樹 さいたま赤十字病院 048-852-1111 nobuki-watanabe@sart.jp
委 員 堀越　隆之 大宮シティクリニック 048-645-1256 takayuki-horikoshi@sart.jp
委 員 八木沢英樹 JCHO 東京蒲田医療センター 03-3738-8221 h-yagisawa@sart.jp

公益委員会
役職名 氏　　名 勤　　　務　　　先 勤務先電話 技師会メール
委 員 長 佐々木　健 上尾中央総合病院 048-773-1111 t-sasaki@sart.jp
副委員長 紀陸　剛志 埼玉医科大学病院 049-276-1264 takashi-kiroku@sart.jp
委 員 志藤　正和 済生会川口総合病院 048-253-1551 m-shito@sart.jp
委 員 内海　将人 済生会栗橋病院 0480-52-3611 m-uchiumi@sart.jp
委 員 石田　仁子 白岡中央総合病院 0480-93-0661 kimiko-ishida@sart.jp
委 員 石川　里紗 深谷赤十字病院 048-571-1511 risa-sakamoto@sart.jp
委 員 大河原侑司 さいたま赤十字病院 048-852-1111 yuji-okawara@sart.jp
委 員 佐藤　克哉 埼玉県立小児医療センター 048-601-2200 katsuya-sato@sart.jp
委 員 宮崎　千晶 埼玉医科大学国際医療センター 042-984-0089 chiaki-miyazaki@sart.jp
委 員 嶋崎　恭介 上尾中央総合病院 048-773-1111 kyousuke-shimasaki@sart.jp
委 員 坂庭　琴美 上尾中央総合病院 048-773-1111 kotomi-sakaniwa@sart.jp

役
員
名
簿
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正 会 員 入 会 申 込 書

 　　年　　月　　日

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　　会長殿

私は貴会の目的に賛同し、下記により入会を申し込みます。

フリガナ
性　別

男・女

　　生　　　年　　月　　日

西暦　　　　年　　月　　日氏　名

1．2．それぞれに○をつけご回答ください

1 ．今回の入会は［□新入会　□再入会　□転入］

2 ．□日本診療放射線技師会＆埼玉県診療放射線技師会へ入会

　　□埼玉県診療放射線技師会のみ入会

転入前の
所属技師会

フリガナ TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

勤務先名

フリガナ 〒

勤務先住所

フリガナ 〒 TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

自宅住所

E-mail
（携帯不可）

FAX申込書
埼玉放射線・Vol.69　No.4　2021
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動
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Ｆ
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372  （71）

会誌送付先 ①　勤務先　　　②　自宅
所属支部（地区）

診療放射線
技師免許

国家試験 第　　　　　　　回　　　　　　合格

登録 第　　　　　　　号　　　　　年　　　月　　　日　　　登録

免許取得の
学歴

入学年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

卒業年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

学校

関連分野の
最終学歴

学位 ある　　　　　　　　　なし

学位記番号

授与年月

授与機関

正
会
員
入
会
申
し
込
み
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正 会 員 入 会 申 込 書

 　　年　　月　　日

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会　　会長殿

私は貴会の目的に賛同し、下記により入会を申し込みます。

フリガナ
性　別

男・女

　　生　　　年　　月　　日

西暦　　　　年　　月　　日氏　名

1．2．それぞれに○をつけご回答ください

1 ．今回の入会は［□新入会　□再入会　□転入］

2 ．□日本診療放射線技師会＆埼玉県診療放射線技師会へ入会

　　□埼玉県診療放射線技師会のみ入会

転入前の
所属技師会

フリガナ TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

勤務先名

フリガナ 〒

勤務先住所

フリガナ 〒 TEL　　　　　―　　　　　―　　　　　

自宅住所

E-mail
（携帯不可）
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会誌送付先 ①　勤務先　　　②　自宅
所属支部（地区）

診療放射線
技師免許

国家試験 第　　　　　　　回　　　　　　合格

登録 第　　　　　　　号　　　　　年　　　月　　　日　　　登録

免許取得の
学歴

入学年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

卒業年月日 西暦　　　　　　　年　　　　　月

学校

関連分野の
最終学歴

学位 ある　　　　　　　　　なし

学位記番号

授与年月

授与機関

正
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入
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み
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退会届FAX申込書 埼玉放射線・Vol.69　No.4　2021

も会師技線射放療診本日とるす会退を会師技線射放療診県玉埼、りよに程規）1注

同時に退会となります。

。いさだくい払支おはに合場るあが費会るいてし納滞）2注

退会時には必ず会員番号をご記入ください。
記載がない場合、退会処理に時間がかかり、希望日に間に合わない場合があ
ります。

）3注※重要
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会員異動届

ファックス送信票
下記の通り送信致しますので、よろしくお願い致します。

受信者

送信者

ふりがな
届出会員名
技師会番号

①転出者は正確にご記入ください

②変更した項目をご記入ください

〒　　－
TEL　　　－　　　－

TEL　　　－　　　－
〒　　－

支部名 支部

　　　　　年　　　月　　　日

FAX番号：048－664－2733
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

氏　　名

施 設 名

施設住所
＊郵送の場合
　　〒331－0812　さいたま市北区宮原町２丁目51番地39
　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　電話：048－664－2728

〒

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　会員登録変更届

転出先 （　　　　　）県へ転出 技師会費を（　　　　　　）年度まで納入

変

　
更

　
項

　
目

○印
ふ　り　が　な

自 宅 住 所

ふ　り　が　な

勤 務 先 名

ふ　り　が　な

勤務先住所

ふ　り　が　な

改 　 　 姓

支 部 変 更

連絡先変更

第（　　）支部を第（　　）支部に

退
会
届
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同時に退会となります。

。いさだくい払支おはに合場るあが費会るいてし納滞）2注

退会時には必ず会員番号をご記入ください。
記載がない場合、退会処理に時間がかかり、希望日に間に合わない場合があ
ります。

）3注※重要
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会員異動届

ファックス送信票
下記の通り送信致しますので、よろしくお願い致します。

受信者

送信者

ふりがな
届出会員名
技師会番号

①転出者は正確にご記入ください

②変更した項目をご記入ください

〒　　－
TEL　　　－　　　－

TEL　　　－　　　－
〒　　－

支部名 支部

　　　　　年　　　月　　　日

FAX番号：048－664－2733
公益社団法人埼玉県診療放射線技師会

氏　　名

施 設 名

施設住所
＊郵送の場合
　　〒331－0812　さいたま市北区宮原町２丁目51番地39
　　公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　電話：048－664－2728

〒

公益社団法人埼玉県診療放射線技師会
　　会員登録変更届

転出先 （　　　　　）県へ転出 技師会費を（　　　　　　）年度まで納入

変

　
更

　
項

　
目

○印
ふ　り　が　な

自 宅 住 所

ふ　り　が　な

勤 務 先 名

ふ　り　が　な

勤務先住所

ふ　り　が　な

改 　 　 姓

支 部 変 更

連絡先変更

第（　　）支部を第（　　）支部に

Ｆ
Ａ
Ｘ
申
し
込
み
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年間スケジュール

２０２２年度
埼玉県診療放射線技師会
日本診療放射線技師会など　 年間スケジュール表

2022 年度（5︲7） 予定
５月 埼放技 日放技など ６月 埼放技 日放技など ７月 埼放技 日放技など

1 日 1 水 1 金
2 月 2 木 2 土
3 火 3 金 3 日
4 水 4 土 4 月
5 木 5 日 5 火
6 金 6 月 6 水
7 土 7 火 7 木
8 日 8 水 8 金
9 月 9 木 9 土
10 火 10 金 10 日
11 水 11 土 11 月

12 木 12 日
第11回公益社団法人
埼玉県診療放射線
技師会定期総会

12 火

13 金 13 月 13 水
14 土 14 火 14 木
15 日 15 水 15 金
16 月 16 木 16 土
17 火 17 金 17 日
18 水 18 土 18 月
19 木 19 日 19 火
20 金 20 月 20 水
21 土 21 火 21 木
22 日 22 水 22 金
23 月 23 木 23 土
24 火 24 金 24 日
25 水 25 土 25 月
26 木 26 日 26 火
27 金 27 月 27 水
28 土 28 火 28 木
29 日 29 水 29 金
30 月 30 木 30 土
31 火 31 日

2022 年度（8︲10） 予定
８月 埼放技 日放技など ９月 埼放技 日放技など 10月 埼放技 日放技など

1 月 1 木 1 土
2 火 2 金 2 日
3 水 3 土 3 月
4 木 4 日 4 火
5 金 5 月 5 水
6 土 6 火 6 木
7 日 7 水 7 金
8 月 8 木 8 土
9 火 9 金 9 日
10 水 10 土 10 月
11 木 11 日 11 火
12 金 12 月 12 水
13 土 13 火 13 木
14 日 14 水 14 金
15 月 15 木 15 土
16 火 16 金 16 日
17 水 17 土 17 月
18 木 18 日 18 火
19 金 19 月 19 水
20 土 20 火 20 木
21 日 21 水 21 金
22 月 22 木 22 土
23 火 23 金 23 日
24 水 24 土 24 月
25 木 25 日 25 火
26 金 26 月 26 水
27 土 27 火 27 木
28 日 28 水 28 金
29 月 29 木 29 土
30 火 30 金 30 日
31 水 31 月

年
間
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ケ
ジ
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ー
ル

埼玉放射線・Vol.70　No.2　2022（102）207





広告協賛会社一覧（順不同）

No. 会社名 郵便番号 住所 電話
1 株式会社メディカルクリエート 330-0854 さいたま市大宮区桜木町2-403ほていやビル３階 048-782-7424
2 日本放射線防禦株式会社 113-0033 東京都文京区本郷2-38-12 03-3811-1158
3 株式会社メディカル・サービス　T＆K 362-0001 上尾市上1710-3 048-777-7021
4 バイエル薬品株式会社 330-0843 さいたま市大宮区吉敷町1-75-1太陽生命大宮吉敷町ビル７階 048-640-6027
5 日本メジフィジックス株式会社 136-0075 東京都江東区新砂3-4-10 03-5634-7450
6 富士フイルムメディカル株式会社 330-0842 さいたま市大宮区浅間町2-240 048-645-6001
7 GEヘルスケア・ジャパン株式会社 330-0845 さいたま市大宮区仲町3-13-1住友生命第２ビル１階 048-614-9950
8 株式会社三田屋製作所 350-0833 埼玉県川越市芳野台2-8-12 049-298-8017
9 富士製薬工業株式会社 102-0094 東京都千代田区三番町５番地７ 03-3264-2211
10 PDRファーマ株式会社 104-0031 東京都中央区京橋2-14-1 兼松ビル 03-3538-3621
11 キヤノンメディカルシステムズ株式会社 331-8701 さいたま市北区土呂町1-45-10 048-651-9290
12 コニカミノルタジャパン株式会社 105-0023 東京都港区芝浦1-1-1 03-6324-1080
13 シーメンスヘルスケア株式会社 141-8644 東京都品川区大崎１丁目11番１号ゲートシティ大崎ウエストタワー５階 03-3493-7500
14 富士フイルムヘルスケア株式会社 330-0812 埼玉県さいたま市北区宮原町4-17-22 048-661-8500

広告索引
造影剤関係

富士製薬工業株式会社��������������  5
バイエル薬品株式会社��������������  2

アイソトープ関係
PDRファーマ株式会社� ������������  6
日本メジフィジックス株式会社����������  3

フイルム関係
富士フイルムメディカル株式会社���������  4

機器関係
株式会社メディカル・サービス　T＆K� �����  1
キヤノンメディカルシステムズ株式会社������  2
GEヘルスケア・ジャパン株式会社� �������  4
株式会社三田屋製作所��������������  6
コニカミノルタジャパン株式会社���������  7
シーメンスヘルスケア株式会社����������  3
富士フイルムヘルスケア株式会社���������  5

施設工事関係
日本放射線防禦株式会社�������������  1

PACSサービス関係
株式会社メディカルクリエート���������  表3

放射線施設等の設計、施工、維持管理

ＵＲＬ［http://www.nippoh-net.co.jp］

本　　社

（全国）

国立病院北海道がん

秋田大学病院

東北大学病院

埼玉県立がんセンター

国立がん研究セ中央病院

慶應大学病院

名古屋大学病院

大阪大学病院

九州大学病院

琉球大学病院

28
高度管理医療機器等販売業・貸与業

2

本　社　〒362-0001　埼玉県上尾市上1710-3 
☎（048）777-7021　FAX（048）777-7023 
経営管理本部　〒362-0014　埼玉県上尾市本町2-4-15
E-mail　tandk＠est.hi－ho.ne.jp  
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名古屋大学病院

大阪大学病院

九州大学病院

琉球大学病院
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本　社　〒362-0001　埼玉県上尾市上1710-3 
☎（048）777-7021　FAX（048）777-7023 
経営管理本部　〒362-0014　埼玉県上尾市本町2-4-15
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3

本　社　〒362-0001　埼玉県上尾市上1710-3 
☎（048）777-7021　FAX（048）777-7023 
経営管理本部　〒362-0014　埼玉県上尾市本町2-4-15
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検索ドクターネットエージェント東京都港区芝大門2丁目5-5 住友芝大門ビル8階〒105-0012 

診療放射線技師の求人・転職なら、「ドクターネットエージェント」にお任せください。診療放射線技師の求人・転職なら、「ドクターネットエージェント」にお任せください。

ドクターネットエージェント事務局
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より鮮明な画像を、より速く。

IMAGES SO SHARP
THEY CUT WAIT
TIMES.
That's Intelligently E�cient.

AIRTM Recon DLは、MR画像再構成にDeep Learning※を応用したGEヘルスケア最新のMRIテクノロジー。
ノイズやアーチファクトの低減による鮮明な画像、検査時間の短縮による医療従事者の皆様や患者さんの負担軽減につながります。
革新的なテクノロジーの実装を通じて、患者さんのニーズに寄り添い、最善を尽くします。
詳しくは、gehealthcare.co.jpをご覧ください。
SIGNA Voyager （シグナVoyager）　医療機器認証番号：228ACBZX00009000
※Deep Learningは製品開発に用いられており、納入後に学習し続ける技術ではありません。
JB03625JA

Powered by 

Edison
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処方箋医薬品

注）：注意ー医師等の処方箋により使用すること。
■効能・効果、用法・用量、警告・禁忌を含む使用上の注意等につきましては添付文書をご参照ください。

https://www.fujipharma.jp/

処方箋医薬品
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私の趣味は旅行です。コロナウイルスの流行に伴
い、なかなか出掛けるタイミングは難しくなりまし
たが、流行前にはよくいろいろな場所へ出掛けてい
ました。その土地の料理、酒、温泉、そして、人情
に触れ合う旅は本当に素晴らしいものです。ただ、
旅行で何に重きを置くかは人それぞれだと思いま
す。観光名所、食事、泊る場所等あると思いますが、
私は断然、食事です。私は生まれも育ちも埼玉県で
すが、今まで行った中で良かった場所を一つご紹介
したいと思います。それは、四国四県全部です。私
は三日間かけて四国を一周しました。愛媛県には道
後温泉、徳島県には鳴門海峡、高知県には鰹のたた
きと日本酒、香川県には讃岐うどん等、どこに行っ
ても楽しめて食事もおいしく、何より地元の人が優
しく声を掛けてくれたことがとても印象に残ってい
ます。このご時世では、なかなか出掛けにくいかも
しれませんが、また、安心して旅行ができるように
なってほしいものです。� （おじぞーさん）
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